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ヰ カミ き

1. cMJ査つ了ょらい

試・悶の畑作は，その目然的采件と歴史的怜和砂から， バナナ， コーヒー，さとうきひなどのプラ

ンテーション晶足と設しゅくをiffl々と,:)(る目恰羹人との文寸比か持諏である。

しかし， 且「しい国Jcつ’虫立と至済父況の世界的な発達 tて対応して，熱帯畑作にも吋しい

変化が生じて苔た。とうもろこし，大豆など役しゅく生産の内閲発である。それは国内目給の価保と，

食生舌の多様化に伴う世界平）な号妥不足，C対応したものである。

このような祈 ［月笙はプラジルしこ如いても例外でなく，むしる熱帯！針諸国のなかで

は最も崖んでいる。プラジルこ刈t名喜］こもされているコーヒー，さらにはさとうきひ，棉などのプラ

ンナーション作吻ととも戸，

場筐おいてもアメリカ

とうもらこし，栢などの主産が盛んであり，大豆は世界市

までに達している。

したがって，熱警畑作の隅発叶究となれば叫出したような普通畑作物の生産隅発にかなりの比重を

かけなくてはならない。これら普通畑作i勿ッっ研究尻ついては，プランテーンョン作吻などと違って，

わが国では蓄積が多く，骨究協力の場合，相手1国の期1寺応対応でぎる面をもっている。注た，その叶

究協力はわが国の畑作叫究の進展にも貢献できよう。

以上のような観点から，調査対象竹吻は普通作物のうち，プラジルにあもいて生産が多く，かつ生産

がのびている大豆，小友，稲，とうもろこし1て重点をおいた。支た， 甚いては，それら作物の

栽培の実暇ととも筐，その技術上の問題点を明らか｛こすることにねらいをあ、いた。

岸 国乎 1叫完室長

中［且兼偲 晨哨試験易畑作部作業体系第 1研究室長

大野 芳和 熱帝邊羹叶究センター妍究第 1部研完員

2. 調査日程

偶査期間は昭和 49年 11月 23日から附和 50年 2月 9日古での 79日間うプラジル滞在は 2月

4日までで，それ以淡は，熱胄Hill作の闊発妍完iて最も貞献している国除小友・とうもろこし研究セ

ンター（メキシコ）を訪間，砕完の状況を見学した。

プラジル国内では，大豆，小友，稲，とうもろこしの生産の多いサンパウロ，パラナ， リオグラン

デドスール州，さら 1ごは最近，畑作閲怒ぶ進んでいるミナスジェライス，ゴヤス，マットグロッソ州

して調査した。

調査に当っては，プラ／ル連邦政府霜よひ各州政府の占及閲，コヂ了産笑，廿合；さらには多くの這家の皆

さん応視切な御協力をいたたぎ，快適な旅行と十分な調査を行なうことができ心日程は次のと霜りである。
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調 査 日

昭和 49年 11月23日（土） 発 21: 3 0 (J L--0 6 2) 

Los Aこg<,los 1s:001計 （心 lビX'tnLi,i.a 日いて_,こ)li日，

Los Angele口）

1 1月 24日（日）

2 5日（月）

2 7日（水）

2 8日（木）

2 9日（金）

1 2月 1日（日）

Los Angelos発 14 : 0 0 (尺 G8 3 1) 

s'"ao Paulo着 10 : 5 5 咄谷頒碁，

ハラブラス），：i旦 T弓k心 ta(エnst, 3 iC.11)ん各氏の山辻えをうける。

(Ikc➔ rla 日 ::itel 泊， 2 ao ,'oょ jO) 

2 6日（火） サンバウロ唸領富館に表牧， 日

長，鈴木総務課長と日程打合せ， 1更宜供与依頌。

Iとarabras訪同 出久戊吐長，上肥寺吟，ーの

け

B.R. 万'err8ira氏 (Dir口 t::,r Tも; n i. CO, CJ己AG,i~J ,0), 詞{am,ーエ認a

氏（サンバウロ州袋務省係官）と会企:2 Y2:-:,:i. 門 ,ii{ii 氏の采1)~iてて中央市場

の見学。

コチア農業協同組合中央芸；；；が開 井上会長，

プラジ

く。

玲木 (J八又エ C)' 上り巳（イ

］五汀―I しう—-:-1 『文庫衣改， 白石支品

サンバウロ中央肯呆直場（こ5-:J..ふ’入） a方i;jJ laはrlio

＼てププ、ジル：ごあへ

由森 より

いて聴く。 PADAP計両の，：が明をうける。坦也 (:,;,1,0 

Gotardo)の視察の依頼をうける。

J a c: are i, :v!、:,ji Cc2.S CTi.lZOS J Al'. ICの厚忍｛てより（仁科氏

連伝）案内。 Jacarsi野溝氏宅巧門（プドウ慮l )。 ','.1こ：j 1尉茄訪

吋。野菜小作麦 (1アルケー）レ）畑調査，吟地尼戊畑('票⑰ 800r::): こ野菜

を成培，白石支部民よりサンバウロ応て中国科連の妥待をうげる。

3 0日（上） 資叶整理

~ 13:1s(臼0418) 1s:oo 
Sao Paはlo → 己ras j_ l i a 高多>}記＇臼の出）見えをうけ化廿内見

学。高多氏宅筐て夕食の接待をうける。

2日 （月） 日本大使朗訪噂］，宇山大使表敬。日伯経済・ 力についてきく。

EMBRAPA本邸を凸間，人昇面長已 liGGil 尺 Qじerto cle Ar, いlrade 

Alves氏，普及部艮 Antoェio Jo,c1e bc-t巳Jl, o Nら j);.氏，人統珀哺

佐官（国際協力担当） 1; a tha已 ie.1 J. T. B1o ,mfiは ld氏， して叫完励

力に肉することを話し合う。

3日 （火） 外務省国祭協力局技術協力果長閲 g旦 ro S. F. C. C、）し;_t 0 第 2次国
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4日（木）

5日（木）

6日（金）

哀訂画匹よって小友の目給，亜納帝の開発（セラード，サンフラン、ンスコ沿岸

卍央平成丑発）

午没;CPAB (プラジリ センター） セラードに姦ける

小麦紋培をぎく。 Acl_y ト'Zaul こ,3 Silva氏 (Wheat breeder) 

らrasilia→ Joi合n1冗

n.  ・ハ 鸞 ↓ --↓  ▼ 

ぶ uian1.a AOA.K基1秀所訪向

Valdez Aires Vasconcelos氏 C ）などのゴヤス没莱及び事業

説咀をさく。 Cleme1ょto Banos eゞsts氏（屑：出回）郎計血調整亘）高多

轟戸已官1五1行

日(]i. しJr冗 i (?'az rcnは 工tapranga 0,0 llia肢示圃）

Hoi torai --cluiri.nopolis Cl)中閲虚点注で笠からみる。 ACAR

弓oiaの早兌ピーチクラフト汲Vこて，占閂，見学（高多，中山，大野）水屈，咋

硝をみる。 (Goian劣 Ban」0rantes Hoteli白）

己'I'prosa GoLana de 『ooguisa Agropecuaria訪団。

Carlos Ci.ear de Q,ueiroz 氏(『 ro8idents)• Hildo 

ムは rio Viana氏 (diretar)そ：つ1也（州成閲。 P;話GO『A)。

E闊GOPAの計兄明， 1973. 9 生産拡大， コストの騒咸の目的。熱

研からの派直の妥退か塵めて強かった。

午栄：ゴヤス

Ma r c o An t o --i i o M a c 11 a d. o A -: a n t e s氏（長官），晨政の説明，熱

研側から感想をのべた。（碕多。学。中山。大野）（じandorantes

Eotel泊）

7日 （土） 連昂政府ゴヤニャ炭房局長， CNP Arroz所長 Jos? 『rancisro V. 

応,r:lG s, Iザ［長から1叶冗所の説吋。

日本との吼JJ関係は閲放的であらゆる形帳で可能である。

l 7 : 00 (,: □ 23T) 1 s: oo 
〈}oi:.ina → Uberlandia ACAR 

(u b er l包 t,di a) Ali xa d r o 辻. K21・,, 万に巳 ci, Araguari 市長

~HJ.fon L巳Tべ)S da Silva, Antonio Kawamoto (Banco 

i ta; 支店長）， Dr. Renato de 『reitas (Ube-l2ndia 

巾反） Luiz 1¥aしire J,lves (Araguari 市役所，技術部長）諸氏の

出迎えをうけセ。テレビ，祈i茸J叫者紅とりかこまれ，テンビインクピューをした。

夜Dr. Al:;':r釘 10 Julio .i:l.ezer:d.e可宅ヒロウ宴に招侍をうけtc..o

(D raclぅSC0 日r,tell白， Uberlandia)
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8日 （日） A raguほ rj. 町役場訪閉。閏ilfor: ,ia ,Jilva i廿長他助使

9日（月）

1 0日（火）

1 1日（水）

1 2日（木）

1 3日（金）

1 4日（土）

その他譴業者。日系人多数が集主った。町~の既況］兄明。 I 6 0 0口gご）

cerradoに日ぶ人に入確してもらいたいという（） 汀i,ra硲い r上し')立哀及び圃

易を見学， くわ畑，養棗，マラクジャ， トウモロコン， コー~ ヒ＂ー，・大豆な

（コチア咀合技師玲JI

Su.cotriza Fazencia辺閲。バイナップ 已usta qui,, ざ．

dos Santas技師の諷開をきく。この点場より によって

s言o Gotardc 注で自家用咬行阪に （コチア鈴川氏』行）

コチア 3言o,Jotarclo 

PADA『計画進行状況を含く。イサム・ササキ氏（晨臭オ支叫j)' イゾイ氏

（倉庫主任），現地見学：（じゃがいも堀作五， ）。コチア韻

0 .xrancie 日ot e 1, A喜 XA;日）合式験場見字。現在圃場のみ (~ 

Araxa → Ribeirず0 P reto (コチア車にて舟川氏案内）

Bradesco Hotel 

丘ibe i r言o Pr言to → Bebedoはro→ Campi口as Bebo,ioはro

縫業普及所訪［長甘喝類の普及事菜応ついてぎく。所長，技術部艮と国妾，ペ

ーラ（甘面の一種）畑兄芋。 Citrobras (ペーラより ジュースをつ

くる）工場見学，車にて CampinaG注で来る。コチア鈴川氏案内。

Uberlandoaより出ごo Got orばo; Ar ax a, Re be .'_ r a o Pre t o, 

Bobedouro CampinaGまでコチア組合の車 (cl,evrolot wagon) 

にて鈴川氏の案内をうけた。

Instituto Agronomico cle 已or::pinas(IAC) 冴長代理

より IACの概安説明をうけた。

Climatology, Soil Science, 11巳 iz臼， Wheat breeding, 

Soy bean breedin区各研究室功叫。（夜永井宅詞月）

1AC圃場ガラス室見学， Dr.Co D tな (pl孔nt pathologist 

virologist) 近郊畑作閏奇，

食招待をうけた。 （日野，永井同行）

夜，宮坂四郎氏宅にてタ

Campinas→ J0iracicaba 定期バス匹て (Beiro 只.io Pa lace 

Hotel, Pi.racicaba 泊）

1 5日（日） 資料整理一戸技官に会う。

1 6日（月） 巳SALQ, (サンパウロ大学良学部）訪間

Dr. Toshiaki Kinjo (案内をうける S O i l 8 C i (3 ll C e,) 
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l 7日（火）

1 8日（水）

1 9日（木）

2 0日（金）

Dr。巳 rneらto Paterr1ia已 i (Gラnet;i c ist,),1ilho), 

T」r. Hona1do 8i1vaira (Soil fertil.Lじy). Paterniami 

孜夜の峯内応よって圃出兄字。

已己 AL見辺向

Dr. 'i'.u;janciirwilson cl.e Lima Orsi (Arroz) より硝作応

団する意見交換。 Dr. 1ヽ。 又in』0 のプラジルの Soi.l (Cerrado 

と Tera 只（羹a)の詰在きく。

Piracicaじg → しondrina車（てて Londorinaに回けて出発。

丑ote.l Coroa. しlo s, L o n d r i n a /日（これより日野氏同行）

Inc tatは o Agr 0110冗 io de Pどtran孔 (IAPAR)

1au.l J豆.le. .Lato (Direしor)釦 Tada s h i Y o r i n o r i 

(Plant Patn.). Dr. Kozen IGve (Soil Sci.). Dr. 

Donalcio c'.os .Sanしos (?lant 『hysiology), Dr. 

A'Ilad.or Villacorta (Entomi) Dr. Yashwant 

久旦 chandr旦 （口ach:Jl.), Shi筵eo Shiki 0"1anning), 

戸J.orindo Palbeerta (Secretary General)の各氏より

IA PAR の央伏況虜，熱研の説明，共同1リ「究の可能性について話し合う。午

後直鴻見学。

IAP合R 訪間

の派直について活し合う。熱研の活動について説明。熱研からの派

遣研究員との共同計究を欧迎された。

2 1日（士） 北パラナコチア晟業組合岡原技師の案内で Bandorante方面のダイズ栽培

2 2日（日）

2 3日（月）

2 4日Ck)

地， 『a巴 er:da Matsubara (約 2000ha ワタ栽培）野村衰喝（約

1,000ha コーヒー栽培）などを見学。

査

コチア事務所で妙田1支呻よりコチアの事桑伏況等について謀明を受け，種子貯

蔵庫，種子調製所，サイロ，試験場などを見宝っ

午叫中砂田，岡吼叩支師の案内でAssai 方面のダイズ，プドウ等を見学，

昼はコチア祖合でナタールのコンバに招待された。

午後砂田技師の案内で瓢， naへ，ダイス種子生産農家．野菜栽培褪家， リンゴ栽

培裳尿などを見学。

2 5日（水） 責料辛理，五十嵐氏宅の招宴

2 6日（木） Londo r ina 出発 → Guaira (Yiaringa, 'Jmara'T1aを経て
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Guairaへ）

熱筈植物面橋本語郎氏の祝明を含〈。 Sete Q,uadas をみる。

tもra roxa 及び作菜状況をみる。 (Palace Hotel, 

Guaira 日）

（コチア祖合ロンドリーナ砂田

2 7日（金） Guaira→ Oascavel 

2 8日（土）

2 9日 (B)

3 0日（月）

3 1日（火）

1月 1 ヨ（水）

(G1ょai ra → Marcいal Candido Rondor1→ Palot1na→ 

Assis 011oteau bri.and→ Oascavel) Terra Roxa地苦

の畑を行く。大豆，とうもろこし，雑豆，キャッサパなど作初，作菜をみる。

原始林伐採後の火入れ，火入れ跡虚など多数あった。

(Prim(」ro Hotel, O旦scave l : 臼）（砂田，藤本氏案内，恒lff':J)

Cascavel → I gna gu 

イグアスの滝，プラジル恨IJ, アルセンチン側より見学，パラガイ国境を越える。

（戸oz do Ignagu Hotel, Igはa苔u)砂田，殴本氏と別れる。

lgはagは→ Ponta Grossa 

イグアス → ポンタ・グロッサ間の Pastare を畑池化して大豆，造涌が

我培されていたが， f放賛妥素欠， Mg.Zn. Mn などの欠乏症あり。

(Marcos Ho t e 1, Pont a・'.Jr o s s a 泊）

ホテル匹て石川氏と会う。 日程訂合せ。 ポンタグロッサ筐て高箪徳

武戸azenda 見学。大豆畑見学。 MAK-GROS(島出ソバ屋）訪間。ソパの

状況況明，工場見学（牧清和氏社長） Sao M'i!'COS 五otel 旧

Castroの Fazencia

訪聞，武政氏（支配人）人参，馬レイ薯，大豆，牧畜，その他野菜説明をきく。

Palmeira石川氏宅訪尚，昼食をごちそうになる。 Vila Beila見学

→ C u r it i b a, Ver巳inia 日otel 泊

Curitiba→ Videira 

(C豆ritiba→ 丘. Negro → Cecilia→ Videira) IP凹AS

の果樹試験：池訪閏。 リンゴ，ブドウなど試験3

(Sao Raphael Palace 且otel, Videira f白）

2 日 （木） 呆樹式験地訪間。 日野。中山，大野資料整四。高楠氏面会 (JICAより派

遣）

3 日 （ 金 ） VLie-ira -+ Curitiba 

(Videira → Cagador→ Ca.lmon→ Pr合:to un iao→ 
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Curitiba)日野氏とこuritibaて別れる。 (Virさinia 日otel, 

4日

5日

6 日

7日

8日

9日

（土）

ヽ
j

‘

j

tl

月

（
（
＼
 

（火）

（水）

（木）

1 0日（金）

1 1日（土）

1 2日（日）

1 3日（月）

1 4日（火）

Cは ritib i/l) 

13: 55 (Q,:'.)521) 15: 35 
Curiciba ー,.Porco Alegra 

企うける。

。
~
a
 

r-
し

4
/
＼
 

貞叶緊浬

J八}I'エC

支韮長，白主，佐々田，偲水，

I VO  ti 

工Jor to 

案

2 5 ha 

I?EAS 

しuiz Eot0l沿 l>orio 

兄字。

臼）

Po rte 

JAMIO 

Alegre 

日程打合せ，西）1

ふり国j(J Al1!1 Cの車iてて

場 (IRGA)

プドウ栽培 (sご0

Ivく'tl 

Lしtiz 

(JA紅IC 直醒棧往民）の加貨洛巌氏も訪同

且otfJl i日）

～ Alegre → Camaq訊→ 戸elotas

坦池入直地調査一水哨，大豆など調歪，

晨家）。 ぷ偽 reo 

且egion a 1, ごEMAP出印芦）に出i歳塁gar

る虎池ダムの条内をうける。

訪間

Rio 

Aはrelio

(Curri 

所長（メイズ），

Ji畠 IC 佐々田，イ忍永両氏の出凸ぇ

A 1 a gr e if'J) 

『elotas -► Rio Grande. 

Gra門 de→ Porto 

14: 4 5 (SO 400) 
Alegre → 

資科整理

~" 13:3o(VSP) 
Sao Paulo → 

ポートアレグレ総碩事餌表成，石川

その也 2名。

（日otel

1s:oo 
Campo Grande 

IPEAO 訂間 (1月16日より図鼠BRAPA

日程打合せ。

幸，大計）干山は州立揺試検

日ot e 1, 

戸rancisco

(J A這lC車）女原氏

（日系なし

o. Poreira 氏 (Agente

J, 五errlein氏によ

王elotas{日）

合｝月
1 Jesas 

Vernetti氏（大豆）筐よるメイズ，大豆の説明をうけf'-o多くの若い研

究者によって園場の案内をうけた。安）昂氏！司行。

Charrv孔 Hio Grande 

（日）

Rio Grande 港，大豆憤出港，倉庫およひグレイン輸送パイプ（目動化）

Alegre (S0a。

(S0102. 

Luiz 

吉村事葉冴長，本郷4支師の出迎えをうける。『孔冗 ond

(JAM IC)へ向かう。事莱内谷の説明，農家圃場見学。

Hotel 

r•- 15 :45 
Sao Paは lo

900→ 9 3 0欠航）

Varzea 

（養鶏，

野菜，呆樹）吉吋所長宅筐て夕食をごちそう 1ごなる。

忙祖汲改正されたっ名称は決定

していない。 ) Exper imAnt stat ion王任，造稲専門家，その他

Maize, Soil,(2名） Ent om ol o g i s t. 
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1 5日（水）

1 6日（木）

1 7日（金）

1 8日（土）

1 9日（日）

2 0日（月）

Pathologi.st に話をぎく。圃場見字。午後 1『EAO /4: 部辺「口］ 英国人

専門家 2名牧草，家畜術生，オランダ人（土凜） 1名の況閲定きく。所長に

会う。 Fazenda Elisa(3800'1巳）了 er,Jnos. の説明

と案内をうける。大規模とうもろこし畑をみる（） 4.5 1;/ha程度の

開こん後とうもるこしを作りその る。酋坪の大変よい哀場であった。

C JAMIヽ ぶ本郷，坂根向氏の案内）

Fazonda Ur,i喜訪閲 1t3延期。

(8 :oo発 12:00着 16:00発 18:oo肴）
Compo Grande → Maraca ju → Uo迂 radofJ (/昔上車）

甘azenda Uni百。 加加石川氏宅 陸帰栽培闘査（干ばつの孔知害あり

～ 
和 2週間降雨なし）昼食の保f寺をうける。 Marac孔 ju より Ita pareし

を姪て Do・c1_rados に至るへ片山利宣氏（南 i¥lITr」仁人会長）筐会う。

(Dourados泊）

Dourados→ Ponしa Forご (l'edro Jan Cabaroilo, 

Paragugay)片山氏，藤本氏の案内にて Ponta 予orごへ．

子araguay. JAMI C アマンバイ出張砂五万/1lJ0奇山出帳所長から Par狂ー

guayの嗅業咽清及び入植地の況明をうける。夕食の接f寺（自宅にもをうけ

る。 (Ei r旦zu Hotel, P, J. C9.baroilo 113) 

Paraguay へ入国，ジョンソン夫人（ジョンゾン耕屯）功/;,~。

野菜（トマト 3 t C )キャッサバ，桑圏， (Torra 

Roxa 地帯） (E:iruzu 日otel 泊） Ji¥蘭工 C 車にて青山氏桑内

9 :4o (VAS巧 38) 12:00 
Pont a I門)r召 → Campo Gni.ndo (以発セスナ啜） C et mpo 

G ra n ci e Ho t e 1 泊

Campo 
19'.00 (SC 101) 21'.30 

Gran de → :：疇 Paulo (Ro只心合nia Hotel, 

SP泊）

2 1日（火） 報告書作成

2 2日（水） 唸領事館訪園］，細谷領甚に報告，忙互稿提出（日本文，英文）

2 3日（木）

2 4日（金）

2 5日（土）

,J4'.00 (RG214) 20:00 
Sao .Paulo → Belbm JICA 寺田，岩佐，馬渕氏

JAMIC山中氏の出丑えをうける。日程打合せ。

IPEAN訪閲，寺田，岩佐，馬渕，永出氏の案内 iてて IP日AN

s:20 12:00 
Bel口m → Tome A?u 嘉 ;JC定期バス， Torno A7u行）トメア

ス晨協訪閲，押切理事長，坂口理卦， JA訊工c熟閉唸合試場長 (JAMIC 

山中氏同行）第一，第ニトメアス Piment名 J A :III C 

試験場訪岡。夕食三宅氏宅にて接待をうける。岸，三宅氏＇丘白。中山，大好

-8-



2 6日（日）

2 7日（月）

2 il』（火）

2 9』（水）

3 0日（木）

3 1日（笠）

2月 1日

2日

3日

4 日

f
j
 

E
 

U
J
 

6日

7日

（上）

（日）

（月）

ヽ
）火(‘ 

（水）

JAMIC 宿

12 :oo 
-勺

" or; 

街道己り）

夕只こ

＼

と

"f 
n
a
 

9
,
'卜
、

7
:
-3

 

f
)
 

-_J‘ 

只〇

・［~ し、小島支酋じ長よリ夕只羨玉全う

ユJDi 

、î
J

へて＼

l
3
 

一 臼乱 u

コチア心凸干央去

ついて

nぃ3ー

I三AJふ¥_・己又八弓

→ 

十
3

。

17: 30 I 

巳sl ar汀（定期バス

山

ーーし 1 「I

片上会長，

夕食コチアより炭待企う

］ ¥iI● ：臼五文t贔反表改，謝礼。プラジル哀菜の感想をのぺる。夕共白石氏

'{;;:: て『度f与合← うげる。

，ブラ.;-}レ虞~(iつぷ応をのべる。

貞仁望退

頒碁疇表紋

。
~
t
i
 

＂＼ 

丘10~i. 

J丘VICJI 

Piys狂 l直孔

闊ら xLco

(ct1ap.c11 

（三 ctら 1

::; 1 

;Jr. 

ビ孔u1て）→ 只i.0 

t
¥
 

Fi 

J
 

':J :J ,i ! ーバ〕 筏 ） 

Dire0ctor 

ド]nJ丘-Y•

．̀ 
o

r

 

る

L
〗

、
プ
：

,
9
 

《つを

n ei ro ，日
~' 

ーヽ・

ーC
i
 

t
 

Oし
↓
;
4
 

T
工

C: iしy 7)jJ 

行。

'j, は_lo,

Jr-（
 

じe ーー
Br孔 silia

）
 

，日
ヽ

9、
1

f
'
↓
 

打
f

ら「ー一

。
~
）

る

］］森氏らと プラジル晟菜に

IC車にて 1万円兄才

23: 55(戸
えio d.e J0,r1cぅ

J
 

〇尺字）の出叫ぇどうげる。

Ambassad_or, 

（木） T~ 万且］

iこ且胃

Fu 

t+上

』］

ro-•Gut 

ご工〗!tMY 了の車の出五をうげる。団田英三氏

9 : 0 0 

Li :1 d.r, 

仕 J 旦も :Lro 

フラジルしつむ乏牙：についての感咀をのべる。

江 ara→ 氾臼 xco

虹しぅ XJCO

C I闊汀 y_T屯の出迎えをうける (:1Jr.Jose 

A:insworlh壌，

Pinlは：r, 

wh 〔）九 t)

An,ierson勺

中山，大野 Ch.apin go 大字

日0しol ;'日）

Dr. Gl 

，
 

i
 

戸｝+3 。
且

I

U

 

ば且a
 

s
 

y
 

a
 

F
 

Cl  ty l、日）

Doputy 

い）；］

已 i_t.7 

Dtrector の

Anderson 

月f]田氏と会う。大学兄芹。

(Ass 0. 

C; I筐閏YT の活動と小麦の説咀をうける。

F且 ,cinじ8S 甚よひ Breth 氏らと昼食の接侍

ntes(Patho1) (こ岸が会う。

(Ambassador 

（金） 太陽と月のピラミッド（プオキアカン遺跡）兄字。午没 Dr.Goldsworthy 
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8日（土）

9日（日）

Dr略 JonLSOcl よりメイズの語をきく。 (A已 bassac1cor Hotel泊）

10: 30 (JTil 11) 
Mex i CC City → To kye C>'an co 11 bs r, An c己rage経由）

2 o.: 4 5 
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調 査 幸艮 告

1 虔菜発投の目然且り・人文n<J条件

ブラジルは， 8 5 1万Kmり日

そむ舵囲は北緯 5゚ 16 1 から南偉 33゚ 45' まで， すな

2 3倍に由当する広大な国であり，

ら温帝まで広がっている。人

口は的 1W;, その大国分ば近伐に芦いてヨーロッバを中心応，アフリカ，アジアなどから移民してき

たf孫で占められているのしたかって，その也涅（内和牛 しい。それら0心珪凶条件と晨

又完成との閲連を紹介した図凸はわかl丘］ではほとんど発行されていない。日本からの入植が多い（日

系人約 70万人）とはいえ，プラ／ルがわが国から遠いことと，支た，フラ 1/Jレ戸業旭ル玉の所叫が進

んでいないことを不ずものであるう。

しかし，現在のプラジル浸叉0位直つけを考え，今後の方同を予刺する上からは，麦業発展応及厄

す自然的，人文的条件の涅畔が必要である。そこで，ここでは呪尻発行されている資屁あるいは囁者

らの見国をもとに，そ＇つ既安を，まず希召介ずることにする Cl

な起，ム積の連醒を助けるため，記述に人る前 1て，プランルの占州名を図 1に示してあ‘く。

（凶 1参照）

(1) 自然的条件

1) 地 形

ブランルは広大な国土にふざわしく，アマゾン河，サンフランシスコ河，バラナ河，バラグワ

イ河と世界有数の大河が流れている。パラナ河とパラグワイ河はアルセンチンで合流してラプラ

ク河となる (12:'.]2)。アマゾン河は流域に広大な平原をもっているが，サンフラン、ンスコ河，バ

ラナ河，バラグワイ河は図 31て示したフラジル高地，マットグロッソ高屈を詑行してぶり，いわ

ゆる流域沖憤乎）泉は比較的小さい。ただし，パラグワイ河は上流にベンクナールの大湿原をもっ

ている。

一方，山岳は広大な国上区ふさわしい闘い山がない。北部のヘネズェラ，ギアナとの国境に山

系はあるものの，プラ／ルを代表する山は北東部から南部注でつなかる海岸山脈である。ェスピ

リトサント州からサンタカタリーナ）忙までは海岸から急竣である。しかし，殴も高いところでも

2, O O O m台にすぎない。この海岸山脈にそって，茂つかの山系が内謹｛ておいて走っている。内

陸に苓ける山系は一部急竣のところもあるが，一般的になだらかで，内咋図入るぽど標高は低く，

波丘地状の台紬の姿を呈し，パラナ河vこ達している。政科壽の地図でフラジル蒻地と記されてい

るものである。その標高は，南に流れるバラナ河と北応流れるサンフランシスコ河，アマゾン河

の分水地域，すなわちサンバウロ北咄からブラジリアに到る地域が 1,O O Omを越えている心の

の， 300~800mか一投である。サンバウロ州，ペラナ州の没業地域はこの台地にある。安

- 1 1 --



図・ 2 主要河川

標高

綴 1.000m以上

疇 500-1.000m

仁コ 500m以下

図.3 地形（標高）

-1 3 --
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南回帰線

ロー----—-----
念.,._-匹四

図.4 

l : マナウス

2 : リオデシャネイロ

3 : サン J ウヽロ

4 : ホルトアし~ グレ

ピエール・予：ぷ＇＿へ‘ー:: . フラジル）
i出所:山本 If こ

―--l 4 



之，バジグワイ］月とアマゾン｛可と（＇〗分水界 iてはマットグロッソ

5 O Om月1]後：ぅ波丘」ed牧尺(')合也てある。

以上い芦よその氾彩の既況であるが，プラジル

る。;’ごとえは，磨学Ii」I派の終るサンタカタリー

ひるがっている。標

こかなり変化して富んでい

〈ないこともあり，ほとんど山

虚でらり，耕、l也乙）ほとんとは傾祖虚である。古た， リオグランテトスール州では，かなりの山」也

はある toの，嘩亨では粽高の ，白地がひらかっている。

2) 気 温

凶 4は年平均気品の分而士心てしたものである。国土のほとんどば年平均気温 2o'C以上であり，

と(('Cアマノン侃域と呼丑丘善見：ふ、いて高い。 2 o C 以下は~ ミナス、ノェライス州の高地と南回帰線

以南であ fJ, 阿部ゞ）サンクカタリーナ州からリオクランテトスール州にわたる山地では 16'C以

下である。

アマゾン」也域:/)マナウス（内立， 8 3 m), 南回帰線附近D リオテ、／ャネイロ（海岸，賃

崎 45 m), サ／パウロ（四謹，標吟 820m), 均よひ南緯 3o'C戸位置：するホルトアレグン

（罰）、エ，標闊 15 m)  CJ月 推移をホずと，表 1のと知りである。
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ナウスで；」月平均気：贔 〈21. 9・c --o月） (2 5. 8°C - 1 , 2月）の間の

とんとないu !J オ丁~; ャ，人イロニ;;バ>いても';夜［力1直<2 6. 1 r-2月）と岐低1直(20.8 

c--7月）ツう圭d国か 5℃羞度である C そ訊：：けし，サンパウロでは最：高1直が 2o. 9 "C (2月）

と氏〈， (1 4. 9 C -・7月）との差も 6"Ciご達している。支た， のポルトアレグレで

;J. 淳辛iC以してい;:,ー〉としよいえ， (2 4. 8'C -1月）と履印直 (1 4. 2℃ -7月）との差は

1 o C以上1こ及んでい /;JD ナンパウロ I}.)岐高1直か非常に1氏いが，これは夜間の気温か低いことに

もとつくもりでいっる。具1本いだ貸料i工出たないが，サンバウロでは夏でも冬があるといわれ， 日

干い：シャ :1/1枚で化占して、なから，夕立俊（こ七ーターを必妾とずることは珍しくない()このよ

う左サンバ内口 はサン‘、パウロ州，バラナ州からミナスジェライス州、まで内逹に広くひろが

っ(.'•よる。し".がって，こ 9「lらの也村は降賣Of¥c砂界見てもあリ，作物の選択匹強く彰督する。

以上0 ようこ，プラジルの気晶ェ平干均気菰 2o C以上で咬差の小さい熱帯地域と，年平均気

菰 2 o C以、下の受と

て1幸叶叫帰報と考えてよ

られる心咸<')2つい：大さく分けることかでき，その境界は古よ

：寸＂
「

3
1歪

:)~ 
9

/

 

3
 

図 5は干降雨量の分午を示し iこも:')であ心大さく 3つ(!)地域に凶分でさる。すなわち，アマ

ゾン，『月流成しつ多 (l, 5 u O mm以上）． サンノ）ンンスコ団流域をF心とした北東部の寡雨

旭号 (1.000mm以下〕印よひパラナ［月流域から南部にわたる咄号 (1,5 O o mm叫後）である。

これら cT)I月は尻則的な降園型をもって＼曹）入。最も多'""'l0月から 3月芍でに国が降る夏雨をもと

して， 全示し之ら Cジが図 6である。 リンフフンシスコ河上流池域を中心としたバイ

ミナス／ェライス州，ゴイアス州翡よひマットグロッソ州北部では 8 0茄以

ヒか夏に巣中している，3 これらの臭屑集中地罰から北へ，市た南へ進むほど，さらに海岸線に近

つくべど夏屑（つ比平が瓜下している。 になわち，アマゾン（口］流域では夏雨の比率は 60~80%

の］記号か多いが， 40~60% 

ッソ州の南部かよひパノナ小[1,TJ一部では 60 ~8  0 %の夏園型であるが，それより南部では 40 

~6  0佑であり，互と冬の10械かぎっ抗している。

4) 気［戻型

プラジルの気候区分はケッペンなど応よって行なわれているが，ここでば概略を知ることがね

らしヽ であるので， 1), 2)に示した 2つの要素から大区分しておく。

すなわち，次の 5つに区分でぎる。

と冬テの気温差が少なく，夏雨は多いものの年間を通して周が多い，いわゆる熱帯多雨

型（アマゾン地誡）

噂） 熟讐，誼甘望（サンフランシスコ祠流域から北東部）

③ 夏季と く，

もかなり広い。主た，南方ではサンバウロ州，マットグロ

は多いが，極度に夏雨の比率の高い型 （ブイアス，

-1  7 -



マットグロッソ， ミナスジェライスの各州）

④ 夏季と冬季が比較的はっぎりして如り，峰円賃は多し八い，夏，Hの比半ヽ 7)峠い印（サンパウロ

州，パラナ州からマットグロッソ州肯部）

夏季と つきりして知り， を追して~多い立(.,;フナ；『1い］咽，、]'':っサン~メカ

タリーナ， リオグランプドスール州）

な苓，①を除く ,,-
ぃょ， が多いため?年旦］を追して成1乱か

あり，湿度は低〈，しかも低緯度にあるたの日射v.)強さか著し""oいこかって，痒屑虹とその分

布が制限因子になる場合はあるもりの，全投的に，作物生産「口とってT褒めてよい気象条件といえ

る。

降屑と関連する風について若干ふれてお、〈（）・プブジルでは日 カリプ海｝也域のハリケ

ーンのような暴風はない。しかし，中南品でぷ初夏 (9, 1 0月），「出也[jtj Cりあと

に流人する旋風が生じ，それらは国］けつ的な強いI―いと，しは

を与えることがある。

を伴い， 1乍吻に大苔な被害

5)土 壌

土嗅の種項も地形，気候（こ文寸応した分缶かみられる。 はあるらのの，広大な国土で

あるため，精密な調査はされていない。

最も広く分布する土壌はラトソルである。ラテライトまたはラテライト と呼ばれる熱惜

特有のものであり，アマゾン流域からサ／パウロ州，バラナ州北部まで広い-ている。は｝、オわ気

候条件によって土色 (Bi晋）は違い，ブラ／ルでは亦一馘色（アマゾ

高池）が主体である。土！面が深く，多孔貞で，砕土しやすく，良好な

し，有毀物が少な〈，塩基畳換容疇が小さ〈，きた眉喚塩基及び槙物

その肥沃度はきわめて低い。

）と赤色（プラジル

をもっている（）しか

も乏しく，

ラトソルと対哨的な土壌は，テラロジャと呼はれる上）巽である。玄式岩を王体とした塩基性火

成岩に由来し，酸化鉄，マンガンなどの含贔が多く，枯質な硝赤色で，高い肥沃性をもっている，、

下層士の溝造もよく発達し，艮好た物見性をもっている。そのり巴夭度は無肥いで 2 0 年コーヒ・—

を栽培で含るともいわれる。サンバウロ州，パラナ州からマ、ノトグ"ッソ州内紐と中心に分缶し

ている。

リオグランデドスール州では温附性氣候と祖支って店機質に富；；;,-'昭赤の表層土をもつプルニ

ゼムが広がっている。第 4紀層の堆積物（＇ご由釆し，溶脱が少なく， J咀化学条件がよい。

北東部には熱帯，寡雨の気候の影褥をうけ

基性火成岩に由来し，塩桔含疇は高く，水の補袷条件では

6)平直 生

広大左国ぃ：ふさわしく，気候あるいは地形，土壌

一・18-

っている。石灰岩，塩

変化iて対応＼して，哨生も森林から有
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4 60・、80%の地阻 5 80、90%の地盟 6 90%以上の地帯

図.6 
（出所：図.4と同じ）
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，多雨型Dアマゾン流域で

完で変｛こ口亨んている3

し，森林をつ〈っているっミ it,叫五し！乞

で④ （夏季と冬季が比咬内は一つぎりしておユリ，

域，およひ夏季と冬季がはっぎりしてお、り，

多いが，及討

を應して多い気

とく ⑤の接点にあるパラナが11化中心としてみられるバフナ松 (・irq:1ccr,

ふ iクustijotia・)は美しい景硯であリ，

る森林の生育はすはらしいものがある。また，

い肥沃なプラ CJンヤ

（受季と冬季0 メij品—ヽた、い加少な〈，峰

は多いが，極度匹夏市の比率が高い）の地域でも，河川 (f)緑や亡夭左

られる。しかし，③の気候区，ずなわちブラジル高』戸）欠晶分'.、[セノ

とこらで:;』伐杜かみ

ドといわ且る母殊:(・r旦主

にお知われている。セラードは厚い樹皮をも

積物の混合禎生であり，

気候型②の執愕，

ある。

以上筐加えて，

は小さい（） セラード；')叫賣は~フラ ✓ン )ViJ;l:bD l /6以上と

われ，最近，開発がはじ支っている。

り；ヽ

ねじ岳がっ とヵピンといわれるイ

（サボテン頌など）全支じえる

カンちリンぷといわれ、るイネ科虐本0は

原がみられる。また，バンクナールの湿見で

な知，人間の介入は直生竺大きな

する地域では1開発が枢度ire追み，

てゆ〈こと f(する。

(2) 人文的条件

1) 歴史的発展

白人（ポルトカル人）によるプラジル発見は紀元 1,5 0 0年，今より 47 5年叫であり，その

ている。と（

凸している。

ァラロシャ上｝員が1憂心ム

とんどな〈なって含 これについて：工;i員次ふれ

場所は北東部のバイア州である。その後ポルトガルの噂民虚となり， 1 8 2 2年，：フシ／ルとし

て独立している。

現在，ププ／ルには約 12 0万人と推定されるインティオかいる（＼ードルトカル人の浸人以内区

は当然ながら先住民として生活していたか，ポルトカル｀ぅ となってからは， ・H1砂力として

利用され，吏た，多くは杷沃池から奥即へ押し出され，今日 iこ全っている。

ポルトカル人がプラジルを望見して，梢民池CT)~業として元ずはじめたe、7)がごとうぎひ、（乃プラ

ン丁ーゾョンである。その王生産地は岐初｛ご発見しニバイア州の沿戸旭域であり， 'l:cつIT産：tポ

ルトガルをは：じめとしたヨーロッ に対応したものである（う

さとうぎひのプランテーションは精塘工場を叫］とした大生坪単位であり，そ1)経営者はホルト

ガル政府から広大な土地を与えられ，それを支出した。大士地）0T1 である。プラン

ナーション経営者は労働力確保のため 16 ら 17, 1 8仇麟こかげて，アフリカから
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圭i，八^ 全導八 これ士源とずる、悲八はバイアグ！＼な を中心に，現在はブラジル全体の八

□; --::, 1占屁菫(C吃しごいる、）しかいさこう巳 u<v_)繁栄はアンチク語島（キューパ左ど）との説争

＼こ破，で1, 1 7廿士巳改平こ」［試えて。

そ:Dは，ソラ、ご八Jレi.:tミナスヽ／、ニフィ州全干心とし芦笠，宝石など〇謁発に移ったか， 1 9世記

じい),'ンイ手）人（，う羞［こ'.:ン左がぅて§

プランテーションを追 咆D王産心はさとうきぴと

.μ.、°
ジダ‘

,.,,., しい産心を閲発した。

ら［ご 1fl世沢',(ズ，．｝囁から， ヒーの栽培がサンパウロ州ではじまった。これ支之， ヨーロ

ッノくと北ア j')サ7)出塁打こ，ア］応し］こらのCあリ，そ

なり，さとうき uに加えて杞の

あった力'りさとうきひは

ヴノf.Jしじ,z,投とずる(' しかい晨人と主14ことし

布告7J'.;なさ ；fている。したがって，ブラジルは労励力を海外ゑ

らの自 ：！こ求める方玉全とっ

し心：コー-1::'. ---生産は収

により廃止の加司

l 9世紀後半三ら 20世記はじめ応かけ，ポルトカ jし

人，スヘイン八，イタ:))'八， ドイツ人をはじめ多くの白人がフラジJレv::わた

i旦紀初頭から移住なは---

日本八 ：a

コーーヒ しる圃格の下落左ど蔑多 J_jl木I誰にあったが，順次拡大し，産地も新しい

｀ど（テラロシャ土凛）を求めて，西へ，山へ，つまリ見心の開発を促進した。コーヒーがブラ

ジJレ(l_)jじ名詞になる主で01_)発展と景気を示した。コーヒー栽培もさとうきひ， f吊をどと同様，プ

ランテーンョンであるぐ）

しかし， 1929, 30年の仕t界大恐慌はプフンテーンョン農業Mこ大苔な影響を与えた。経営

者は上地の一部を銀行や会社に売っ，たり，貸したりした。祖之，銀行や会社はそれを分割して販

売 プランテーション

ある。その面積は平均して 25~35haといわれる。

以上のよう応して発投してきた生産活動は第 2次大戦後，人口の急増 (19 5 0年約 5,200

五人， 1 9 7 0年，臼 9,3 0 0万人）苓よひ都市の発展と相まって，生産活動と土地利用の多様

化へと移っ

フラジルの伝統的作吻はインディオ時代からのキャッサパ（プラジル名，マンジオカ），とう

もるこし（ミーリョ），いんげん主め（フェ／ョン）である。これらの作物は主食粒よひ家畜の

として，農哭労動者が小面積づつ栽培してぎた。これらの自給作物，さらに前述してきたプ

ランナーンョ て，稲，大豆，

しい移民たちがそれを買った。ざ虫立小農民の発生で

やさい類，果樹類，肉類，乳製品が登場し，そ

の生五だが大幅に拡大しごこ灯らのうち，やさい煩の生産こ果した日系人の努力は苔わめて大含

いものがある。さら1こ，岐近筐知ける世界的な食糧不足を契磯として，罰記作物のうち，大豆は

弱外向け（王としてヨーロッバ）の新しい作物として脚光を浴ひ，現在ではアメリカに次ぐ輸出

もつ主で筐至っている。これらの祈しい作物の稲，大豆，小麦をどはいずれも成械化通応
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両い作物である。そ、;う之ダ），主産は汲改，）J仝母人でぎる大

主産構造はさとうさ"'-v, 左且， コーこーなどしつフノン丁ー／ョンと

して行'~r ってら, ¥)' 

プラジルといえば，他 と苫憬：、..., 羹 ベ叱）

1 9 7 1年の翰出岨に占める責産寄国よ［；、そ_-,'.)ヽ 加工凸vつ鸞且鉛(i7 9':t;; ダ:irしてい;-:,、｝し，，ぃ 1.,'

占と〇る只文宅玉，,!)罰合は 19 6 0年つ 28 %がう 1¥J 7 0 "'!': ;,e L 4尻と 9なってい

れこ、’r
 

る ち 1このでばな（，工ふ曼~冗玖汲（こよるユ）、さな］、各済戎長，こともなう『且

対的低下｛てもとづくものである。 セメント工業， 、+'、,-,"IJ ,,-, マ,-,」 ''L----翌
己ふ氏，'""'"叫 _L,令~, B勘

車組立工叢をはじめ幾つかの部門こわたるエ及生平が屯められているn • どう中心はサンハ j (1で

あり，そVほか('Cリオデジャネイロ，デルトアレグレ｛て i） 」三17、多い。これら工業角展0 ぎさ

しは第 1次大戦後のコーヒー景気時位に＇、しじ，こら（）であらか，

である。

2) 人口分布と都青人口の均大

凶 7ば州別の人口密度をJそしたも 0_)であ久リオデジャネイ tJ' ':T 1/パウロなど0太肴>t:J記

:c危噂しこうt第 2欠太咬

も の占州ぶよジ北東部のレゾーフェを中いとしてぶI七応り〈， 'I祠ぷら

これらはいずれも むもつことで共岨してあヽり，と〈戸サンパウロ合中心とし i句

部は自然条件に恵された地城であり，そ 零^一[
/
，
 

9
9
.
¥
 

ぶ
ノょ

地域である。主た，北東錦は自然的｛ては殴しい条件をもっている；パ，ポルトガル人ぶ最初iこ入臼

し，さとうぎび，弓などのプランテーションを展間した，かつて□生産古励び忙心l直、，域であり，

した7江って奴隷として入った慧人の最心多いところでもる。それだけ＼ご叫在，再1開発と必要とず

る，すなわち生活水準を高，わる必要出つぎわめて大食 l,;:;:hJ或である。

前記の地域，こ対し，内忍忍州の人［」密度は1氏〈，アマゾン奥此月は別としても，大晶分d1 Km' 

iてつき 1 0 人以下の羊位である。士且I~が広大ということもあるか，や：ーより，ブクジルの音済が加

岸線を中心としたものであることを示している。現在［［サンパウロ， リオデジャネイロ，レシ

ーフェなどと，開発□よって生じた内芦の諸都市との間こ直洛網か発屯して往来か塙んである。

とく｛こプラジ：)アへ を促している。しかし，内忍こま仝いては幻市と部

市との間の屯雌はかなりのも 0がちる。 i支も発達し／こサンパウロ州でも 1つり五i国 (11/f)と1つ

の都市（町）の見巨罪は数 10 Kmであり，他の汽りでit1 0 0□m 以上こ及ぶことは珍しくないり

都市と都市の間は耕地よりはむしる放牧地，山林であり，心とんど偲人の空且］である。これば「別

拓の歴史がよい上．地を求めて断片Ii勺i':占拠してぎ;'ここと包示すも c')であろ。 ［）骨緑忙

拡がっている。

プラ／ルはポルトガル人が発見してから 5() ()年筐らならたいうち i7:1偉人(,の人口I'ご危史し

移民！こよるとともに出生率ぶ凸いためである。人口闊加 l~t農汀人「l ,_")咽力11、こもつ左刀いてい

る。 しかし，鯰人口に対する長吋人口比は 19 4 0年J)6 7弧から 19 7 0年：ごは 44°lo査でに

-2  2-— 
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低下しており，なお，この頌向ぱ進んでいる。

このような都市人口の集中は，その圧力となって最低賃金罰を敷〈主でに遠して芦り夕こ孔立

農村地域に注で制度化されている。この制度はコーヒー，さとうきひ，尻など万慟力合多〈ピヅ見

とする作物宅産に大きな影響を与えつつある。大豆生産が異常なほど（甲びだんりは直界ぃ汀位昇＼足

よる価格上昇を第 1; てあげたくてはならないが，一方，これらは吸成化斐業がでぎる万';;,でも

る。

前述してきたような人口増加，その分布，それvcもとづく最低賃金叫の確立左と，八［」向坦は

今後，プラジルの農業に大ぎな変革をもたらすことが推察される。大豆作の長其はそJ)表わ;fl企

示すものであろうの
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ゴ，1了又J廿
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b 

ラジ八,_;・）叫地はタ

た附中国から呵扉恥よ

，ふ
もと)'

やヽ，

し刀］ぃ忍ロ!c:i大豆フー

声ゥ；斗 f--r-「,-,~少ヽ~,、―c.~- 、『'v_-

フェを中心とし

8 0 0 

忍不旦，・;;,ピi

チンの 9.4 %に比べて.もはるか

口筐汀する人口」もも的 90晏であることをつけ加えて如く。

など｛こ~ よって，，人口疇専なマットグロッソ，

.. , -r; へプし・'.,,J,・ ミ_,

を示

且aた人Fe、う厨有者か 44. 8 % , 1 O ~ 5 O haか 36. 5憂，両者合せて全体の 81りる筐逹していつ。

しかし，そD面漬叶は力者で瑾か 14りる［こ if）がたない。それして汀し， 1. 0 O O ha 

有者Vtl %応らふたない；てもかかわらず，そのi:!『有［飢賢責l』44 %に逹して芦り， 5 0 0 ha以上の

者を合せると 55 % (こ及んでいる。これら

フラジルIZむはるポルトカル人筐よ

8
 

2 0万h うち，農用旭として利用されて

団か 3.2 %で，これ

カナタの 4.4鴨，オーストフリャの

から」呈扉てきるよう戸，サンバウロを中し、とし

く， これらで全耕地の 90 %近くに及

0である0 1 9 6 0年応古いて，＇全体筐対し， 10 

は多く をかかえている。

さとうきひのプランテーションであり，プラ

ンテージョ

ーなど.UJ産業も

（経営者）と農業万働者に分れていたことはすで1rc:述べた。その後，プラジ

どを主じているが，さとうきひに続く喝，コーヒ

者と農叉労働者という虞係に裏うちされて発展したものであり，基本的に

もその姿は変ぅていない。多〈の小農戊は誰もか大土地所有者Vこなるととを夢見ている。

元して占ぺた低い耕地木げ上記した土地所有と無I貼糸ではない。表 3は所有面積規模別の士地利用

平を示したものであろ。 10 ha 4 0~I:,, 同じく 10 ~ 1 0 O haでは

2 0りら 1 0 0 ~ 1, 0 0〈Il喜 が 10 %, それ以下では 5%と所有規渓が大きくなる応つれ，耕池

平は低下している。•コ支り，上J也｝）『有者は土地をもっているだけで，それを十分に利用していない

わけてある。この順向はゴイアス，マットグロッゾ州など隣発の遅れている地域ぼど著しいようで

ある。この［うな全体にらなけ

をぷ寸ものてもあり，

と ょ は，プラジ

といわれるゆえんである。

ここでプラジルに芦ける面積表現の単位についてふれて苓く。，ほとんど白人だけの南部では ha

か用いられているが，それ以外の』砂文ではア）レケールという単位が用いられている。

1アルグー］し i.t約 2.5 haであるか，マットグロッソ， ブイアス外｛など奥地ではその 2培，つ主

り的 5haと1アルケールとしている。ノ＇ラジルは日本の国土の 23倍，それにふさわしい卓位で

,',, 
心，；叫）
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表 2 回積規校 刈国有者数

年 1 9 6 0 
1 9 2 0 l 9 4 0 1 9 5 0 1 9 6 0 

ふ丹拌： 以十

ha 以下 6 5 4, 5 5 7 7 l 0, 9 3 ,i l,4 95,020 4 4,8 

1 0 ~ 5 0 } 4 6 3,8 7 9 7 7 0, 7 3 3 8 3 3.2 2 9 1, 2 1 8, 7 5 4 65 

50~100  204,705 2 1 9,3 2 8 272,661 ' 82 

100~500  

} 157,957 

212,340 2 3 1,0 61 2 7 4,0 6 7 8.2 

5 0 0 ~ 1,000 31,478 37,098 4 0, 7 6 4, 1.2 

1,000 ~ 2,000 13, 1 8 6 1 8, 4 1 6 18,392 06 
} 24,356 

2,0 0 0 ~ 5, 0 0 0 8,963 l 0,1 0 8 1 0, 1 3 8 03 

5,000 ~ 10,000 2,498 2,2 1 7 2,493 2,353 i 0 1 

1 0,0 0 0 ~ 100000 1,2 3 6 1,551 1,569 

1 O 0,0 0 O ha 以上 60 28 

計 1,901,659 2,064,278 3.3 3 3. 7 4 6 

1

,

i

,

t

'

 

9

4

 

r
 

:-
勾
叶

L
上

鴨

出所： IBG已統計年報

表 3. 所有面積規模別の土地利用率 (19 6 5年）

（印噴単位 1,0 0 0 h 0) 

所有面積

規模区分

l O ha 以下

10~  100 

1 0 0 ~ 1,000 

10,000 ~ 100,000 

100,000 ha 以上 I 

計

% 

出所：工 BRA
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121 王 と主産の拡1司

プラジル炭夏か欠上」也所有を軸としたプランテージョ として発長してさたことは繰返し心

べたが， 心変っていない。さとう苔~ び，棉，コーヒーなどかそ ぁる。

表 ,4'表 5は主要 と主産量を，衣 6' 表 7は王妾晨産物の諭出額と諭出量を不し

たも（つである。コーヒーは今な知全輸出頷の示J1/5を そのエ隠は不変であり，さとうきひ，

心りなどら枚培国棺，信出碩とも重要な口［麗にある。改辻急速にふえている-Jc臼も，これらの作初と

同咲な位直と考えてよい。世界的な不足とその需要増に対応したものであり，大規1羹栽培か容易で

あることが，土心の広大なことと粗芍って忌噌した原因である。 19 7 4年の

5 0 0万加i ' そJ.）主産は 70 0カ tともそれ以上ともいわれている。

これらiご心し，キャッサバ，いんげん定め，とうもらこしはインナィオ時代から

あり，とうもろこしは家畜飼科としての役闘か大きい2 つまり，小農が自恰自足あるいは僅かな況

金どりとして秋培するものであリ，作付面積合吋ICすると大きいか， 1戸当りの竹付面積はいさい

もつ。ただ，プラ;-Jレ全体の人口噌大にもとづく消要増と相まって作付面憤は年々のひてい

る。とく iらとうもるこしは世界的な喝要培と相注って，面しい作吻として大土地所有者あるいは

ら兄直されている。しかし，最も作付が多いといわれ，先進地区であるサンバウロ袋よひバ

ラナ州以南（ておいても大規吸栽培は散見されるにすぎなく，塊在のとこらは伝統的作物としての特

徴から踏み出していない。

稲，小麦および表 4には出ていないか，野菜，呆樹などは上記のプランアーンョン作物と伝統的

作吻0中聞の位謹図当る作物といえる。これらの作物も伝統的作物と類似した自給的な性格も強い

か，白人，日本人などによって•もたらされたものが多く，ーまた，経済成長とともに需要がふえて含

た竹均である。すなわち自給自足としても作っているか，むしろ都市生活者などを対象にして，そ

の生産がり）ひているもので，国内の商品作物といえる。したがって，当然ながら，政府もその生産

に））を入れ価格補噴制度をとっている。主た，揺，小麦は磯械化栽培適応性が高いため，大上地所

有者はプランテー／ョン作物としても取りあげている。

以上のように，プラジルの農業は，従来からのコーヒー，さとうきび，祠など労働集約的な単一

プランテーンョン，あるいは伝統的な自給用のキャッサバ，いんげん克めなどから，大規模磯械化

栽培尻適する大豆，稲，小友，さらしてはとうもろこしなどの新しい生産休系図移りつつある。とく

Iて有心市人口の増大さらには世界市場の流れからいって， この動苔は急速に進むと思われる。

(3) 主笈作物の分布

図 8(1;-------{4)は呵述してきた主要農産物の州別生産量を示したものである。プランテーション作吻

であり，最も商品価値の高いコーヒーの産地はサンパウロ州を中心とした南回居線附近げ当り，瞑

ている。降雨扇，降雨の分布もよく，しかも肥沃なプラロシャ土壌の分布する地域

である。直さとうきひも筏ぽ同じ地域にあ、いて圧倒的に作付が多いが， レシーフェを中心とした
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表 4. 主 要 作 吻の栽培面清

（単位 1,000且u)

1, 9 6 0 1. 9 6 5 1, 9 7 0 1, 9 1 

コ ヒ 4, 4 2 0 3, 5 1 1 2, 4 0 2 4 0 9 

さ と う き び 1, 3 4 0 1, 7 0 6 1, 7 2 5 1. 6 2 

棉 2, 9 3 0 4, 0 6 4 4, 2 9 9 3, 8 9 9 

キ ヤ ツ サバ 1, 3 4 2 1, 7 5 0 2, 0 2 5 2. 1 0 6 

雑 豆 2, 5 6 0 3, 2 7 2 3, 4 8 4 3, 7 5 0 

とう も ろこし 6, 6 8 1 8, 7 7 1 9, 8 5 8 1 0, 7 8 

落 花 生 2 9 1 5 4 1 6 7 0 tl O 3 

大 豆 1 7 1 4 3 2 1, 3 1 9 2, 0 4 6 

小 麦 1, 1 4 1 7 6 7 1, 8 9 5 2, 3 1 5 

稲 2, 9 6 6 4. 6 1 8 4, 9 7 9 5, 0 0 3 

出所 「プラジル農染の動向」より

表 5. 主妥農 産 物 の 生 産

（単位： 1,0 0 0 t) 

＼ 品~、＼年 1, 9 6 9 1, 9 7 0 1, 9 7 1 1, 9 7 2 I 1. 9 7 3 
i I 1, -9 7 4 沃 1！ 

とうもろこし l 2, 6 9 3 1 4, 2 1 6 1 4, 1 3 0 1 4, 8 9 1 1 3, 8 0 0 1 5, 0 0 0 

大 豆 1, 0 5 7 1, 5 0 9 2, 0 7 7 3, 3 4 3 4, 8 2 6 7, 0 0 0 

小 麦 1, 3 7 4 1. 8 4 4 2, 0 5 6 6 6 3 2, 0 6 2 

米 （籾） 6, 3 9 4 7, 5 5 3 6, 0 6 5 7, 1 5 7 7. 0 4 6 7, 5 5 0 

コ ヒ 1, 1 4 0 5 8 5 1, 4 1 6 1, 4 4 0 8 7 0 1, 6 2 0 

コ コ ア 2 0 2 1 8 2 1 6 5 1 5 8 2 4 5 1 7 5 

砂 糖 4, 6 7 5 5, 1 1 8 5, 3 8 8 6. 2 6 8 6, 9 0 0 7. 4 0 0 

棉 花 7 0 5 5 8 1 5 9 5 6 8 2 6 6 0 5 7 2 

牛 肉 1, 6 3 8 1, 6 5 7 1, 5 8 7 1, 7 0 0 1. s o o I 
」

* 1974年は見込み数晴 出所：「海外の食糧事情，プラジル。時の動き 3/25,Ii召50」より
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表 6 主安 産物輸凸祖

ーヽ ' ' ------ I 

---- /-o ----- 牛 I
品目------- i --~ I _, ,--- - _, 

i '  

妙連 I 5 4, o 2 9 i 
I i 

哨 I

和" i 9 s, 6 5 1 I 

洛化生 [

禾［
' 

パナナ

1, 9 6 5 1, 9 7 0 1, 9 7 l 

1 2 6, 5 l 2 

1 5 4, 4 3 5 1 3 7, 1 4 1 

4, l O 0 

2 3, 7 6 4 

6,2 7 4 

コ :.:J ア 翌

コ ヒ

夕 9、: ：コ

羊

ォ

と

ひ

黒

話

じ

レ/ ン／ ・ノ｀ヽ9

2 7, 6 8 9 

7 0 6, 5 8 7 

2 6, 2 2 6 

9, 5 1 2 

7, 3 9 8 

う A
1
 

芍

こ

ろ

し

し よ

合ぃ、（

大

凍 牛

こし

油

う

豆

肉

2 7, 2 1 5 

9

8

8

3

9

 

1

2

7

4

3

 

2

0

7

3

2

 
＇ 

9

9

9

 

6

6

4

7

0

 

2

2

2

 

)
-

レj
 

4
 卜米

゜゚゚
，
 

ー（
 

已ヘ
U戸

1 4 6, 5 5 4 

8, 8 1 4 

11.470 

1 0, ,1 2 4 

6 1, 6 8 1 

7 2 4, 7 8 0 

3 6, 4 6 1 

9, 8 8 1 

4, 0 8 7 

7 5, 4 3 3 

3 9, 3 3 3 

1 4, 9 ,j, 1 

1 5, 2 9 7 

2 4, 3 1 0 

8 9, 6 7 8 

全 輪 出 頭 1, 5 9 5, 4 7 9 

l 2, 2 5 1 

6. 7 5 8 

1 0. 7 2 2 

7 7, 6 7 9 

9 3 9, 2 6 6 

3 1, 1 9 5 

2 o. 8 0 7 

.3, 4 5 1 

8 0. 5 9 4 

3 8. 2 3 2 

8. 1 9 4 

1 5, 4 2 8 

2 7. 0 8 4 

6 3, 1 6 2 
. .. 

I 
2, 7 3 8, 9 2 2 i 3, 3 9 2, 7 2 7 i 

I 
： 

出所：「プラ

表 7.

の砂向」より

王安塁産物の愉出騎

（単位： 1. 0 0 0 t) 

6 9 9 7 0 1. 9 7 9 7 2 1, 9 7 3 1, 9 7 4 

大 ームロ 3 1 0 2 9 0 2 1 3 1, 0 3 7 1, 8 5 0 8 0 0 

大 豆 力 ス 2 7 5 4 8 9 8 7 2 1. 3 4 3 1, 5 9 0 1, 8 2 5 

とうもろこし 6 5 0 1, 4 7 1 1, 2 8 0 1 7 2 3 4 8 0 0 

米 7 0 9 5 1 4 9 1 3 5 1 5 

コー ヒ 1. 1 2 1 9 6 3 1, 0 3 4 1, 0 5 0 1, 0 B 0 9 5 0 

コ コ ア 1 2 0 1 2 2 1 1 9 1 0 2 1 1 0 1 5 0 

砂 糖 1, 0 9 9 1, 1 2 5 

花 4 4 0 5 4 3 

牛肉（令凍） 5 1 9 3 8 4 1 3 8 1 2 0 

出所：「海外の食糧巾清，プラジル。時の動き 3/15, 昭 50」より
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北東

を中心とした］砂次はブラ，；~ ル靡］発が最ら占くなさ了lた虚戌であり，以上のようなプランプーション

作物の分布はプラ、／

あいてもかなり 0生産かみられる。サンバウロを干心とした地双， レゾーフェ

の発展の姿を映した~()である (j

プランテーション作物と灯唄的にインディ和i年1¥から もるキャッサパ，いんr.rん

芍めは全国的（て分伍して：知り，そッづ目 を示している。しかし，い］じ伝硫印

《，
，とる＞ク

9
r
i
 

、
J

もらこしはミナス／ェライス，ゴイアス州左ど夏［『］の多い」也曳から以南い宅旭であ i;' とく：こ酎品

の生産が多い。稲も同様な分布生2 しているが，ゴイアス州からマンニョン＇州な

がっている。主た，新興作物である大豆は小麦ととらこリオグジンデドスール，バラナ州な

、r

ム
判
”ぇ

p

にあ、いて，ぼとん

州など，そ

なわれている（） しかし，域近は，マットグロッソ， ミナス、ジェライス

している。

以上のよう｛ご作吻の分缶は， あるいは目 :: より'riilitJされているか，そ

れはその主ま凶 7~こ示しそ人口出度と一攻するものである。サンポウロ小l1を中I、2とし 広い

南部がプラジルにあ刃する先進地であることを物店っている。また，プラ、/JレIご芦げる白人舞台の最

初の地である北東部も椅，さとう含ひを軋］として農菜生咤かかなり行なわれていることがわかる。

しかし，この地域は目 しさ， とく！て降iH量

遅らせた原因となっている。

プラジルは広大な土旭と各種の気象条件を刊J!Jして，

ものの，世界的な比重からみて重要な

4 、9
di)';)。

雨面に比べて発展を大きく

は団］記作物には及はない

をもっている。それを示ずと表 8のと応りで

表 8. その他主要作物の生産

名 統計年度

煩 1,9 6 9 

ナ 1,9 6 9 

苧麻 1,9 7 2 

サイザル 1,9 6 9 

ヒマ 1,9 7 0 

こしょう 1,9 6 9 

は っか 1.9721

庄） 怜：生産量

＊＊：推定偵

FAO l'roducti .. on Yearbook! てよる。
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(4) j遠更改策

プラ／ルは多く

る。

「晨業翠丘肖鳴いェプラジル

、つ之ぬ 19 6 7年 9月：：’ザ

咲〈）

をとってい ，流直攻頂と旭域閃発は成も重妥なもので

廂哀であ応 u_')発投企支える王柱である。こ

6 9号：こよってすべての 足営銀行（

に当てること ている。 19 7 3年 7月にはこの

オたインフレ退ニ付のた 20,,30%と

に進めている。については 8~ 1 5 (I)拡大政ゑ

d宮鯰，及薗及び阪包禎貞の 3つに大吼iされる。営晨母只は肥科， 種子，直木，

情南， 反ひ髯り物青珪［こ必麦な費｝甘｛こわたり順出［広く

ついては最崎 2千主で，的物）は 3平，

i寸—t . ふ.;斗打
ぃ>' _L,; どヽ 9

その蝕資期虞は 12年生で， 支た農

ば 1•;,←•以りとされている。

，工展改良，牧場造戊号の固心投頁戸ついては，

車閲なとの半l占」定投亘：＂こついて Lt,-iとの間浪が 5年で

あるが， よリ 8年さで逗馴ずることかけ」来ることとなっている。

蔵， 包笈， 連貨等の怪貨や受収り手形を対象として諷宜され，その闊呉は l2 0日支

でとなっている。

主た，コーヒー，瑣林，畜牛等の重要作目こついては特別の を行な

っている。

さら｛ごアマゾ 北東 計画地域に甚ける事染してついては農着産事業を含めて

銀行ばよ あり， どの税罰面の優凸惜隧が諮じられてあ刃， J也域膚

全投資の促連合はかっている。」

以上ば虚林省大臣官房発行の「プラジル農業の動向」からの抜枠である。実際して呉場の連酋には

をいかに活用するかが昏わめて重妾であり，多〈の夏易主（経営者）は技術担当者の心か

：て経理専門の祖当者をおいて，農場の運営なイ」なっている。それか，主た釘しい大型隈械の導人や

化しい土地の国発を匡めている。

流追政策の代表は「諭出回廊廿幽」である。この計li国はサンバウロを中心とした南東部から南部

：ごわたる長業主産也と E安港湾を結ひ，諭出戻産物の計血的増産を進めるととも匹，産地サイロ，

諭送道路，港湾サイロ，積出廊設などの一連の整備を進&)るものであり，すで筐港湾廂設などが設

置され動いている。そ0ほか，倉庫会仕（政府出責）や農充物流通公社（州政府）なども没置され，

円滑1しをはかっている。

の関発をねらったものである。政府出資のものとしては，アマゾン地域閾

発計向（アマゾン横断心絡の建設），北東伯開発計［向（エ菜を中心とする地域経済の賑興），サン

フランジス流域月発計国（かんi互こよる人規僅晟地造成計画），中山部閲発計画（道諮，流逍廂設

--3 5 -



たどの整僅）などかある。このほか， リベイラ河噂発gt吐］など）什政府で行なっているものもある。

な心，未閲発虚域の開発と関連して，大土地I外有者の未列月］地を貨上し、『，晨業労動名や小旦への

土地の再配分を行なうことも進めている。土地の再配分ば未たあまり実疱されていないか，ミナス

／ェライス州内部の逍称三角ミナス地区ではコチア祖合（日系）か中心となって， tJ6万 hacう員

上虚を利用した組合員1てよる人麟閾発（戸ADA『 計両）を遮ぬている。貧しい北束｝屈でも，晨菜

の上旭の再配分計画か実廊され，一つの晨地改革として，その成呆か1主目されてい

る()

―-3 6 -



3. 主要な晋通畑作物の栽培と閏題点

ブラ／ルに恥ける農業生産の大部分げサンパウロ州を中心とした南東部ないし，それと接する南部

のバラナ州， リオグランデドスール州で行なわれていること，また，岐近は，経済成長あるいは道路

などにより， ミナスジェライス，ゴイアス，マットグロッソ各州など内陸地域に開発が進ん

でいること

さらしご，作吻も労働集約的なコーヒー，さとうきひ， 11¥lなどから大規模機械化栽培に通する大豆，

稲，小麦，とうもるこしなどの比率か大ぎくなっていることを示しfら

以上のような実根の上応たって，調査地は殴初に示し之ような地域を選定，また，調査対象作物も

大豆，稲，とうもるこしなどに主眼をあ、いた。

この章では，これら晋直竹乱勿を対象にして，その栽培技術の現状と間題点について述べることにす

る。
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(1) 大 豆

1)生産と動向

図 8(4)(て大豆の州別の生産鼠をホした0 1 9 7 0年における1直てあリ，合計 lG 0万 tc・）うち，

リオグランデドスール州か％，バラナ，サンパウ戸両州で臼を占めている。しかし，表 5(こ不し

たよう応，その後：こ如ける大豆生産の伸□1者し〈， 1 9 7 4年 i・こば 700/.i'cの生

れている。筆者らの行動車証囲 iておいても，大豆畑をみないaはほとんどなかった。多く ,7)叙者，

専門家も史際の生産量は 70 0万 tをこすのではないかと推定して苓り，なかい9ーは 90 0万 tを

声する人•もいた。 ha 当り収賃 1. 5 t, 主産量 70 0万 tとすると に -17 0 Jih冗

に達ずる。

このような急速な生産置の増大は大豆国際価格の上昇応よるもしうであり，大規模枚培筐適する

からである。現在の生産ぱ乎担地の多いパノナ州西糾が中心であり，これ：こ加えて先進虚のリオ

グランデドスール州，さらばはサンバウロ， ミナス／ェライス，ゴイアス，マ、／トグロッソ 0各

州である。その作付の増大ぱ喝，

然草地均よひ林地の耕旭化によ

など他作物からの切替え：：：：よるものもあるが，主1本は自

1ごよるも 0で， ある。

以上のようた生産増を背景こ，愉出—辻も 1 9 7 0年の 29万十から 19 7 4年 :7)280万 tと

急速に増大し，愉出頷はコーヒーに次いで第 2位を占める古で｛ご土っている。政府え諭出振腿策

としてサイロの設置など「諭出但l廊計両」の捉進とと屯に，綸出税を 74年［て 13笏から 9.5笏

へ引下げており， 75年には大豆あ心ひ大豆カスで 50 0万 tの＇喩出を見込んでいる。

現在，世界に苓ける大豆の流通は，隔要 ある。したがって，ブラジ

ル筐むける大豆生産はな垢清加することが予思される。しかし，世界に国ける流咆着は 19 7 2 

年時点で 1,4 0 0万 tであり，このうち 1,2 0 0万 tをアメ !J している。そのほか，中

国，アルゼンチン，タイなども合せて 10 0万t弱を供給している。残りの 10 0万 t強をフラ

ジルが供給したが，前述したようたブラジル1てあ刈する急述た生産讀の増大 Iて大きな影

響を及ぼずだけでなく，プラジル国内の大豆生産1てもはねかえりのくることが予想される。

2)栽培技術の現状

a) 作付体系

1平 1作の連作がほとんどである。 したため，大部分か 2-3  とどまっ

ているが，古い産地では 4~5年に達しているところもある。数百 haの農場が大豆単作とい

うのも普通筐みられる。な芦，先進地のリオグランテドスール州では小麦との輪作があり，そ

の方式はパラナ州まで広がりつつある。また，セラード地域に，おいて，祈しく耕池化した畑で

ふ士壌酸度が低いこともあって，初年目 1て薩栢， 2年目から大豆という作付ら多い。この方

式も 1年 1作である。

b)品種
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これらのうち， と〈に IAS--1, I 

s」 r, Bi cぃr1leか推奨されてい
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人豆の拉の大ぎさ，直眉含江は品哺1こより呉なるか，

1 6 ~ 2 1 %, 38~41o/6が一般である。
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c
 

収慢助

〔ゴイアス， ミナスヽ／ェライス州などセフード地域〕

盛朗は 11月中～下句，収穫馴は 3~4月。

［バラナ州］

播

早生直： 1 0月

中生積： 1 0月

晩生種： 1 1 

哨 期

1 1月日り半

~-1 1月末

1 1月末

〔リオグランテドスール州 J

下旬から 4月 中生種は 10月

以 穫

1 0 0位屯 18~22'1,

1 1月上旬から 12月上旬，

期

2月下旬~3月始

1 0月

月

3

4

 

4月

(5月匹人るものもある）

より 11月20日頃祖でに菊種，

より 11月下句罰半に

3月

4月収穫3晩生愧

は10月 10日頃から 11月 15日唄主でに

(1) 枡辺，整j也

前年作のあと直ぐ，アラーテ（テスクプラウ，

4月から 5月のごく始め｛て収穫っ

五真参照）で荒起しを行なう。 1~2カ

月哨］にグラーデ（丁スクハロ—~’ 写貞参限）で砕土，

心をけな を形成する。なお＼

さら，こ播種直切：こもう 1度グラーデで整

とずる所では岐初の砧汀・ぅ際に石灰を散

缶して，土中へ晶入する。市た，

う。

トリフルラリンの土壌混和は 2回目 に行な
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．
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r
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,；
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/9r~’ 

る場合は土己の作業を直贔1日 グ〗..... テ 1 山~cりみの

mini'; 直こ till:.ge(: ことどめる舟合もある i)

巳ii) 

大

、缶
2
1

'-E’̀
 

）` e
 

筐欠合〈影蒜ぎ、nる；o-c, 6. 0 5 ft½ ってゆくよう

石灰の胴）月がずすむられて

きいご）で，そず／乏ど五且］さ

ドでは表 9の量を 2年(,こわたって氾してしバる。

三芳菜の嵐国は土頃lj['.仄是こ大ぎ〈影尋さ

ばあ主り，円岨Vこしていないが，

ている。テラロジャ土虚こ心け

学部）では 1ha丹り§ 窒素。

工じ己 AfJ ( 

り

従来

のような

，
 

ところか名'ごともあっ冗:,隣液肥料は十分に厄し

としズ， ピラ ＇カパ:}'.:,ロロ ii『"(も（サン’ヽ ,:ウロ大学嗅

燐笠 80 

こ

〉てはリオグランデドスー Jc,州

加里 2Qc~25

も多かったが，

られ， 1 ha当り 20 0 

0--3 0-2 o, 

4-2 6--1 5, 

2・---3 0 ---2 0 , 

目

名

J
4
4
 

タ
' ているか， だ硲詞了は研地

しくけ魔か退んでいる、セラー

のよう汽：~肥沃心

主しいとしている。主た，

として， l ha首

し''1
“屯ぷ3戸

~ 

されている。

2 --2 6 -1 0, 

4 ---3 0 - 2 0 , 4 ---3 6 -~1 0 , 

石灰散布は石灰

ある。 /lJL肥

f) 根呟困の接碍~

窒素分の少ない翫造成のtillでは根

ドリルファーティフイザで種子と同時戸疱）甘するのか一般で

生じやすいため側/ff':がとられている0

t
 

ll R
 

rし、 ob 1 払虞
ヽ

J凡 po凡 t でu.m J 

し，視在次

を行なっつつ

ている。日陰iて虹いて大豆種子 60 

れている。

し20 0'ii' 直ち るようにすすめら

表 9 と酸度筐よる石灰抱用量

（卓位 t/h合）

土質 砂 質 土 帖

pH 

4, 5 3. 0 4. 0 5. 0 6 6 

5. 0 2. 5 3、5 4. 4 5 5 

5. 5 2, 1 3 0 3, 7 5 4 5 

6. 0 1. 5 2 0 3, 0 3 7 5 

出所： と励同 19 6 7, 4 
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（
 

畦詞 50 ~ 7 0可，条向 1がこ 20 ~ 3 0本立ら，香椅鼠にして 75 ~ 9 0 l¥f!/ha 

であり，虚攻i'Cよる差は少ない。しかし，品1直， してよって若干異なる、l すなわち早生種

あるい 狭く (50cm), 院主情あるい

ま、re, 七ラードのようなやせた｝所では，祖対仔j(ご岳隣で，とくに

くC6 ocm)している。

など，畦幅 4O cm, 

条闊 Im に 30~-35 ぷ（：うような岳直応とってい もみられる。

人豆の命芽率は 85 %企基悲としているか，北ハラナ以北の亜熱号坦域では発芽率が低く，

艮種子釦吏っても 60 %台仄すぎないようである。

はドリルファーティクイザで行なわれるが，小規俣では手播きの

ちるが，土壌が乾改している場合には 6cmまでを限度と場合もある。 2~4  

して

h) 

ぎがすすのられている。

以下紅示すよう応多（の病書か

、Pero11. o s炉゚ アク m、anshurica(べと柄）， Cercosnorr1 so ina ~ ) (斑点病），

C e r c u .1・p o r u h: , k u c Ii 1 L 〈紫遺病），さ e,ulorcu り/1/ Ci'l 
r 

's 
＇ 

し褐斑病），

8 .h l 2りrto乃 tりゞ (l t r;,、nl,:、で ie rりI1 11 m r o t f s , z , F 11 ,1ぼ T l /J, 7乃 sp, 

D l (j戸り rI Iし,, p ,i. a s e o t o r u rn 、ro,r,, eavl,vc,r2, ドIiomじ'〇 S'I、5、so; ae, 

Scicrot、Z1し1ぐ ＼ で irroizりrzur (出核灼）， りoZ I e t o t r z c1!, nm 

z'r 11「1C Cl f U万I, /(0 S C { / l !I 1 11 S p, .if a C T O  Tiん.0: り） 1 71 O ,IJんaseりCl (炭腐病）．

Cory訂 1:spcra cr;.cさ 1し co!rz, /.!s11.:dり汀1011/ls yiycinea, Xantん。 mon,zs

p/2useo{1 ▽ 往 r 5U)i7し'',¥ (葉焼病）， Ps・eu.domorしas !alac1., Soybean 

百1082::ic vi.rus, 闊 osaico 筏汀 'irolo (Virは S 名不可）， Q,ui.'.lla dos 

llrotos(vir1」S 名不！月）ー以上， ーIA『ARの直物灼瑶王任研究員 Jose Tadash:i 

Y(―) rinort 氏の報告Vこよる（）

これらのうち現在被害がみられ重要と思われるものは JV,izuctcnZ:a soi,zrc, 筐よる

株腐れ， I'ふ rII d cm 1, 吋 as .9tyci11、CIT , ¥Q n /ん ,,mon々s pl,ascu!z寺の細菌に

よる病害，斑点病， 褐紋病， ウイルスしてよる病害などであり， とくに

Rが、しこ 0C t !! II 1、!/こよる株腐ればバブナ州， リオグランテドスール州などで被害が大きいと

いわれている。しかし，昼暑く，夜原しく，微風のある乾戌気候で，病気の蔓延が少ないこと，

主

ない。

をとっているため，殺菌剤の利用はほとんど行なわれてい

また，害虫応ついては， Ft(ls内り pn ! p 11 s /, 1 .9 n c s e t ! 1しs, Ant , cars i a 

り'(!虞 況 aI 1し:,: ふ， 1り？じ fZ s・ Z p S l /, V 7/, /, 凡 l!cycsia ! じり， um,z n i s, I: t i e l i a 
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z1.ncktn、ゼ ll a, _V c : りr1ra ui, → しん ut rl, D 1 a b r o t , c a s p ,, c I c s -2, 

E p I c a 11 i a a t om a r 1 a, Sp o d c; 戸 lcra fruりLpも rdり ¥jO C i S [ (! { lりtふ，

Emp o s で々• sp℃ などであるか， この中で L'. z lりnaa£llucつ万か某たしい。この古

虫はセラードや自然草地など しゞ ごあと 1, 2年 VJ間の破士がと（応大きい()

茎の地際部付近に産別し，功虫か裟筐食人し．，内髯を食害するため，

こ

し

ヽ

ない場合でも黄化して生育不艮になる。アルドリンの位了粉衣('('よる防除刈策がとられている

が食害部分が地際部であることもあって，必ずしも十分な効果か得られていない。

その他の害虫被害については局地的であるため， の利用ははとんど行なわれていない。

以上のよう

くに肥沃なテラロンヤ

を除いて旦とんど行なわれていないが， しく，と

袋ける生育は日本では見ることがで苔ないほどのすばらしさで，

プラジルが大豆作の適池であること

た一因でもある。

i) 雑草防除

っている。さた， を支え

主要雑草は次のとおりであり メヒシ＇，ハ,flrach.1ar,,z ゎ!antaqinca左どイネ科

雑草の優占しているところが多い。

子}ヰ・ 名 日 本 名

rt払 laca oteraceQ スベリヒユ

Amara冗 thus vir1d1s、 L イヌピュの類

Amarant/11iS んyb r 1 d託 S II 

Ga!in.0opa przrvzf! り ra ハキダメギクの珀

J4qera.tz:m canyzoideふ・. L キ ク 科

Richardia brasitie几 si s アカネ科

Sperダnla arven、st s ノハラツメクサ

L c a rしoru,s aibi-rzcn'>' シノ ソ 科

,lia son、c!11fot1,a DC er＼ - ク 科

n VO/  1、r{us S『 ヒルガオ科

gt tar, a sang託 LTしa(l メピシ’ノ＜

Rんy冗 cんcltru,m rcseum 

Brachiario pla、 r:ta.qrneo

Penniselum setos1Lm チカラシバの類

Eleus,ne indzca オヒシ’バ

科 Cancnr1しS C C, ん1natus

P a n t c u. m "'fl r1 ,1べ［加比況 ヌカキビの類

Cyperus rot:indus ハマスゲ
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大炭

の組合わせが主体であるが，

全 U~J月している。除箪剤としては， トリフルラリン（噌杖噌j上凜品和処国）か王体であるか，

そウ，正か，

ダククー］レ，

U, 

)-レート， ') :::'ェロン，ラッゾー，フラナビアン，

ofo「2,,t1なども i史わ訊はじめている。

トリフラリン（孔剤） j入史j日訊t(製品）は 1.6・~2£/ha, 了番袖直/jlj(l)グラー)'かけの印］に

,c ii炉恥，臼ち応グラーデをかけ 5~ 1 0cmに；此和している。

な芦，大豆（乍と 3~4  

(; (l L l n S'7 :J /l)、,'1 T シ i / /'. ,, 1囀.,'

ジ'~'。

と主育凰C知けるカルチベータ戸よる中祠 (2~3回）

aみ、つ易合もある。いすれしつ体系ともオー除単 (1~2回）

しているとこるては， トリフルラリンに

な

クゾン， ANK・・-5 5 

し，そのiSJ5諒

韮い

してい

j) 以禾隻

大祝 あるのでコンパイン（刈温 3m)と使i廿している。 1日7~ 1 0時闊で 12 ~ 

1 8 cを処直できる。作付の多いところでは昼文兼汀て収穫する。収造時にありける拉の水分は

15~20%5; 目樗としている。乾燥気候であ iJ'収慢佼間も左く 13佑まで低下するので，

袋占め (6oKr;)して出荷する。コンバイン iごよる刈以頂失ば咀らかでないか， 1 0 ~2  0伯

はあると推定でぎる。手で収穫する場合は抜収るか恨摩から刈収り，」也乾し，位燥したものを

呪成，風泣、して，袋占めにする。

k) 以 颯

セラード地域におけるぎきとりでは, ha当り 1、4t, 1.5t, 1.3t(以上夷収）， 1. 6 

t, 2. 0 t, 1. 2 t, L 3 t , 1. 3 t (以上姐1ィ厨直）であった吏た，生産地り）パラナ州では

日系農家で 2~3  t, 時には 5 tという店しも閲いたが，一般｛こは 1.5 ~2. 0 tであった。リ

オグランデドスール州では 2tという農家もらったが，一般には 1.4~1.5tである。支た，

マットグロッソ州のプラロシャ士壌では 3tという農家もあったが，ー殺iては 1.2 t程度とい

われる。 「ブラジル農業の動向」に示されているブプ、；；ル全体ぐ）平均収菫は 1969, 70, 

7 1年において，それぞれ 1ha当り 1.2t, 1.lt, 1.ltである。また， 「南米農業要覧」

では「乎均収量は 1h狂当り 1.2 ~ 1. 5 tであるが，地力のある所でよく管理すれば 2~3  tの

収簸が得られる」と記されている。

3) 栽培技術の間題点

乙）連作

価格がよく，作付が急増したため，厄とんど連作であり，なかには数百 haの農場が大豆単

ー作という例も少なくない。連作年数は祈興作物の関係で 4~5年グ)も (1)もあるが，ほとんど

が 2~3年である。

畑作物は連作障害が出やすく，大豆も例外ではない。祈巽地であり，適地であり，しかも連
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作年数がさだ短いこともあって，現在のとこ

場も連作問題四ついてあ克り意識していない。しかし，

生している。連作障害と

はみられないようであり， 心試険

こそしていないが多くくつ病考が発

連作障害が出ないという根拠はなく，むし でり）世界的ぃご多

であり，

の事例ちるいは研

究から考え, そ:J_j危険の可能性の方が大きいと培えてよい。

したがって，今から連作障書に閑する調査，叫究を進めるととも ::c,

した輪作方式を用意しておく必要がある。

現在，世界に姦ける大豆の流通は，需要＞供恰で高値安定の趨勢い〗あるが，プラジルにじけ

大豆企袖と

る急速な生産増は今後この塔勢にストップをかけることも予想され，

は断言で含ない。その意味からも輪作方式を用意してふく必要がある。

輪作作物としては，大豆と同様大規模機械化栽培ができ，隈械を共Jrjでぎるとうもろこし，

いと

そるがむ，陸稲などが考えられるが，プラジ

積を考えればとうもろこしが第一の候補であろうと息われる。

連作障害ではないが連作に伴い雑草間題が生れているc イネ科雑草が優占していること， 生

い(J:従来からしう技術の蓄

た除草効果が安定しているため，イネ科雑臣に選択的に作用し，士撰品和処理がでぎるトリフ

ルラリンが使われている。この除草剤を連用してい 4 ~5年目の畑ではイネ科雑草四代

ってトリフルラリンに抵抗性のある広葉雑草が発生し，その防除筐苦應， ホー除箪

で対応はしているものの，労力費が高くなってきたため十分でなく，放棄直前の畑心バラナ州

南部でかなり見られ尤〕この解決尻は除草剤のローティジョン利用技術の開発も必要であるが，

単なる除草剤をかえた土壌処哩では安定性ば欠ける面があり，基本的｛ては輪竹方]心の確立が必

要である。

b) 品 種

Bragg, Davis, Hardee, Vi~oja, Santa Rosaなど各地攻fて広く共

通して作られている。これは試験場筐よる選定ととも ら遠ばれたものであ

ろうが，一方では作付増があ支りにも急速であったため，これら， 心とからあっ 仁
つ

ざるを得なかった一面を物語るものでもある（）各地の試験場で現在最も力を入れている試験も

品種選抜試験である。

大豆作の企業的性格，大規椋戌械化栽培を前提とする上は行然省資材り方向が必要である。

したがって，品種もまず安定性が要求される。自然条件が万しいセラードではその自然条件に

耐えうる特性が，主たいずれの地域に向いても耐病虫性の付与が求められる。細菌性病害，

Soy・bean mosaic virus, 線虫に対する抵抗性が重要になろうぅ

試験場では商品価値を高めるため高蛋白，高指肪を育稲目標乙一つとしているか，現在では

むしろ，機械化栽培に対する適応性を高める方を優先すべきであろう。密植がとられているた
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め肥沃なプラロンヤ上凜では倒伏がみられるようであるっ支 より着英位［置は高まるも

のの，な 1 5 l7/l以下匹なることも多く，これらに裂菟が加わってコンパイン

忙よる刈収頂失は 10~20%と推定されている。これら別取頂失尻

るが， しなくてはならな

も強く閲連す

よる禅決が基本であろう。

を高めること， 強くすること，裂幻生ど均＆うることか目標となる。なお闇花期

七
{

り，その

これは一面

ら指摘されてい

｛てもつながるものであ

肥沃[f:Eか劣り，雨季が阪定されているセ

ラードなどではとくこそゾ乳る要があるう。

地戎に過した優良印糧の直逗は農菜を行なう上で最も

規模な成械化粗放栽培ではも!).凶咬在か大きいC)

c:) 採種と出芽率

北パブナ以北の亜熱帯地攻では出芽率が低〈，それ｛こよる不艮作かみられる。作付規模か大

ぎいだけに同迅である。そつ原因として，高水分（子実粒）に⑮ける収穫，収穫後の高温， 甘

による種子の腐敗，クプスト形成爬よる出芽不艮などがあげられていた。いずれも事実であろ

うが，大豆，落花生など子夷の発芽力ほ下は碕温し')熱苫地域に袋いて共追する現象である。こ

(7)畠;,且fてついての呪完成禎はほとんどなく，プフジルにあいても試験場で発芽力に1周する研完

ことの一つであるが，とくに大

は行なわれているが埜礎的鮮明の研完古で：！ご［土及んでいない。

発芽力低下解消D具体的対策としては採種亙よる髪良種子の確屎，その販売による農家への

供給が農業協同組合を軸iて行なわれている。氏種圃は温度があまり上昇しない高地か選ばれて

おり， は水分 13 %の条件で種子貯蔵庫に袋 (5o Kt;)で貯蔵される。昧種条件ごと

忙薗子袋より任意に位子を抜）｛又り，収穫直後 C 9月）の 2回にわたり発芽

刀倹定がなされ，発芽率 85 %以上うものが合格とされている。種子代は普逍生産物の伽格よ

りBO%高い。農協傘下り組合員の多くは，これらの種子を用いている。

しかし，以上D ような対棗でも万全ではないようである。それは 13 %まで水分は下げては

いるも v~） 0種子貯蔵庫か高誡になる椋高の低い乎地｛て設薗されていることに起因するのではな

いかとも推察される。生坪的な面から：ぅ基礎的屏明ととも忙，検吋を要する間題である。

病害の項で若干ふれたかウイルスによる被；りがみられている。アプラムシ伝染性のものとコ

ナジラミ伝染性のものがあり，最近，後者の重要性が指摘されているものの，全般的忙は

Soybean HlDfi'liC Virus T主体とするアプラムジ伝染性~ ウイルスが重要である。こ

れらの対笈の第ーは種子筐よる ち込みを防ぐことて，そのためにも採種組織

は大危<'今後はj又哨圃忙お、ける十分な管理が求められよう。現在はその対策はとられ

ていない。

d) f乍付と農
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大規模磯械化栽培では高価な 型隈械を必妻とする。そつtt表かコンバインでもり，

刈幅 3,2 m, 3 t/1時間で価各は 32万 Cr$(4万： s $)である。 ha.当り 1.5 

tの収鼠．，その t当り 200US$の単団として約 13 3 haの生咤硫！［当る価烙である。こ

のほか，耕起，整地用のアラーデ，グラーテ，カルチベータ，さら；てドリルファーティライー1八

スプレーヤなどを必要とする。

したがって経済性からはコンバイン購入は 10 0アルケール (:fり25 0 hな）が望主れて

るが， 5 0アルケール（約 12 5 h孔）でも麦ー大豆体系ではコンバイン購入の融貞を受ける

ことができるので， 50アルケール以上作付こ虞哀は（豆とんどコンバ，インを導入している。吏

たそれ以下の作付の農家でも数戸で購人，共同利用をしている。

このような小経営に如けるコンバイン導入は t当り 600US$という詞硲に示され

によってできたものであるが，今灸は稼動時間の増大という基仁線iて迄屯ざるを得ないであろ

う。それは同一磯種が利用できる小麦との輪作の『応乞である。輪作体系の陥立にはそれぞれご）

作物の収量性ととも筐作季にもとづく作業許容期間の制約が［関連する。ここでは後者「：ついて

示す。北バラナではあ主り間隠がないが，南パラナ以南では小麦の収穫竹業と大豆の枡起，吃

地，播種作業が競合し，どちらかV作付が強い告IJ約を受ける。この対策としては輪作作季筐適

する品種改良も 1つであるが， 現在は大豆の耕起を省略する minim1よm ti.lle1geが検

討あるいは実施されている。

熱帯における耕うんは有機物の分解を早め，池刀減退をもたらす危険のあることが心配され

ている。プラジルをはじめ熱号地域忙如けるプランテージョンは多年生作物が多く，それらは

耕うん回数の少ない特徴をもっていることを認識しなくてはならない。それに対し，大豆，小

麦の体系で両作物とも普通に耕起，整地，中耕を行なえばその耕うんば1数は著しく多くなる。

minimum tillageは小麦作付割合を高めるのに役立つはかりでなく，耕うん回数をヘ

らす上からも意義をもつ。 minimum till孔geを中心とした耕うんの間薯は地力碓持と

関連して検討を必要とする大きな技術的課題である。とく侭肥沃度のはいセラードでは耕うん

の問壊は重要である。な恥バラナ州のような高温地域では麦作が池力維侍の面からカバーク

ロップとしての役割をもつことも推察で苔る。検討を必要としよう。
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,2} 小 反

1) 生産と励向

表 5に示したようこ，プラジルにわけ 天候ぶ員っため大幅に減産した 19 7 2 

年を除いて， に増加し， 19 7 4年 1ては 25 0万じ紅達 しかし 19 7 4年：’こ袋ける‘｛肖

4 2 O]J'tが見込支れて心り，不足分を了メリカ，カナダ，アルゼンチンから喩人してい

る。こJ_)ようこ小麦は， を輸出するフラジル忙とって，例外品目である。

入金額は認諭入頭の怜 (19 7 1年）な占めている。しかも，主食の一つとして，消費は年 5,3 

％増が見込支れている。そ('),こめ，政府は国際価格より高い最低保証価格制度を設足し，増産対

哀を進めている。その幼呆か長 51てみられた生産賃の壻）J且iこつなかったともいわれている。しか

し，長 5と表 4(ジ対比で明らかなよう 1て，そ(')収韻はい当り 1もにみたない。この収菫は表10 

｛こ示すよう なかで岐も るものである。このような（氏収菫，他

作物筐比べた相吋的な価格の1氏さなどから，最近筐おけ ，最低俣証価格制度応起

因するよりは，むしろ，大豆0作付増とその成械化によるとする きい。小麦が大豆

と論作でき， しかも大豆の成成をての支主小友に利用できるからてあるっ

表 10. 主安友生産国仄均ける小友収量

収 量 C t/ha) 

国 名
1 9 .6 1』~、 65 966~70 

ソ 連 > 5 0 0. 9 6 1. 3 4 

フ ラ ン／ ス h'4 5 2. 9 3 3, 4 3 

イ 夕 リ ア ↑、'. 40~45 2. 0 1 2 2 9 

ジて ペ イ ン N 4 0 1. 0 5 1. 2 3 

力 ナ ダ N 4 5 1. 3 8 1. 6 4 

ア メ リ 力 N 4 0 1. 7 0 L 9 0 

卜 Jレ コ N 4 0 1. 0 8 1. 1 9 

.,、゚ ャキ スタ 1/ 且 30 0. 8 3 0 9 9 

_閉,__ ア フ リ 力 S 3 0 0 7 0 0. 9 1 

オ ー ス ト ラ リア 8 3 0 1. 2 2 1. 2 1 

アルゼンチン 8 3 5 1 5 3 1. 2 1 

プ ラ ジ 八 S 25~30 0 7 1 0. 9 1 

世 界 1. 2 1 1 4 3 

出所： FACJ Produぐ:tion Yearbook 1961~1970 
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以上のような大豆作との謁連から小友作0噌反は有望祝されている。小麦vう産心は図 8に示し

たように， リオグランデドスール州を中心，ごサンクカタリーナ，パラナ州芦よひサンバウロ州の

一部で，大豆生産地と浸阿国じである（，大ヴ作は， l 9 7 1年以降応ミナスジェライス，ゴイア

ス，マットグロッゾ州など筐北上した）これらの州でば小友作戸ついても

際応は普及していない。

れているが，実

大豆との輪作では，大豆の項で述べたよう尺作季の制約から小麦作か聞恨をうけている。しか

も，収量かきわめて低い水準にある。したがって大豆作との虔連筐よる小友作噌反を有望視する

考えも，その収量向上と小友ー大豆の結合単位の確立という二つの大き左技術的課題の崩決が前

提であり，それかそのまさプラジル応如ける小麦生産の方向全左右するも (7) と考えらォL.i?~o

2) 栽培技術の現状と問題点

今回の調査では，調査期間が小友のない時期であったため，小麦作の実際を見ることがで宮な

かった。その上，小麦を専門とする技術者図も会う！蔑会かもてなかった。小麦作技術を知るため

忙小麦作研究の中心地であるエ P EASを訪間したが，力間直前四研究組織の改変か行なわれ，

小麦作の中心地がバソフンド（リオグランデドスール州北部の内位）に移り， 1升完者が I竺日4.8

から転出，日程の閲係もあって，バソフンド訪間はあきらめざるを得なかった。

したかって，個別技術の検詞は十分でなく，それ戸ついては「南米農業要覧」を参考｛てしてい

ただくことにし，ここでは僅かな聞ぎとりと目然条件から推定でぎた技術的間譲点筐ついて感想

を述ぺるにとどめる。

り品種

図 9, 1 0はサンバウロ，ポルトアレグレ，熊谷，鹿児島，均よひラホール匹恥ける麦作欺

間の気温と降雨量を示したものである。 7ドルトアレグレは麦主産地に，サンバウロはその北限

に位渥している。熊谷は日本1ておける麦作生産の中心地であり，鹿児島は病甚が多く，日本の

なかでは麦作の不通炒の一つである。ラホール（バキスタン）はメキシコ小麦の導入により著

しい収量増を示したバンジャプ平原の中心忙位置する。

5 カ所の気温を比較すると，登熟期忙あげる気温は 19~,2o'C と厄ぼ一致しているが，そ

れまでの生育期間にぬける気温では，プラジルの 2カ所とも日本より著しく高く，ラホールに

比ぺても登熟直前を涼いて高い。

世界11::心ける友生産の多い国は 30度以上の高緯度地方であり，緯度がそれより低いと，っ

注り高温地域筏ど生産性が低いのが一般であり， このことは表 10からもうかがうことがてき

る。

生育期間忙おける高温の影薯け苗丈，茎数など応も悪影響を与えるが， l認も大きな障害は病

気の多発生であり，とくに p/J. CC  l 冗 za .9;・0.mz.nis(児ざび病）， Paccz.内 L Cl 

re coぃdita (=P. tr, tici 赤さび病）の被害である。
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プラジルで発生が確ごされている病';$)'.¥ては呵エ 2厨ご）口［か欠の ii,_')があるc; ,S, .i'r c :・1 々

＇ no cl r, r u1花＼ ），ゞ ,-p1cria !r1c12i ( )'(.'ふ')/) C i c (l 7 ,0、J.,、・,,-

巧 "I i l (赤力)び病）， f!,,,n:,,,t,だ，,'pc、 (1、 1l 孔 5 ,, !'し，L加(斑，点罰）， i'r;『 .i i o .1 し

.9·,arn し"'ふ（~ うどんこ厨），「：し I c'I・? ('C r i C S, 'f Z ,、 i I l' J 0 t Z I :1≫ (;): 

支ぐさ県f重病）， C ,, / I C I /) / I→ しc!i以 '11 了!,汽 IIしI C',; i、1 /:I (i; 足そ病），,)}';.; l 0 じウ/ n ,, 

1ram1ciis(立伍糾） 'p以 ど Cl11 l Cl CJ (稔可,; r !l'!i (貨さい噂内）などでもるっ

サンパウロ州，バラナ州など 壻では黒さ び病を主体

きく，プラジリア戸位置する CT'AB( セン jl-~, ) ,, づ情報では，セラ

赤かび店， うどんこ病， Virは Bし□年の帆青が大ぎし,、と(つことである。

リオグランデドスール州雨品の晶暖地地号でit苔び式の伎喜 iー，尺ぎいが，むしつ，

葉枯病の比重が大ぎく， /'1.!lei,a r, 々)→ i , ", Lふ !'i.I (,',, I ,・l / /, ('''屯

た収穫期団後に雨が多いため赤戸び因などの岐』’が大苔いようである。

以上のような多くの病気の多発士がププジル：てあヽげる小友瓜収の王因となっているのその：：：J

策の一つとしての薬剤散布は，式険場戌階では り上げられているか，裟家では以益

性の低さから実際には全く行なわれていないし，今後も当分の間その いと考えら

れる。現在，とられている対笑は，専ら晶直筐よる対応，病害抵抗性品種の音成である（）これ

は熱苦，亜執帯地域の小麦作賑興を顔-ている世界各国に共通する現象であり，そのある写度

の成功がなければ薬剤政布も尉叶でぎないであろう（う

今まで進められて魯た品質改良のなかから県さび，がさひ伍に抵抗吐かある lへC--5が主

れている。しかし，この品呻も ，うどん ため，そ口ら（て対する

求められている。 IAC~-53 も出さび灼；ごは抵抗性であるが，亦さび庄，貨さび病，うどん

こ病Iては罹病しやすく，実用的に十分でないの病書抵杭性品種(T)子『成はきわめて難しい事応で

ある。しかし，プラジル1て芯ける小麦作を販韮するため四不可欠グ）ことてあり，峨優先すべ苔

事業である。そのためには研究組織の整備と拡大，現在も進めているが，国内，国外からの晶

種の蒐集と，各種病害に対する抵抗性の検定ク）一層の拡大ととも［て，甚外国との研冗協力が必

要であろう。

プラジルに心ける小友は箪丈， 高く，施肥条件では倒伏しやすいといわれる。

これも高気温Iてもとづく坦象の一つであるが，耐病性ととも 1て改良を強く必要とずる要素であ

る。倒伏は病害発生を助長するばかりか，登熟忙影霧し，機械収穫の大苔な渾1;-となる。

そのぼか，大豆作との結合の園係で生臼期間（早晩生）応対する存慮も重要である。主乞，

土壌に燐酸成分が少ないので澁役欠乏抵抗性も必要であろう。

現在，プラクルで作付されている小麦主要品種をあげてあヽく。

IAS-20, IAS-32, IAS-29, フロンターナ， :—·3 , S -~3 , S --~1 , 
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IAC--5, B日ー 1146, LA-・-1434, IBN526/63などである。

じ ）改培

プラ、/Jレ筐かける小反の 1てより規制されている。すでに述べたように収漫期に

あーりげる平均気品は 19~2 0°Cである。この時貼より ような作季ではリオグランデ

ドスー ~；1,州あるいはパフナ州しう一部でも

己いとパラナ州以北の夏雨の

をうける危険がある。支た，この時期より

しかも，表作

ともいうベ との作覧競合もある。そのため，パラナ州では 9月から始まって 10月に，

リオグランデドスール州ては 10月から 11月（ごわたって収慢される。

プラジル［て、かける小支晶博 応知ける気温が高いため隧端な春香型であり，生育期

間は氾(, 120~140日である。したが-,

であり， リオグランテドスール州では 5-~6 月

パラナ州以北では 4~~5 月が中心

以上の作季を大豆の作季と対心ずると図 11のと芦りである。パラナ州にぬいても大豆の以

と と大弓の 左っている。 リオグランデドスール州

で の直なり方か大ぎい。作李の面からみた小麦ー大豆の二毛1乍

は，北パジナでは 10 0 o/o 南バラナではどちらかを全作付すると一作は 60笏，

リオグランデドスール州では同じ〈 40笏程度でわらうとする（うが現地の声Cある。

月 ー 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 ，

 

10 11 12 

パラ ナ｛小麦

大豆ー----------
収穫 一播種

播種 収穫

~--------------・・

収穫

リオグラン｛大豆―----—-------
デドスール 播種 収穫

小麦 0 0------------・ ・

播種
0 o-----

図・ 11 小麦ー大豆地帯における小変，大豆の作季
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小麦ー大豆の作付は殻械費の償却という面から大農嗚主の望むところであり，それはそ(つ甘

ま小麦の生廂噌一土地利用の噌大につながる。その意味から二毛作准立のための技術化は喜わ

めて重要である。その対策としては大百および小麦品種の 1であるが，

の原則からいって，小友の早主化をより強く求もられよう。主之， 1) オグランテドスー 1v•Iりで

は行なわれているが，大豆の項で述ぺた mir:iDU巳 tillageごよる

ての検討およびその普及が望まれる。

-5  2-
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芦

1) /下産と動向

弓ジ凡国民の主食(/)__ • つと した需要があり， 600--700万 t

ぃ―9ヽ 小麦：より

わり，

最近 6カ年に姦ける生産は表 5筐示したように 600~750

ほ庁支かなってあ,<}, (菫かではあるが輸出を行なっているc 輸出先

マ度カスカル，七オカルなどアノリ

除いfc'ぽとんどの地域｛こわ；＇とっているが，主産地は凶 8(31霜よび表

1 1 [てみられるようにゴイアス，マラニョン， ミナスジェライス，サンバウロ， リオグランデド

も、 7
＜ダ, •!>o 

しり生産州りうち， リオグランデドスール州では放牧との転換水田である。しかし，他の

）ヽi'!r:'iJ*田ぶー庫みられるか，ほとんど畑作である。っ古り薩稲である。したかって，表 11 iご

られるようにリオグランデドスール外！はかなり 他の く変動も大ぎ

フラジル全体で，木［日の比率は稲作付地の約 20笏と推定されている。

表 11. にぬける稲作付面積と収鼠

国 0"°99桔I;,9;74(;1.i, 0"080,f00u1 ,) 64>3II, '1S83, 籾収U''砿O'B (K9/ha) 1 197111972/ I 1973 

ゴ イ アス ¥J 3 1 1, 9 6 5 9 7 5 1, 2 6 1 

ラニョン 537 554 626 613 1,0 5 0 1,299 1.21 9 1,221 1,12 9 857 

ミナスジ~ェラ位 839 877 8 0 8 3 9 2 1,209 1,341 898 1,400! 1,412 

サンバウロ 7 7 4 6 3 5 5 7 503 519 705 1,2 2 5 625 1,3 1 2 1,156 

リオグラン
4 0 4 3 1 412 :3 3 5 400 3,309 3,581 3,558 3,617 3,500 

デド スール

―の他;,I I14ーLI,sz4 1 1 t--,1_,38,,', I 1、l,,,33117 41 一20,2271--2, ! 1s-,, 996 

合 000

奥吋孝夫「プラジ と需給の動向」より引用作成

7幻廿作(7） ら，プラジルでは水田閲発 く，その適地も各地域に広く分布して

いるといわれる。しかし，視在は陸屈が中心で，稲作は畑作ということができる。陸稲作の収量

の1氏さと不安定性，さら 1ては国内商品という関係で，主産はほとんど中・小農家が担当している

--53--



のが現状である。

しかし， され

大農場主が稲作に魅力をもちはじめており，芍た，各］出て進んてい

しうさき適用できることから，

だ枡地靡］発吋両1,ごら

対象作物として大豆，小麦とともに稲があがっている。とく：こ醒性ご強い主喉的特性から， ヒ

ードをはじめ多くの酸性土壌では利地望発の場合のバイオニアクロップとして取り人れられてい

る。

プラジルは東南アジアを中心とした世界の米生産地よりぎわめて遠い距虚1こあり 3 しかも生咤

の担い手は中・小腿家であり，主産鼠も1国内の竹費鼠とほぼ拮抗している。したがって

際相場よりむしろ国内の需給閲係 をうげているの政府 設けているが，そ

の取引は商人との現物取引であり，価格が必ずしも十分とはいえないようである（）

しかし，プラジルにおける高い人口増加率，人口の都市への集中化，さらには国喉的な米不足

の状況を考えれば，前述したような耕地閲発の進行と磯械化の可舵性と！沼っし合わせ，栢作は伸

ひることが予想でぎる。ただ，商品作物として伸びるためには以鼠1つ向上と

り，きた，現在進められている大規模閲発地しこぬける達稲『いう生産在のい

きく影響すると思われるの

2) 栽培技術の現状

筐大

前述したように稲作忙は水田作栽培と畑作栽培とがあり，畑作にも河川流域などのほ湿也こ如

ける栽培と普通のtill地における栽培とがある n ここでは最ら ¥'こ主、ける栽培去

について沼介し，その他の栽足去については閲題点のところでふれることにする。

a) 作付体系

稲を中心とした輪作はと〈にない。 1年 1作が一般であるが，パラナ州以南では小麦あと｛こ

作付する場合もある。祖た，新しく耕旭化した畑では，土壌酸度が底いこともあって，酸I生に

強い隧稲が初年目応作られることが多く， 2年目から大豆，また箪地応する素井旭ではとうもろ

こしを作付するのが一般である。

b) 品種

マラニヨン州については明らかでないが，ゴイアス，ミナスジェブイス，サンバウロ，バラ

ナ，マットグロッソ各州では共通した晶種をかなり用いている。代表的な品種は次ゎと；知りで

ある。

Batatais (バククイス） 早生（生脊胡間 11 0日）で，収量は比較的高〈，草丈も低

く，倒伏忙強い特性をもっている。中粒種。

Pratao Precoce (プラトン・プレコッセ） 旱生 (12 0日）でいもち病抵抗性

の強い長粒種。同一系統の中 1てDoはrado Prら C OC: 0 かあるが，いも いた

め 作付面積は減少して
～ 

, . いる。な恥 Batatais, 『ratao Pr8coce とも脱粒し
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やず〈， 1又復特に 15 - 2 0鴨0説杞かあるともいわれる。

□ △ 0~1246 中生 (1 3 5日） 嘉；燥に対 いもら病には弱い。現

なかで上最もすぐ打ているといわれる0

lつ亡,tao 晩生 (1 5 0日） いもら病に弱いが， かなり強く，

以上［）ばか， エょ~C--47, 主文マッ］、グロッソ州では Bi.co Gaはga( ）
 

＜， 

られる勺

な芦，ブラジル：ダ← よる米の分類はりこのと苫りで， 中粒種は

冠粒種仄比ぺ，それそれ 2~, 3),:ij , 1 ~ 2詞向い。

杉

長位種 CAi-sulh旦)

中戸国（＿台 io--A;::; は上月：：）

辰位店（こiatete)

収慢期

m
 

宵

さ

7

7
＞
～
 

―-

i

V

6

 

ヽ

く6

長さ／麟

> 2. 7 

2. 2 ~ 2. 7 

< 2. 2 

品1差が旱生 (l1 0日）から晩jこ(15 0日）定であり，気温が高いため，播種許容期間は

］く〈，サンパウロ，ゴイアス州などを含むブラジル高立ては 10月はじめから 12月はじめま

で搭種でぎる。このうち， 9月頃より雨が多くなるサンバウロ，パラナ州などでは最高雨量月

(1月）が博はらみ勘から出偲け出こ当るよう応弔濯が行なわれ，その晩限は 11月中旬といわ

れている。しかし，図 6筐示したような夏雨の比重の高いゴイアス， ミナスジェライス州では

夏1月を支って哨梵されるため， 1番樟JlJIか一定せす遅れかちである。 また，大晨場における大規

に伴う危険分改化はかるため， l 0月頃より半月おき程度に 3回ほど

時期をかえて）番位している。以穫期は名位期，品種の早晩生により異なるが， 2~3月が多い。

d) 叫起，驚虚， 1番性

と作業行程は同じであり，アラーデによる荒起しとグラーデによ

る砕土を組合わせ， i番位直前にグラーテ iごよる整地を行ないi番種床を形成する。 トラクタを持

たない小農家では上品の作業を馬を用いて行ない，噌種直前のハロー耕の際，均乎板をとりつ

け表土の均平をはかる。

は大規模磯械化栽培ではドリルファーティライザを， 中・小農家では手『番あるい

は馬牽引式の着性機を用いる。

畦闊は 60cmが嚢準であるが，祈しい間墾地など肥沃度か劣り，また茂械を利可するところ

では 40 ~ 6 Ocmfてすることが多く，定た，肥沃の土且i,では倒伏を避けるため 70~80cm支

で広（する。 j番種はは畦幅によって若干異なるが， ha当り 25~30Kgが環準である。畦幅

が狭い隈械化栽培では 4oKr; 程度悉く場合もあるようである。覆土は 2~3cmかよいとされて
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いる。

e) 施肥

中・小農家にあける施肥の実態は明らかにでぎなかった。 I令,;,,, :1 (ナ

カンビーナス農業研究所）がずすめている空栢作の基準鼠は， 1

Kr;, 加里 25Kq, このうち窒素の％は追肥 (J番種 50日後く：い，1

械化栽培では，この基準置在もとにした廂肥改計でドリルファー

いるが，機械化栽培そのものが大豆の大規模栽培v)普及とともに生刀てさこ:i

その実証成績から，地域に適応した加肥鼠が確立されるものと思われろc

陸稲は陵性に強いといわれるが，セラードの祈墾地のような咳覧ぶ強く'.! 1)ふ

い土地でば澄稲作にも石灰の投与がすすめられ，

セラードではMn, Zn, Boが不足してむり，それら

f) 病害虫

以下忙示すように多くの病害がある。

9

,

 
l
t
 

Pyricu!aria oryzac (いもち病），（ーバ{'/?!'ぐり C?h ぷ ii I y ii fl i -1・1. ! 

（ごま葉枯病）， f t h ； cep.osp aer,.a 、,a,.t•in,i ( 〕，!',;l i l r ,;, ! ,, ; t 

s as aんl i (紋枯病）， Sc&e1・()pんtliora macroぶ＇［）じ ra (黄化萎縮灼 )'C'Lc 

n、aides virerしs(稲こうじ病），各種病原菌 (Fusari認 n; Sp.'、 Ji勺，，之,) C (,, 冗／，

sp. • pんtんt払 m sp., Rんy/losticta. sp., s,,(,rc;rc1r•n "OLf',;i:.'' 

による苗腐病， CC. '払 ruutarza tnnaia (すす紋因）， V 1 y r•; ,? 7r o r Cl o rッこ IL'!

（褐紋病）。

以上の病害のうち，最も重要なものはいもち病で，とくに種首い心ちによる被古が大含い。

本病のための薬剤散布は採算上無理とされ，畑作では行なわれなし,,Cうが一般であり，その

はもっばら品種の選択匹依存している。

害虫については，大豆の項で示した Elasmo. 知 alp互 S /. 1 iJ冗rぐC/,(I. I の祖迅彗か人§

い。セラードや自然草地などを開墾した 1, 2年にとくに被害の大@いこと合前連し之が，

稲がバイオニアクロップとして開墾初年目応作られる成会が多いだii:,=,. ぞり字虔!(;、八各,iiJ(で目

立った。マットグロッゾの日系農家の新植地を占れたとぎ， 3 0 0 しりはど（！〗控団亨破害い巧

い， 3回目の播き直しという現場を見たが， 3口目のものもかなり岐号をうい)-9 玉乳（つ発口つ>.1:

ばらであった。乾燥地あるいは乾燥している年｛こ害虫:D発生が多いといわれる。ゴ凶□誓では

ルドリンの科電子粉衣を実廂しているが効果が少ないようである0

その度か， Scaptocoris castnnea, E, ょ， tlieo/:; /,11,?'11/z,s, !Jz,; で,,,, 

spp, Stenocrates spo, アプラムし類などかあるが，「 {'j、.a"'o p a ,';u , .. , 

LigncseLLus と含めて，虫害は地下部害虫によるものが多いといえる。
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はl•
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〈， られる畑がかなり目立っ feo雑卓

,[)賃類は大豆の項で示したも 1)と同じであり，｛憂 メヒシバ， Hrachia.ria

,cani,,u1n,, ダ， ＇rこイネ祠陣．旱である。その防除対策としてば畜力によるカルチベーク

e箋戌陰蘊）と人力紅よるホー涼亨〇祖合わどが行なわれておせ），絵草剤は利用されていない。

いこともあり，雑草の発生が少ない。開墾 2年目から耕地

られているが，大豆あるいはとうもろこしへの切替えが多いため，稲作に対

しては特別な除箪汀策をとっていない。

収 穫

干亭小晨家は手刈りてあ i)' し，脱穀帳を用いたり，台に稲を打ちつけて脱穀する。大

は大豆｛こ用いるコンバインを適用する。

鼠；メ、
i
叶

¥
J
i
 

ヽ
「
!
f

表 11戸みられるよう；ぐ，各地とも 1h巳当り籾収鼠で 9o o ~ 1. 4 o o Kr; であり， 1,200 

い。筆者らc1)き窒取りif,加廿内ではマットグロッソ州の IPEAOで 3.o o o Kr; の事

例があったということを閲いたが，実収 1,2 o o Kr; 団後，期待収量 2.4 o o ~ 2. 5 o o Kr; がほ

とんどに共通する返事であった。

:n栽培技術の間返点

舌土
キ木
1品、ー：

屹栢作でば，世界どこにあ、いても共通することであるが，干害筐よる低収と不安定性が最も

大苔力間渥であり，プラジルでも例外ではない。主た，この低収と不安定性が農家の生産意欲

をくじぎ，それが粗放栽培一括てずくりにつながり，一層の低収をもたらす原因となっている。

各地区みられた点栢畑｛こわける雑草の繁茂あるいは不明確な施肥設計はそれを物語るものであ

る。

としては少肥， ぅ ぎあるいは作季を変えて播吐するなど栽培技術による面もあ

，
 

、）,t' 
られるが，基本は干ばつ， あるいはそれ筐伴って主ずるいもち病に抵抗性の

強い品種の［昇］発であろう。現在，その方向にそって品種改良が進められている。その一つが 1

A C --1 2 4 6の登島である。この品種は，悦粒に難点はあるものの，干はつに強く安定性が

高いといわれる JJ ご—r :1上冗を舟本として生れたものである。耐干性品種の育成は大変難しいと

されている。しかし，その達成がなくては隆稲作の安定，拡大は難しく，主た新しく進んでい

る大規模な耕地、［開発五十面を阻害することにもなりかねない。そのため Vこは，さらに育種組織の

弧大および外国とつ協力による母本の導入を積極的1て進める必要があろう。

主た，干化に対して回避という面から早生品団が安定性があるものと思われる。陸稲作の主

産尼であるプラジル高地が夏雨の比率の高い地域であることからも早生化の必要性が大きい。
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そり浸ふ，プラジル心埃栢は 1--1.5mり長昇であり， t刃さわら」ピ：J 6 0 ..、 70 1/0とぎねいて

低い。このよう :;7)助長：ごつなかる：一こ／リか， も合：ヽ:,ぐ）

その上， コンパイン利片髯も ぎ乞ず恐れロ・;,:, ,; ふ亨cl,四和贔飩 vり盲

にも闊連する重要な諜噂である。

b) 上壌害虫の防除

作物の大規模機械化栽培では国立ち ,Ii釘呆の艮否が,'cv作こ）旦占乙） fj (i 0/0以上応］［石，ずると

いわれる。岐稲では生肯期以降に記寸

かの作物と変らない。前述したよう

ちるこしても，』立ち紐応ぅ重要性こぼ

し丈ほとんど士囃古星であり， ら

生育初期忙食害を与える。作物が小さいため，一害虫で円十～イ吋白，，＇ン［日刀体を文昇ずる。した

がって，苗立ちを乱すだけでなく， 号える。

その対策は特別にとられていない。しかし£!(I,¥』 m",pal, ひ 1i , (, 1 y孔,,y (,; ! II. ふ ,7)号q,_

の多い祈植地における大規模農場ではアルドリンによる種子扮衣が『＂「なわれている。

地際であるため，効果は上ぅていない。アルドリン1)功果をあげる・'こr/Jiては 1条 lm、こ 3'l

(ha当り約 5o Kq)のアルトリンの翡疱用が必笈と 1『:c,_ P. • C東邸式牧研先所）しl)研冗

者は指摘していたが， ドリルファーティライザを用いる

がある。また，アルドリンそのものの使用も外国応あ、（す

DDTはプラジルにおいても使用が禁止されてきている 3

tt E, tiqncset!us i'. よ乾燥条件で発生が多〈，降国があると咸少ずること，計賢 1~2  

年目は多いが，順次その発生が咸少することなど，その生性的特↑牛ぶ経険から少しつつ分って

cl)邸用は限四

ら考 ヽJr‘ 
らー一らな

E

」
,~ 

苔ている。しかし，その生態を本格的に研完したものはなく，他心土痕害虫（こついてもほとん

ど明らかにされていない。現在，土嘱宰虫防除対末の技釘をもっていないが，そ戸を硫立し，

あるいは効率的な薬剤利用をする上から心，主ず生鴨的特性を呪らか 1てする必麦がある。それ

は陸稲作の安定のためはもちるんのこと大豆，とうもろこしなど他の作物の設叫ことっても巳、

要のことであり，とくにセラードなど大規模な［月発を成功させるためくり叫提となるものである。

c) 雑草防除

隧稲畑では雄草害のみられる畑の多いことを前述した。畑の優

Braeんiaria ptaゎ ta_qinerzつようなイネ科雄草であり，
，
 

e
ヽノシ

9

-t
 

と随伴！均

こと，広葉作物と違って条播のためホー除草（てよる畦内除箪ができないこと，さら□湮揺その

ものの初期生育が遅く，初期生育愴が小さいこと，などのため，現在とられているカルチベー

タ，ホー除草の組合せ技術でも十分な効果はあかっていない。対棗としては，現在の除箪技術

に除草剤利用を組合わす必要があろう。除草剤利用としては規校の大苔いこと， i番種時の温度

の高いことを考えれば，処理許容期間の長い土項兼雑草処卯剤の適用か効呆的と推定される。

しかし，中・小嗅家にわける経営詑力あるいは大規模栽培における収益性を考えれは，雑草抑
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缶[j作物である人豆あるいはとうもろこしなどと(/)輪作方式の確立を基本ごずべきと考えられる。

な芦，水由杖芯｛こ芦いても雑草発生か生産の 1口］上に大合な障吾となっている。 リオグランデ

ドスール

著

をとり，

か，

せ

は比較臼少ないといわれているが，雑草害の

きく，水のかけ引きが不完全であリ， しかも直播栽培

からであるC, サンバウロ州以北でも水田謁発の意向が強い。 E!Hlll

を渥立して姜かないと．安定した生産が期待でぎないはかり

ものか不成功('C如わる危険性がある。主た，低湿池では品質を低下さ

も戌―寸乞安する間息であろう。
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(4) とうもるこし

1) 生産と動向

ブラジル1ておけるとうもろこし生産量は表 5臼示すように， 1 9 7 4年にむいて, 1 5 0 

が見こまれている。これは世界に心いてアメリカ，中国江次ぐ生元量である。

その主産池は図 8(3)紅示したように， ミナスジェライス州，ゴイアス州以南の市東畠

わたる地帯で，その作付面積は約 1.l O 0万haと推定されている。コーヒー， Nrl, ごとうぎび

の合計作付面積より大きく，稲あるいは急噌した大豆作付面禎それぞれの 2倍以上に及ぶrm憤で

ある。筆者らはミナスジェライス州，ゴイアス州をはじめ，それ以南のとうもろこし生産地とさ

れている地域を調査した。確か尻，とうもろこし姐 にみることかできた。しかし，大豆燿

より目立たなく，統計値で公表されている 1,1 0 0万b⑪ がほんとであろうかと疑閂視すろ

度にしか感じられなかっiz:.oその作付は山間傾約地に多く，作付 1枚当りの山責ば，Jヽ;'r〈序

コーヒーなどの間作としての作付が目立っ fる

とうもろこしはキャッサパ，いんげん注めに次ぐプラジルの伝統的作物であり，

食用として需要が多く，その生産の担い手は中・小農家が主体である。したがぅて生産物〇〗流連

は自給あるいは国内流通がほとんどで，輸出は 19 7 0年に約 14 7万 tを実廂した

最近では国内需要が急増してきたため，むしろ減一ている，）

しかし．最近はとうもろこしを商品作物としてとらえた成械化による大規模栽培がリオグノン

デドスール州，パラナ州西部をはじめ各地で少しづつ見られるよう f'Cなった。現在，農場主忙よ

る大規模機械化栽培の対象作物としては大豆が中心である。大豆価格が良いため心とんど連作し

ている。新拇作物であるため連作年数も 2~3年の応のが多く，雑岱害を除き連作障実は特にみ

られないが，病害，線虫の発生など障害の危険性が大含く，綸作方式を早急に確立して芯く必疫

性のあることを大豆の項で述べた。とうもろこしは国内，国外を聞わず世界的に需要がふえてい

る。また大豆用のコンバインなどもアクッチメントを変えることによって利用でぎ，

ができる。古た，雑草の抑制に効果的で．茎痣のすぎ込みは地力維持にも役立ち，輪作そのも(〗

が病害，線虫などの防止に役立つ。以上のように，とうもろこしは大豆との輪作作物と

であり，その上，農民自身が伝統的 1ごとうもるこし作に慣れている利点もある。

ただ，プラジルに如けるとうもろこし作は収簸がきわめて低い (1~1.5t/ha)。これは

後述するように品種選択の遅れと栽培の祖放化にもとづくものである。しかし，改善の余地が大

含いだけに収戴の向上は期待でぎる。現実に試険場や展示圃あるいは一部農家でも 1ha当り 4

tないしそれ以上の収量をあげている。これらの技術をもと図農家に魅力ある作物とすれは，全

後，祈しい商品作物として大豆との輪作方式に組みこまれる期待が大ぎい。しかし，とうもろこ

しは吸肥性が大きく，水分消費量も大きいので，適地性を明らかi'Cしておく必要があるo I四沃左

テラロジャ土嘔はとうもろこし作にとってすばらしい適地と考えられる。
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2) 

a) 作付体系

とうもらこしは山加頃針旭の竹付か多〈，蛤作はとく（てない。しかし， リオグランデドスー

ル州では小及との瞬合もあり，支た以野を草地造成1,こする場合，閲墾ー釉/ / 
／とうもるこし＼

＼大 上と／ 

牧箪 (Jar乳ぃ； a)の万式もある。支え，サンバウロ州，パラナ州ではコーヒー園の間作と

して作られることか多い。

b) 晶 噸

は，サンパウロ州では 80 o/oといわれているが，全国平均では30 ~4  0 

拾と推定されている。アメリカの AG三oc己只訳い士の版 8が最も広く晋及している。国内の改

としてはサンパウロ州では IAC-6999B, 'l'aylor Evans 101, リオグ

ランデド人ール州では IAC-6999}1, IAC~-7974, SAVE---234, SAV巳

-1  9 0などが比較的よいとされている。そのほか多くの在来呻も各心で栽培されている。

C) 哨種邸，収穫期

絹糸袖出斯詞後の降雨箪か収竜に影響することを経験的して知っている。一般品種の播種から

出栢功， までの仕：育日数ft恥よそ 75日， 1 4 0日程度といわれる。主た，サンパウロ

州，バラナ州では 12月以降園が多く，とくに 1月に多い（） リオグランデドスール州では 1月

以降が多い。以上のことからサンパウロ州，バラナがl・Iなどプラジル高地における生産地では 9

~l  2月が囁種期間であり， 1 0月か適期とされている＜ぅまた， リオグランデドスール州では

1 0 ~ 1 2月が噂種期間であり, 1 1月が適期とされている。収穫期もかなりの幅があるが，

最盛期はプラジル高地では 3月，リオグランテドスール州では 4月である。

cl) 耕起，整地，廂肥，オ番種

大尻慎磯械化戌培では大豆と作又行桓は同じであり，アラーデによる荒起しとグラーデによ

る砕士を糾合わせ， f番種直前にグラーデ筐よる整地を行ない描種床を形成する。 トラククを持

たたい小農家では上記の作業を馬を用いて行なう。

播種作業は大規漠機械化栽培ではプランタを，中・小農家では人力用播種機（写真参照）を

用いるか手1番で行なう。

宛肥は中・小農家では窒素肥料を追肥筐使う程度で施用していない方が多い。しかし，大規

模浅棧化栽培では式験場あるいは普及機凋で示した使用悲準応したかって應肥をはじめている。

サンパウロ州で園いた理想的な生育のためとした施肥基準は， 1 ha当り窒素 1o K9, 燐酸

8 o Kr;, 加里 30~4 0K9(以上元肥），と 30~50Kgの追肥である。追肥は測肥とし

て出芽 3 0日後ぐらい，箪丈 30cmの頃を目安として実廊する。また， リオグランデドスール

州北部では，同しく元肥として窒素 2o Kr;, 燐成 6o K'l, 加里3oKr;, 追肥 Ct番種 40日後）

として窒索 2o Kr; をすすめている。
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1 ~ 1. 4 m, 株間が 5O ~ 8 0cm, 2本立，店が直本紋 1ha当り 2.5万本

前後が多いようである。中・ 筐粗望，プランタを利用する大規漢

密）直の方向紅進んで茶リ， 1本立， 1 ha当り 4~5万本：ここ逹している晨家もみら

覆土は 5cm罰佼と深い場合が多く，

深播の傾向があるようである。

e) 病害虫

以下に示すような病害の発生が認められている。

しやすい北バラナ，サンパウロ州以北では

Diplorlia zea.e, Dip!.c,d,a mr1.crospora., Ciガカ cre!.la zecze (赤

かひ病） ,He!m,:nt ん。 S 戸• r 1、1l冗， ticrcic比加 （すす紋病）， Curi比!a T 7, (!, 

m (l CU、Za n s, P ll c c i n 1 a s u r qんi (さひ病）， Pん1/ぶ。 der況 cz mavdts(斑点

病）， Ustzieqc mavclis (県穂病）， So respの T !, l, 冗 •re1.tianz:,m( 糸里穂病），

1/ f !, i 1しm spp., Pl,ysz!。spora zcac, He!mi1しt.¥. 0 ふ•porium 門 aydi ふ

（ごさ葉枯病）， Sugar cane'TLGSnic v.Lrus (てよるモザイク病3

これらのうち，ごさ葉枯病は， T因子をもつ F1品種が作付されたとき他の点国の場合と国l

様激発したが，現在ではその作付がないためi在とんど閲邁になっていない。黒他病，さび病な

どが一投であるが被害は大きくない。

古た，害虫としてはヨトウ，アワョトウなどの被害があり，貯蔵中に千実を食害する

Sitop/2,i:Lus sppなどの被害も大ぎい。

病害虫防除対策は栽培が粗放であることちあってほとんど行なわれていない。ただ，購入す

る一代雑種の哨子筐は，アルドリンが粉衣してあり，古た， Et a ,, m " p q_ t _n uふ， liq n°, e/!us 

の発生の多い地域ではアルドリン，ェンドリンなどの溝廂用を行なっている農家もある。

f) 雄草防除

雑草の種類は大豆の項で示したものと 1司じであり， 1受占雑草はメヒ、ンバ， Bracli1,ar1,(L

戸バ taqinea などイネ科雑草であり，イヌビュの煩の発生もかなりみられた。その防

除対策はカルチペータ（大農はトラクク，中・小農は畜力）による機械除草で，その回数は 2

~ 3回が一般である。人力によるホー除草が加わる褐合も多い。

プラジルにおけるとうもろこし作の栽慎本数はきわめて少ないが，その罪由として，中耕作

業（生育初期段階では縦横に行なう）をあげている研究者が幾人かいた。雑章抑制力が強いと

されているとうもろこしの生態的特性からいって意外であった。多収要因である密槙技術を進

めるため，除草剤利用についての研究が行なわれてかり，アトラジンなどトリアジン系除草剤

の土壌処理の効果が明らかにされ，一部農家に入っているようである。

g)収 穫

登熟闊になると茎を折り曲け，子実穂に雨が入らないよう下1て向ける（写呉参照）。柑，
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コーヒー，大豆などの収穫期と競合するため，ひ支を見て， i試次，子実徳を手でもぎとり，集

めて地上区放薦，その1麦，馬車で家主で連殴するのが一設である。茎の計 9曲けから連ひ入れ

るまでに長貼日応なり．腐敗による戚耗あるいは品質を知とすことがあるといわれる。

のコンバインを用いている。大豆，麦I甘のコンバインもアクッチ

メントを変えることにより適用でぎるか．現在は用いられていない。

h) 収菫

3) 

プラジル忙苓けるとうもろこしの 1ha当り平均収量は， よると， 1. 3 ~ 1. 4 t 

梓度であり，世界のとうもるこし生産国のなかでは最も低い部類に属す加筆者らの調査した

でも，上記0平均以量iても達しないと推定される生育量の畑が随冴にみられfZo しかし，

日仁のとうもろこしの生肯誼に劣らない畑もかなりあり，主た， ぎき取り 0こよっては， きわめ

て り．これは大豆，稲などと全く異なる点であった。

たとえは， リオグランデドスール州では一代雑種を利用し，廂杷をすれは 4 t/haは可院て

あり，天氾している農家のあることを閣いた。サンパウロ州でも一伐雑種を利用し，十分畜叶

すれは 4~5t/haは不可北ではなく，テラロシャ土痕にあいて lO t/haを

あることを聞いた。主た，マットグロッソ州では 30 0 haの大規模磯減化栽培にふいて 2.7 

~3 t/haをあげている農家かあり，すはらしい生肯；r示したとうもろこし作を直接見るこ

ともで含た。なお，この農場ではコンバイン収穫後，枠は農作業の刑約と病害の発生を危i具し

て焼却していた。

a) 品 種

多収能力をもつ一代雑種の晋及率は国全体で 30~40%にとどまっている。したがって，

さず，その普及率を高めることが必要である。現任，晋及している一代雑種をはじめ多くの晶

種は長枠で施肥条件では 3m以上に及んでいる。

フラジルのとうもろこしは伝統的作物として，その生産の坦い手は中・小農家であり，その

栽培は施肥をほとんどしないような粗放なものである。したがって，一代雑種の普及が直接効

果を示すものでもなく，支た，長枠品種の方が栽培条件に通応しているとも考えられる。しか

し，大規模慨恨化栽培のような商品生産のさざしが見えて姦り，多収をあげている農家も現わ

れている。それらを拠点に順久，魅力ある作物として，大豆作の場合と同様に，中・

も改告技術が浸透していくことが予想できる。

したかって，それに対応した技術の改善策を用意しておく必要がある。その第lが品種の改

善である。試験研究磯栂では育種目標として，第 1に短梓化，第 2に耐病I生をかかげている。

ピランカバの ESALQ,(サンバウロ大学農学部）では草丈 17 0cm, 

短梓品種（品種名 pirano)を見ることができた（写真参照）。
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ついてはすす紋詞砥筑在に重点が如かれていたが，作付規樟の大窒いこと，韮杞ヘ

の方向を考えれは耐病外晶賃の育成は最心必安なことである。施杞技丙の追歩にi半い社「しい，］道

対するは抗性もし麦になろ

4
^
・
j
 

L
4
 

・し

L
,i,‘ 

u

文j.
 

ヽ
）ぃ｝

頂」，:已のような晶布Eの改舟も杖培法の改古と併行しなけれは効凩ば閏位でぎない。むしう，虎

吠では，牧巳法を改苫し之力ぶ効呆を尉iげで窒よう。 d凡羨喝や塁ゑしこみられる

を物語るものである。その改善策の某本は泊肥量の噌大と栽囁所度の贋加である。具体的な罰

肥菫如よび栽閏密度；こついては前述したので省略する。何人かの研完者が危惧してい

表も阿！：巴げ（条施）ぁ、よひ

でも十分汀：，しでぎる心のと思われるうむし

れは，その苗〗りからいって，汲械除且だけ

'只の発宅が多くなるらのと推察されるので，

その調査，対応策（主として品賃）を進めてふく必安がある

とうもろこしの生在の担い手か主として中・小晶家であることを呵述したが，施杷直の増大

あるいは，一代雑種種子の講人などかなりの費用を必要とする。したがって，それに見合う魅

力ある｛生物にしなければならない。現在，とうもろこしiても最ほ味償佃格飢度が設けられてい

るか；その間度の一層の活用を進めることも，栽培法の改善ととも図重妥なことである。
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プフ 1/Jレ［ご芦げる三いェコーヒー，さとうきひ，侶 H主とし、乞フランテーション似業，キャッサバ，

いんばん定め，とうもらこし"ェ闘とした目

形冗とへて喜

．
 

'ヽ

J~t 
、̀
T

令“ノ．'
l
 

それ

｛こよる心のか王体であった。

を刊川した

ォLi'.ご灯し，第 3→£で18べて大豆， ,jヽ 友ば糾しい fl古勿であり，主た， ・'cの？鸞手没

ぷ茂に州である。とうもらこし，加にしてぷ目給生吃一八刀の改i若い多いも (7)の，

という

な大型

小文と同様に大

〗ド笈賛 f)きごしか見えている。これらの技術はプラジル10::とって祈しいものである。

熱骨哀呆Iょ紐詞（り

ン髯足であり，一つUL,

f乍位）it. 

ヽ t

とか，

つこ分げ今ことかでぎる一、一つは商晶主）平をねらったプランプージョ

立入中心とした小机嘆以又である。プフンアー、／ョン没呆戸諏ける生産

［国 られ心ような湿閏、1也以てvr,バナナ，ゴム，アプラヤシ＇，茶，さとうきひな

は~ 祖水条併で褐なとか選はれて喜之。これらの作物乙｀かると，喝を除くと，ほとん

あり，さと：きびも

ご吝ける紆賃は攣喚浣則方式てあり，

しから収量はさわいてはい。

以上＜つよう左塁又＇じ忙かィ］~なわれてぎ元巧）には吐会， {di和白条i牛の盲晨はあるか，技術的筐も大さ

な□凧木か考えられる。干支:,i(j的左臼味としては堆箪訪ぶr・c汀ずる考慮と他)Jの維持か大喜い。熱怜にあ‘

ける日克旦］は直〈，上凜が直接露光ずることは士頃有磯物(u分屑を促し，地力の咸粍筐つながる。永

年主作初は年間を岨し，土晟への宜羨露光を翡断する咀り召をもっている方永年生作物は雑草との競合

にも］白い。注に，間心もfr:は危峡分散をねつつているものでちろうが，その作付は土嘔への直接蕗光の

，ごも有効であり，その生産官vぅiJ{喜げを収デ奥する cltは bblG rr;ulc、0 も1叶咲な効呆がある。

も地力に芯合したものであり，堀り砕なこ［こよる料起の明略化も同じである。さらに醗

式そのもの

以上のような

作fJする株出し攻培か中心である。小祝

ど吐走己が少なく，間温作が一般であるり

企ねらったものでもある。

芦げる旦法と比べ，現在行なわれているプラ く異

只といえる。げ起は床〈， “し［は多く，主］こJj又奪がはけしく，さらに不作付期闊（冬一乾期）は

煉JDLの主主放棄するも eつである。）い人見悦1咬属化虚菜は現代日］な岐も進歩した虞去ではあるが，それは

寒直で牛八たものである。その是去か恨い太尚エ不ルギーをもつプラジ Jしで永読するのだろうかと危

をもつ。プラジル［こおける人厄悦機械化は訊瞥晨条のあり}]を考える大ぎな実験事業であるような

感じをもっ戸c

もし，そ0昇叉が失敗した易合：こは砂叫］は少漠化する恐れさえある。プラジルは吐地率が低く，土

」世が広いたの，その」よ」が不良に左れば別の土地へ格ればよいという若えがあるようであり，今まで

ばそれも可尻でもへだ。しかし，坦圧では土地もf直上りし，充た，甘Tしく開発に参加している

生活をかけている。 完ー磯械化体系という

だ咲は丈固としても， 1口1時応，水読望足を起めるため

考えることはできたい。

くって均かなくては
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ならないし，それを事業に組みこんでい〈必要がある。

以上のような必要性はリオグランデドスール州のような

パラナリ廿以北にあ、いて高い。とくに土嘆｝｝巳沃度が小苔く，

間筐袋ける気温が比較的高く，日射凧の嘩いセラ-・

ともか〈，サンバウロ州｀

がほとんどなく，しかも，その欺

ぎい（〉セラ,_卜の慎生が

一次的なものが火焼きにもとづく二久的なものが叫らかでないが，一久的であれは，そのけ月発の正心

方は慎重を要するし，二次的であっても，その考！旦の必妥在は変るものではない。これらの地域に入

檻している日 筐．ある程度U雑草をあえて生やしていること，しかも，

これら日系農家の多くか，かっては日本1こおいて， 「木胄晨は単を兄ずして点をとる」という教合を受

けてぎたことを思えば，除草簡略化の現父は，唱発を悲のる之めの重及な示凌を与えるものである。

では，永続のための腿業のちり方であるが，短期間の調査いtぎす，今後の精査を支たな（へはな

らない。ここでは今後検打を必笈とずる｛支忙ilJり出］岨をあげるにとどめてわ〈。

① 乾期侭土填を露出させないような作吋を点泡する。そのためには，臭作初（大立，咋研など）を

筐収慢，乾勘筐人る主でに雑―革生のはして土地の露出を防ぐ。適当なイネ

になる。

② 耕起を岐小限忙とどめ， minimu咀 till巳ge, scubble mはlchのガ向を「英叶する。

①と閃連して， し，函産，殻f!Fの複合紐営を進める。

そのため1では乾期におけ 確立する必妾があり，低虚筐霜げる水を飼科

生産に向けた集約生産技術の確立をはかる。

④ 慎生の変化は病害虫など動物の生態系筐大合な影磐を与える。 CD,③の成否fて影霧する重安な妥

因である。したがって，現在閲発が進行している地域を干心(re, その生雪

る。

そのほか，樹園地造戊の可能性など幾つか考えられるが，いすれにしても．晨業永続を悲仁にした

試険研究の実施，その充実と，開発現場を中心とした技術的調査が必要であり，それは社会経済的調

査に先行するものでなくてはならないヘ
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5 参考貧料 (A)

し1) ブラジル政府に対する報告呂

この和， ブラジルを去る日』に，プラ したものの原案であ

る。正式：ごば，本幸艮告退をもとに専門家（大使餌冴属）の手でポルトカ几語に詞成．それを追出し

i・ ， 
、-o

ブラジル畑作農業に国する調査報告げ

1975,2,3 

センター

岸 国平（植物病涅）

中山 兼徳 （作物栽培）

大野 芳和 （胄糾勿生珪）

成初に，私逹の辺間企許可していただきましたプラジル連邦政府に厚くぷ礼を申し上げ企す。

私逹の直1i]の主目的は，大況佼虚作虚業に芦ける大豆．とうもるこし， ゾルガム，稲，小麦など

の栽培技術の勉強であり注すか，一方，プラジルおよひ日本両国の農菜研究者の励力叶究を今後一

層推進したいからてもあります。そのため(C, 1 9 7 4年 11月25日から約 70日間，サンバウ

ロ，ゴヤス， ミナスジェライス，マットグロッゾ，バラナ，サンタカタリーナ， リオグランデドス

--Jレ，パラ州 ．その間筐多く 大学，農業協同組合さら応農家を訪間し，目的

を達成することがでぎ支した。

；；方向し主した己MBHAPAの本部， CPAB, 国立舶中央研充所，ゴヤス姦よひミナスジェライス

のAOAR, ゴアニアの .P:MP只EBA, IAC, ESALQ,, IAPAR, I『EAS, 工PB'.AO, II'EAN, 

コチア産業祖合中央会仁部， I司北パラナ支晶，さらには多くの農家の告さんに視切な御協力と御便

宜をいたたきました。 ここに厚く如名しを申し上げ主す。

私達は次のような点から，プラジルの農業がすばらしい将来性を持っていることを強く感じさし

た。その一つはプラジルにおける耕地夏）大・部分が熱帝・亜熟帯の高地にあり， これらの高地は，広

大かつ平担で，磯械化による大規模農業に適しているからであります。第二は，これら高地におけ

る夏季の気象が，日射菫が多く，昼暑く，夜涼しく，さらに通風がよく，作物の生育にとって極め

て好適な条件であるからです。第三は，農業者はもちろん農業技術者および研究者が，大脱漠農業

における技術の目標が，誌薬，杞科など，農業資材の節約と磯械化による省力を柱とした安定生産

にあることをよく認識し，その方向で生産の向上に努力して姦られるからです。このような理想的

な条件を備えたプラジルの農策は，今後，農業投資の増大と新しい技術の導入により，さらに著し
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（発展されることと息いきず。主た払ょ素もいがらそで）逢展を『且うも J)でらり主す0

その発長のためば，鯰定が訊住，勉強し主しこ闇亨芦よ と：う応ろこし， ソ］レ ;jム，

小麦な る いて；］干しつぎ想を申し上げ主ずc

1. た＆つ(')技机対策としては， サ'<L'jリIr―げて竺!,尺及ふ吐Ci')峠へと改良刀、よ！［

も効率的であり，重髪であり克ず。そこ汀句叱目［ドは，大互が

ソルガムが忌枠・名収吐，小友は坦戸・耐伍月，屹栢は耐

るためには，その素材である臼物の主兄，生祖的な

とうもうこし，

，晶は改［とを筐ぬ

も必塁と＇こ＼い走す。

，と

2. 私達が力れヰした地域のほとんどは大豆が王作4りでした。プラジ Jl/(ごふ^ふ(j"る大・iの作付;-t, この

数年嘉て急速にふえたと向いて恥り土す。）＜豆

るため，セラード地双に虫見！上合ぷ

とって翫岨心でわり， してい

られたばか，全i羹圧〕い:'その生合はすばらしいら

のでした。しかし，大豆平一 祝只，上咽1分害等による這ぎが生じないと土成り主

せん。したがって，今から，その周査をはじめるととも｛て，一万では，大兄と輪作する作!f叫て'klt

る研究を連める必安があり主す。当面の輪｛！「作物としては，とうもろこしが杓えられ支ずので，と

うもろこしの栽培技術の改号を進めるい妾かあると邑い主す。農笈芍かとうもろこしを魅）Jある作

物として，大豆との綸作忙糾入れるためには，以呈を大幅！て向上させるし、安があり ・tす。それは凡

に述べた気象条件から考えて不可翫でな〈，とくに尼沃な Tも rra hoxa土信では十分可吃と息

い支す。

3. 大豆作は生産が安定で，大規 に適し，＇叫禁罰汀乍吻として阪めて有召です。作付か色由に

のひ之ため，地域に通する晶性が決主つていないようです。それぞれの心改に適した焚艮贔種の選

定とともに，さら iて殴械化適応性が凸<'病気にり菫い品杜[(7)改見を且める必尼かあると巴、い屯す。

栽培技術に夷する閉也点としては，発芽不臭！ごよる失敗企，幾つか」とバラナ以北で聞ぎ定した。

大規模農業では，発芽の良岱はそつ主主作柄の旦否 ICつながり令十。全茅を良くずるため，

種子貯蔵筐か庁りの注寇が払われてい杢ずが，定だ十分でないようです。発芽不艮の収1月戸ついて

は，幾つかの推測ができますが，早包Iて，その原因を叩らか 1てずる必佐かあり主凡

吉之，大豆作では邊占哨であるイネ科絆単を防除するために， イネ杜叫直1て選択凶iて1乍用する森

旦剤を使用していさすが，連ギ使用であるため，広葉雄亨かふえて許信害か宅じてい主す。し;Iこか

って，除草剤利用のローティション技術の確立も必要と円い主すn

4 とうもろこし化はAし1直の展示圃あるいは点又叫完国の高易などでし上す：〔らしいI_E信を見るこ

とがで苔定したが，一没塁家のとうもろこしの生合は必ずしも十分ではあり主せんでしだ夕先1て近
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べたように，そで）立氾采1牛・、かう， は十分あると苔えられさずので，！髪艮晶種の専

入，文良乞tgめるとともに:, 団茫，杖噴','t'Iえなど

ある作物J( ご~ する必安があると巴い支ず()

5. ノルカム，小反作（てついては成培札芯兄と':とることがてき主せんで

はかり， 収人国で魅力

したかって，具体ii勺なこ

とば叶］し上,:jつれ支せんが， ノルカムf卜の仄培技菰］の叫也点は， とうもろこし作のノ易合とほぼ同様

に名えてよく，と（に干ftつて直〈，とうもろこし作の不適のような保水力の小さい土壌では大豆

と瞬作でさる付望な f1:!1;:w:み~ リ')る可尼性かあり定『ので，叶完の皿止とく筐，品噸，施肥に1英

すずる位笑戸寸が{ら麦とこ］い主す。

小，｝『ドでは，土(jjい!/Ujiこぺいげる誡及か閲いこと

い''tずよう仄， 大豆序旱，耐因［主[、'1「出いっ呉入，

，プラジルの多〈 されて

応重安てあると、日います。と〈こ，上地利用の

峠夏［じ，磯i喝元」月」の縫済立を考え主，t と，見作吻との髯f乍，('~勿として は戌記）

て直立と思い苔す。

6 和丘『「二ついては生産月乃甘い 田f「の出元心 tiクでしょうか，広大な畑の立旭条件，あるいは現

在圧められている、ヒジードの出発を考え市すと，吟叩/if<l.)』じ互は峠く，そのfr)「元の推進も懐めて直

菱と忍いさす。 作で 耐病庄晶位の尋心改旦とともに， Elasmopalpus lig-

'1 o c, G~- 1 ,,_ sなどの晉虫の防除，さら応ば

推草処』の検丘］か巳笈と思い定す。

とくにイネ とした主育馴

7 セラートのI尉完が追望）られて⑮り，その遂斤と努刀に深い閉心を持つとともに敬心を党え支し心

戎賛化しやすい上噂条件であり，夏季の＇気象条件は 1乍内の主育に適して芦り，将来は有望な歳耕地

'でなる可茫[<tかあると息い主ず。しかし，そのはl兌を効平的筐行ない，成功させるためには，

の改旦と保全および土真い墨方此などの技術I面茫が必安であり主す。定た， j禾水力が十分でないと

巴われ克ずので，夏季乾戊〇尉合に知ばる危陰分散をはかるための髯人作吻の選定，祖合せ技術の

険~二［も したかって，主す，それらに刈する試験研究を先行させる必要があると思い支す。

8. プラジルのけj也は広大なため． ある大きな歳叫主は，上地は無阪にあり，

が不艮化した場合（ては古しい出墾厄を作れはよいという考えをもっているよう［ご息われ主す。しか

し，上地は旬長であり，企た，一度不艮化した上長を改善するためには多各叡の費用と長い年数を必

硬としさす。巳夭な「c・erra 丘oxa上渓でさえ，一紐も化の現家のあることを閲苔支した。克し

てや丁ら rra 只oxaを食< 闘いとはいえ支せん。主た，閲墾後の土壌 よ

り肥夭岐の低下か大ぎいと思、い祖ず。しかも，九冒~;日の に高騰のI頃向にあります。した
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かって，上良のぼ全と店）J罹J号には紐しのi上ぎがし哀でちり主す。そしつ乞もに［よローティジョンの

の確立など技柑対策の位立ととも 1ご，氾夭度に国する悲礎伍尼を進o:"） る必妾かあると思いきすn

なり布したが．弘達~はプラジル国 し，皇業の包直かで、でた上iて，多くの憂秀な

阿名と伝うことがでぎ生したことは人変な宜ぴでした。これっのププンルの叶兌苔と日仁の研冗者に

ょ はプラジル．日本向国の履業の発投に没立ち，さらに

うため(ても大ぎく頁献ずると思い走~す。

有誰うございました。

の位庄を切に希召いたし古す。
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Report on Survey 

of Upland Farming in Brazil 

3 February 1975 

Tropical Agriculture Research Center 

Dr. Kunihei KISHI Plant Pathologist 

Dr. Kanenori NAKAYAMA Agronomist 

Dr. Yoshikazu OHNO Plant Physiologist 
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We should like to express our sincere thanks to Federal Covernment 

of Brazil for permission on our 

The main purpose of our was on scale of 

farming in Brazil, on cultivation of 

rice and wheat. Besides we expected to find the to carry out 

comprehensive works of cooperative or joint research programs between 

Brazilian agricultural institutions and our Tropical A只ricultureResearch 

Center. For this purpose we have visited many a江riculturalresearch 

institutions, universities, agricultural cooperations and private farms 

in S百oPaulo, Goias, Minas Gerais, Mato Grosso, Parana, Santa Catarina, 

Rio Grande do Sul and Para, and we were happy to have many successful 

fulfilment of purpose of our visiting母

We have much pleasure to express our deep appreciation to Directors 

and many staffs belonging to the head office of EMBRAPA, CPAB of EMBRAPA, 

CNP-Arroz of EMBR紐 A, ACAR of Goias and Minas Gerais, Ernpresa Goiana de 

Pesquisa Agropecuaria, IAC, ESALQ, IAPAR, IPEAS, IPEAO, IPEAN, CAC -

Cooperative Central and CAC - do Norte do Parana and owners of many private 

farms which we visited, for all kind arrangements and guidance on our 

visiting. 

We were impressed strongly with a blight future of the Brazilian 

agriculture. Because we have found that Brazilian agriculture has three 

desirable factors for development as the following. The first is favorable 

land condition for agriculture. The Brazilian agriculture is carried out 

mainly in tropical or subtropical highlands which are vast and plane. These 

land conditions are most suitable for mechanized agriculture. Second is 

climatic condition. The climatic condition in most of highland is suitable 

for crop production because of much sunshine and high temperature in day-time 
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temperature in besides suitable winds 

for crop growth, Third man power合 Mostof farmers and researchers 

most important program on 

scale of is stable produe which is 

in large 

らyusing 

with mechanization. 

attainments. In 

conditions 

chemicals and fertilizers and saving labors 

are making effort their best to such technological 

Brazilian a只riculturehaving these desirable 

investment and 

methods. 

We would hope to express some impressions and as the following 

on and cultivation of maize, sorghum, rice 

and wheat which we obtained from this 

1. In the technical point of view for agricultural development 

in Brazil it is most that the introduction of improved varieties 

and , by which farmer can expect the stable production, are performed. 

The main ectives of at present are adaptability for mechanization 

and disease resistance for soybean, short and stiff culm and higher produc-

tivity for maize and short and stiff culm and disease resistance 

for wheat and drought resistance for upland rice. In order that such 

varietal improvements might be performed, it might be necessary to carry 

out physiological and ecological studies on these crops. 

2. Soybean was the main crop in almost agricultural regions which we 

visited because recently soybean planting increased rapidly. Growth of 

soybean in general is splendid because of newly cropped soil with soybean 

and favorable climatic condition except that soybean was not grown well in 

consequence of insect damages and problem soils. But damages caused by 

nematodes and soil born diseases might be occurred severly, if successive 
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cropping of soybean is done念 Therefore, the surveys of cause of 

damages should not only be , but it will be necessary to have 

the research on rotational crops of Maize suiじableas 

a rotational crop at present, so that the cultivation , in which 

farmers will be able to obtain much more yield of maize than present one, 

should be improved. The establishment of such be possible 

from the aspect of the climatic condition as above mentioned and at least, 

particularly in fertile terra roxa regions. 

3. Soybean is not only suitable to highly mechanized 

with stable production in Brazil, but exceedingly crop for interー

national commercial grain. It seems, however, that varieties which are 

suitable for different regions in Brazil might not be established because 

of rapid increase of soybean planting. It might be necessary to select 

and breed improved varieties with regionality and adaptability for 

mechanization. 

As problems for the cultivation method, the low percentage of 

emergence in the fields which influence directly its yield in large scale 

of agriculture was seen in the lower latitudes than the southern part of 

Parana. In order to improve the condition of the emergence, it would be 

necessary to be more careful for seed production and storage. The reason 

why takes place the poor condition of emergence in fields should be clarified 

though it is deducible. In weed control of soybean fields, farmers at 

present are successively using the herbicides which act selectively to 

gramineous weeds in order to remove them from soybean fields, so that 

broad leaf weeds are being dominant in place of Graminea. Therefore, the 

methods of using herbicides which control both kinds of weeds in soybean 

fields should be established. 
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4, We could see excellent growing of maize in exhibition fields of 

AGAR - Goias and fields in some agricultural research insti-

ぶ,,armers, 

But in maize was not alwavs grown well in many fields of 

:i.s clarified from 

many re只Lonsin Brazil are apt to 

facts that in general 

of maize. Therefore it might be 

to lncrease the of maize ultimately in these regions when 

the introduction of improv,,d varieties and advancement of cultural techniques 

such as of fertilizers and increased planting density are carried one. 

5名凶ecould not indicate definite problems of cultural techniques on 

and wheat, because we did not see the cultivation of these crops 

in fields笞 Butin general the problems of cultural techniques in the case 

of sorghum seems to be almost the same as ones of maize. Sorghum is a 

promissing rotational crop to soybean even under the soil condition of 

low level of water holding capacity in which maize can not grow normally, 

because it has higher resistance for drought than maize. Therefore, it 

might be very important to have research works on development of sorghum 

cultivation, especially on improvement of varieties and fertilizing. 

Since the temperature in growing season of wheat is relatively 

high, the incidence of diseases as such as Puccinia spp., Cercospora spp. 

and others is severe内 Introductionand improvement of resistant varieties 

might be most important as pointed out by many Brazilian scientists already. 

Particularly, increasing productivity of wheat as a rotational crop to 

soybean or other summer crops is very important from a point of view on 

economical utilization of lands and machines, 

6. In the case of rice, development of lowland cultivation which can 

expect higher level of yield might be important for Brazil in future. The 

other hand, the. importance of upland rice cultivation is also much increasing 

because vast uplands cultivated and vast regions of Cerrado which might be 
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to be in 
c" 

>: ulure for 

rice cultivation. and disease 

resistant varieties 

and (立）thers 

りfcontrol metいods

the post-emergem::e treatment of for gramineous weeds匁

7, We are much pay our 

the 

could be a 

of ＾ ぐerraao, " しerrado many potentialities which 

こonsequenceof 

mechanized land situation 

with 

land 

s
 

令
よ

efforts for 

r・ 
I.Or 

. 
rice 

n
 

・エ氾
9

in 

rainy season,. Systematiこ reseaぃ：『 rmsoil 

and protection of soil born 5.nsects sり be

and conservation 

in order to succeed 

the 

seems to be 

cerrado筍 Water capacity of soil 

small in しerradoso:iJ一念 The selection of crop species 

and their combination in farm 

in SU皿nerdryness. 

be necessary王oravoidance from drought 

8. farmers who are promoters of in Brazil seem to 

have a concept in general that they could transfer to the new land if soil 

of their cultivating lands have been infertile for cropping because of 

having vast lands愈 land, however, would not be infinite even 

in Brazil. The improvement of soil which have been infertile could take 

much cost and many years. Soil 

decreases rapidly in tropical and 

of the newly developed land 

regions of Brazil. Therefore, 

it might be necessary to arouse much more interest in the retainment of soil 

fertility and conservation, The basic research on soils and soil fertility 

in Brazil should be necessary 

for improvement of soil 

with trials on crop rotation system 
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It was very for us to have a chance to visit Brazil for studying 

and have a chance to meet many superior scientists. 

works of the cooperative or joint research programs which 

Brazilian 

would be carried out between Brazilian and Japanese scientists might be useful 

for development of in both Brazil and Japan but also not 

for to food crisis in the world. We would wish deeply to develop 

works l迂 or joint research programs on agriculture 

between Brazil and Japan紺

7 7 -



主．． 

aこ1.es 

面妾百
-, ― ,, . 

：ょさこ

.> l

ょ¥r: c・c: ! 二L:J 

屯久在ブラジ 1)ア t一

H:M'3しA『'、(― ぶりである。

し，叶＇「喝 i見Jと

は屯減のi;lf信所か））＇［

よっ

から氏渭ずることこ［って，喜

↓ り外

)- . し 'I を'・・.、., _ .;. •:) 

て， h田信舌砂え，←r, 元,i'..ずることぶいらいて

8lf已尺 しプ)「f;~喜こと直iサ撃i::ふくJ6 o o o A, 八 2 0 0 0八 4年

で 12 0 0人の 又 if』i1uずる

させて学位取得をさせている王且吠でち

心祝在 31 7名が修士，＂い[

又は米国などへ笥学させる予定でも

完考の咋入1こつとめている、' 1< •. -. 日へう',-,

している。卒又し，こて、D}il、

h /' 

C l見在の崎員 :extし

4
 

0 0 0万ド

1 9 7 5平

1) 
,'' 英！句'f/: 「Jなからも圧

り「i「Jう：;r夫て欲しい（う

て，ブ予ジ几：ぅ女性と

3 ） 

してい

して〈

ことは大変亨をしいことであるn{;'f占は 1200-~2500USi、Jレ/Ej十咬賃であり，ィ>-ーフレ

による物価スライド方人を戻用している0 万去として， 尺△『/→外朔省(

→性伯日本大梵，又は， 〗丁1 い只ハ~ 戸八 ➔[凸戻 4人→号［い F1 :;t;: 大生という C[ 
る、J

A
7
 

}

9
ぃ

5

、
＇｛ダヽ は 2

~5年でらるが，

よう()

っても，ならなくてもよい じ］ 刀fCもと了）v, て＇『丁ーなわれ

熟団ベースでの研危苔乃受人れは冗全

いてもよい()1五s¥ご覧する戸究は日心はとく

な n 1月(19 7 5年 1月）から来てい乏

るがり［斤('Cf見iヽずる閃）ピ者は大歓迎すりし

かしどんな分野のサ［冗者でも る。

し，各作目ごとの国立中 を

てらぐぅ` て，咆氾立の地土文ii;、平T

しつつらる。 f月1いっとこら

1 打月1こついては， 七ジタ ・・~ .・・、 Na('―’ ー ('口、、!l C'勺. Cし.

-78-



Arro,c)がゴヤス州ゴヤニャ

2 乳牛筐［息する国立叶元センター

ミナス・ゼライス州 J1ょi:7, cl 8 『or往

3 小麦iご［翡する国立研究センター

リオ・グランデドスール州予列 ,s,9 o }<・undo 

4 大豆， トウモロコン，フェィジョン，肉牛の七ンターを設立予定であるか，

いない。

してい

（庄 1) 2 して国しては，その後来日した J. ]'. Mora es氏（国立栢研冗センター所艮，

4月2 7日）仄よれは，坦在国立のセラードに閑する出発の七ンクーに改祖した由。

（狂 2) 4 筐渕して大豆に LAPAし］（バラナ'-"",4 fo1元尺if)が全国のプロ、ノェクト

の主務戸当 になった由。 （ ノヽ

その他 たlb('(,①アマゾン研完センクー-, ラード研完センター（上記参開）

ンクーなどの構想をもっている。州政府に もつ

ているが，殆んどの州か退氾政阿の町い汀這『A

もっている。例えは；

]口『AMエG ミナスゼライス州

闘 i80Cl-A ゴヤス州

ド虞CAP△ エスピリント・サントス州

等々

1 0 0笏出資する州の研究公社を

(<; こ下記のことを頸調した。

1 プラ／ルの機業閲発は J フ／ル人か中心［こなってぶこなう。

2 外国人と共同でこの出菜を行えることは大変うれしい。これは非常忙進んだ方向であると理

解しているへこれまで米国， ドイツなどの技術を導入して来たが，日本からも是非畔入したい。

米国，日本，佃国の技術を混合して独得の技術を創り上けたい。 ElV:B瓦□疇~ は外国の叶究者

を喜入するの忙， より容易にしている。
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技術蕃玉会 査矢
'-・・・・・ —.. • ••••• 

給

圧
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、
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,

1

裁

室
占

企

両

翡

整

郎

研

冗

者

r、--------------------------------
—- ! iも什完調整I

各弗門別国立研冗所 州立伍究所

連邦）く学
朴I立大学

州立研究国

そ の 他 そ グ） 位

付図 1 E 閏 B 只 八 戸 A 殴構図

2) 外務省国際［砂）J

1 2月 3日訪間

力式

設長； M a u r o 8 • F • C • :) uでlt 氏印 2 名と由接表数 i口］多！杞欠磨E ーププジJL し:l~" 人使い—〗•苦．

因記官の通訳図よる。占，中山，
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第 2 苓いて小麦の自給計国をもち， を考えている。またセラー

卜さ， サンフラ／ジスコ月冶岸，マットグロッノの中央湿地の碍発などを考えている。熱研との研究

屈力は，いつからでもどの分野でも可庇である己

3) ゴヤ de 

。t 
,
1
 

d
 

ー
らr

 

r
,
 

r,＼
 e

 

As,sistencia 

只は ra1 ば9

所長 V2,エl18S 

Goias;ACA只

A:Lres 

合 (Associac1乱 CJ

loias)12月 6日訪間

Vasconcelos 氏 その他連邦晟務省職員輸出回廊計画係官

の雌訳Iてよる0 岸， 中山，

I, CA只 ぁヽよ と を付っている。 Goias)、卜1にあ、いて重妾な作目は以下

の追りである。

1

2

3

4

 

米

とうもろこし

大豆

詞

．

．

 

5

6

7

8

 

フェイ、＇ゞ ご,/

ソルカム

野菜およひ泊料作物

成も直嬰なものは米と肉牛であり，

ACARが行っている

とうもるこし，大豆がその次に重要である。

りである。

1. 技術普及；叩域吐会（月じ俗）

を選ひこの人を印心に晋及をはかる。

2
 

及のセンターをもうける。農民の内からリーダー

この指導を行なう。

；教育，南生，食生活の

家庭訪后］などをするの

4 Hクラプを作って子供の活動をたすけ，

．

．

．

 

3

4

5

6

 

種-fなど筐対して 7応辰磯具に対して 15 %の利子で融資を行う。

流咀の改善

晨業励同組合の結成の促位

flimdicaljsmo; 労働各0横のつながりをもたせる組合づくり，経営者間の組合っ

くりを行う。

AOAR Goiao の職貝構成

技術腎及員

具務職員

5

4

1

 

2

6

 ー 大 学 卒

弁 （歌医

A
T
f
 

ズユ 高 校 卒

1 3 8 

4 8) 

6 0 

そ

吐

の

士

長

他 6
 

計 1 9 8 

計 1 9 8 
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Goias州は，輸出回廊計画に参画している主要な州 (Go i as, 1''. in as G 2 r a i s, げ巳 0

T0aulo, Paranaの各州）であるので， この計画の説明がなされ

目的 1. 輸出の増大と多様化

2. 生産流通のインフラストラクチャー る。

3. 国内市場の拡大（国内消費の多様化．と〈にプタ．むよびニワトリ肉の消

せて牛肉を輸出する())

この計画の中で生産と輸送があるが，後者は運輸省が担当する。生産音fl門を農偕省が受けもつ。

生産の目慄

1. 生産量の増大

2. 生産物の品質の向上

3. 生産コストの低下

生産における基本的命題

1. 主要農産物の生産地の区分

2. 技術の改良

3. 技術の普及

4. 農業資材の利用の増大

5. 融資の利用の拡大

6. 市場情報の改善

輸出回廊計画では，国際嗅畜産物市場の調査の皓呆，とうもろこし，大豆，ソルガムと肉牛の生

産に最も力をいれること忙なった。

この計画の具体的な単位収鼠目標は以下の通りである。

ソルガム

大豆

とうもろこし

目 標 現 状

4t/h包

1.6 

2.2 

2.5 t/ha 

1.4 

1.8 

このような目標を達成するための普及活動の一つとして，展示圃場を各所忙もつ。作物に釘し

ては 5~ 1 0 ha単位，牧畜筐関しては 50 ~ 6 0 haの展示圃をもつ。

大豆

とうもるこし

ソルカム

肉牛牧場

ゴヤス州内 1 1ケ所

1 5 

1 1 

1 0 
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4) ゴヤ (.2 打じr を S を:'}こ~ 呂―丘己辻 e Pesquisa Agro戸CJCはaria)

1 2月 6日訪門

; Carこ0[.J りssa 巳旦， Tし1ei r r〉四尺

研完部長；日ildo )へ 1.o V L臼ルロ a 氏Iて苔 ＜ 

よる。阜，中山・大野参加

已凰GOPAは 19 7 3 ,'.j, 9月応設立が決定され， 1 9 7 4年 3月（て創立し心研究公社の目的

と， コストの経誡である。このため忙資源（人と土地）をどの

ように使i甘するかを調整する。コヤスはブ 7'/}レの中で岐も将来性のある泣置にあり，南北に長

く，熱骨降両林旭骨と半乾戻地骨であるが，肥沃な南部地帝がある。この南部は農業筐適してい

らこの目内を達成させるため l-こ次の出菜を行う。

① フフジル<l).全国的な技術水準をゴヤス州に適用すること。

② ゴヤス州狼目の農家要望の技術を州狭自筐つくり出す。

③ 米に閲しては，国立稲祠究センター（口；「 Arroz)と励力して，全国的な技術をつくり

たす。

州立大学その他の公的研完成渕， 合り△只あヽよび農民団体などの技術を調整し体系化して

行〈。更にこの技術体系を農家筐普及して行く。 は晟政を るが， 四いnpAは技術

る役刈をもつ()

凹MG ころに先ず設立する。規模は 20人程度の研究者を予

定している。試験圃場は生産地に設置する予定であるが，研究所から 1O O Km以内のところに

あヽく。現在の第 1期の計画では，

① ゴアニア 米，孔牛， とうもろこし，大豆，土壌筐凋する研究

② リオベルデ わた， 米，肉牛筐1閲する研究

③ アラガニア 米，とうもろこし，大豆，わた，肉牛，フェイ；；ョろ土壌記謁する研究

の 3ケ！賣である。ゴアニアでは州共逍の研究を行い．その他に魚の増殖，呆樹， ，菜などの研究

を行う。アラカニアでは農家経営，流逍などを含めた総合技術の確立を主体忙しヤ行う。その他

尻，低湿地が 20 0万 haあるが， c.c. fCは，水田作を中心筐した研究所をつくる予定である。

ゴヤニアの研究所の試験圃場は 50 ha, 肉牛牧場 10 0 O haを予定しているが，大部分を

晨家から借用する予定 (I『E.AC0の支場がアナポリス（ゴヤニアから 50 Km)にあった）で

ある。

熱研との共同研完応ついて打診したところ，研究者の派遣の要望が非常に強かっ，イら 「必ず派

直してく八・) ✓)か」という期待がつよかった。共同研究の分野 Ireついては，現在はわからないと

--8 3-



云っていた。

5) ゴヤス州晨務省 1 2月6日訪間

磯務長官 Marco Antonio Machado Ara,1t0s 氏 高多嘉記官通訳，岸，中山，大

野参加

ゴヤスの機業の説明

面積 64万 k吋，人口 30 0万人，耕地は 3.5 o/o 2万 24 Ktがである。耕地は広いが人口か少

なく，きた土地の 64. 8 % (4 1. 5万 Krd)がセラードである。また， 2 0万 haの潅漑可能地

がある。農家戸数は 15, 6万戸， 9 0 0万頭の牛がいる。南部は農業が発送しているが，北部は

牧畜が盛んであるり

州晨務局は農政全体を調整する。外局として倉庫公社，農業公社，農業融資普及連合 (ACAR), 

供給センター，研究公社の 5公社が，実栢機凋である()事業として, 1 9 7 5 !, ギ l年間に 10 0 

万 haの土地を開墾する。 8~3 0 t のプルト·~ ザーを 50 0台購入する。晨道の建殴，灌漑ダ

ムの建設を行う。これらの事業は 5公社が協力して行叫

畜産に関しては，①家畜の病気として口焙疫，プルセラ病が問題，②養豚の進興， 6万項肥育

センター（ゴヤニア）の建設，③家畜の人工受精の促追，④北部畜産地苦の種牛の改良などに重

点をおいて事業をすすめている。

農産種子，優良種子の生産直営を行い，原種 にわたし大量生産を行っている。民間会社

が行う場合忙は州が検査する。現在は州が行っているのは，わたのみ。他の米，とうもろこし，

大豆種子は民間会社が行っている。

研究に閲しては，全く歴史がなくこれから開始するところである n

6) 国立稲研究センター (C, N, I' Arr o g-EMBRAP A) 

1 2月 7日訪問

農務局長 :Juscelino Borges Carneiro 氏

国立稲研究センター所長 :Jose Francisio v. Moraes氏

II 副所長 図 lmar Wagner氏

その他

高多暑記官通訳。岸，中山，大野参加

稲研究七ンターは注だ設立準備期間であったので，連邦政府はゴヤ

行った。

稲研究センター所長より説明

において聴取りを

プラジルは現在全国的に研究体制の再蝙成を行っている。稲作に関しては， 1 9 7 4年 11月
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センりーをゴヤス州 ることが決定した。現在研究者を集のている段階で

ある。うら15名 者が採用されているn

嘔物」和阻 2名 4， 心 娯 2 

←「信芯 妥,,五七 3 質馴生吐 1 

,I( 1 ” 1 

害 虫 1 清十オ支的 1 

栽 人ふ古口 1 晟莱土木 1 

広 報 1 

そ0侃I 1名，遺伝 1名を である0 1 9 7 5年侭は 30名にする予定である。

ゴヤニアか〗） 5丘mの地点忙直究所をつ〈る五tlr国である。 は次の 3点である。①枷の

伍生に責しては全国的な

~15 
i
 である。 は，が1,1

な研究応は支所をつ〈る。この楊所について

1バ〕八ーく（酋及),州立大学が行う。

虎在まで(1)丑元は．ゴヤニアから 18丘m の地点応芦ける混房省の土地 lOOOhavこ水，誼

片;10式緊i)f完をはじ亨乞。コヤ~ ニア0近く｛て 20 0 l虞

保有している。

牛産虚域の区分と水団栽培可杞！印積心玖

2 0 0 0団の品種を

生産翫

（千トン）

l. リオ° グランデ・ド·ノc•Jレ，サンタカタリーナ・パラナナ

2. マットグロッソ，ゴヤろミナス，ゼライス

3. -、マラニヨン

4. アマゾン旭域
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0
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o

o

o
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o

o

o

o
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千
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9
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1

合 +1 

-
}
-
•
ロ

1, 7 0 0 

4, 5 0 0 

1, 0 0 0 

3 0 0 

7, 5り 0 3 2, 0 0 0 

喧地戌 左らみて，現在 4ケ州の支所を設宜する予定である。なお必要に応じ

て文所しつ数は噌すであろう。

I) ベレン 塩類濃度障害iて渕する叶完が主体

2) マラニョン 隧栢の 1頁りも

3) アラカ「ス（又はセルジベッチ）

4) ポルト・アレグル 水栢

熱研との1弘力閲係は開放的であらゆる形蝶で可叱である。（ 5)参照）
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7) サンパウロ大学塁学部 C:2JSよ'..L乱） 1 2月 16, 1 7日訪間

＆） 己 rnesto 『 at 弓 r 旦 i ざtr;·~ 教授（とうもるこ

参加。 Kinjo 教授口席

/

｝

 

r't 

¥
i
t
 

岸，中山， 日享f 

ブラジルのとうもろこしの生産菫は， 1400~1500万トンであるりサンパウロ，パラナ，

リオグランデ・ド・スール， ミナスゼライス，ゴヤスの各州が，全体Jつ75 ~8  0 <foの生笙をして

いる。プラジルの乎均収量は 1.3トン/ha, サンバウロ州のそれは 2.0ぃン/haであって 1.J8 A 

6. 0トン/haVCはとても及ばない。ブラジルでも をもちいれは 4.0 ~5. 0トン/hAは可

詑である。しかし百又 3 0 % iてもちいられてる応すきないし＇丘崖象の多収虔コ

ンテストでは 8~1 0 トン/haの収量が得られてい ｛生品種I)j C刀 [l.三oてビシンカバ｛てあヽ

いて 13トン/haという られている。これは草丈が止葉位置で 17 0 

1 O 0cmの品種で ESAI戌で育成している。 2~3年後

る。

として発表される予定であ

品種の生粗型としては，サンバウロ フナ，マットグロッソ・ミナス・セライス州ては同邸

のものでよく，南部のリオ・グランテ・ド・スール）村のみが異-ている。しかし現状では岐も

収量がこの池方で得られている。この地方は，デントコーンが一般的であるか，その他の州では，

セミ・デントコーンである。アルゼンチンのフリントコーンとはことなる。リオグランデ・ド・

スールでは，小麦ーとうもろこしの輪作が一投的であるが，その他の外Iは，必ずしもこの輪作が一

投的ではなく，とうもろこし 1作 1年のところが多い。大学内圃場と

成品種 Pira三；の試喚栽培を見了。

尻おいて，育

b) Rouald Silvoila 教授 (Plant Nutriti0':1) Toshiaki 丘i:1 j 0教授

（日oil Sci王可つ a)『て面接()岸9 日野参加

Cerrad.oVc'.: ついて：土壌的（てみてセラードは赤色，黄褐色克たは黄色ラトソールが一般的

な土壌型である。セラートの唸面積は 13 4万向名であり，その約 so%がマットグロッソ，ゴ

ャス， ミナスセライスの 3州に分布する。これらの士地は殆んどが未利用である。士性的には，

祖粒質土頃 3 5. 6笏，中粒質土凜 24. 5 %, 紐粒質土履 39 9 %の刈合で分布する。土履 P日は

4. 5°~5. 0の範囲忙あり． 0. 0 7 ~ 3 %, 塩基 o. 5 ~s ms1;vioo g 

soil)P, Zn, Bが欠乏して如り， ALとM口の過剰害がみられ l.,()その他多く

素の欠乏が存在するであろう。

--8 6-



/rT 
しや と 分れて諏り，

の 90%か屑李匹集中する。したかって乾季 Iてはセラード疎林の下草は佑れる .J)で，一年生の作

物の栽培は乾季

について述へられた。

なしには不可詑である。セラー

1200~1500 

作物

はあるが，そ

！）とうもらこし

此肥［り万去はずじ主き ある。王）2い5 8 0 Kr;/ ln , K2 0 3 0 ~ 4 0 K9 / n a , 

N基肥 1o Kr;/ ha, 追肥 3o ~5 oKr;/ha ,(発芽後 30日，草丈 50cmのこる）。その他

石灰 2~3. 5 トン／〗戸しの冠用が Zn, Bの厄用も必虞

II)陣 い

+3 
五灰如汗」は 2~3, fiトン/ha桓度でよい。石灰加用韮:l)決定は A£ 1巳Gq/100f':S D旦

の含有噌に対して，消石灰， 1. 5 トン/havぅ目 ている。 姐用を推めていない。

窒素加）甘を付うと干はつがぶこりやすくなる。 P2五 5 0~6 OK<j/且a, 区砂 20 ~ 3 0 

Kr;/ han 

ill) 大豆

石灰は，土穀 P丑 6.5走て加用する。 N肥料は原詞として加弔しない。庫用しても 10 

Kq/ha :i:)2 05 8 0 il.g / b a , 土羨干の；-Cz 〕 0. 3 rr: 零/1 o o g S oil (J)範囲なら

カリ氾料は無施用でよい。

Tarr乳 えOX孔 1こついて； C『f3r-rは Roxaを二つ筐分類している。① Latosol Roxa. 

これはサンバウロ州のリベイロン・プレットー筐分缶するタイプのもの，他は②Terra 

尺っ xa j廿:,s truしは radaといい，バラナ州匹分伯する。 B2 層髯粕土の移動が認められ，土

塊の表由に杞土が付着している。

La -c'.l "o l 3 o xa -~ と玄武岩が王体と考えられている。 A層 0~45cm, 

已層 45~130cm起度である。化学的な性員を付表 1に示す。

了己 rra 只0又巳三 str 1よしはrad.a―土）襄母岩は輝緑岩が主体であると考えられている。

このタイプの土哀は肥沃で原生林筐は喬木が多い。畑地化しても肥沃性はかなり謎続する。コー

ビー［射が 30年が無肥料でも

的性貨を付表 2に示す。

ると云われている。バラナ州の原主林地土騒の化学

c) B:ujand1rwj.J.so:1 de lima Orsi 教授（

参JJl.lo Kin』0 教授通訳。

）訪問。岸，中山，大野，日野

省略（本文 の項参限）
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8) バラナ長学研完戌 (IAP/王 R) 1 2月 19, 2 0』 中山，大野，日野参加

1 9 7 4年 12月 19, 2 0日の国 [-JIAI汀□尺を詞向して見学並びに各専門家の説明を

1 2月20日午佐 3時より，所長の口r希 l望 Ll-1 Tul: こ2,ttoを始め， Tad_ashi. Yor江 ori,

区 ozen Igue, Shigeo 日h5ki, Amador Villacorta (EmtomoJogisし），

D豆nalvo dos Santo:.J (了J旦,;t Fny s i o 1,_〕gist)等王なる研究者数人と当方岸，

中心大野，日野の 4人の間で，熟研からの研究者の向坦応し／ぼって話し合いを行なった。

Tad筏 shi Yoshir:.ori氏を追訳とし，前夜4人で相談して得られた結論に沿って， Dr.

T.1liattoと詰し合う形式ととった。その経造は主として以下のとわりである。

(li 当方より当調査団が来伯した王目的は，将来プラジルと日本特に熱研との間で共同研究を行

なう湯合，研究者をどこ筐送るべ芦か，研究者の専門分野は何にすべきか，どのような研究課題

を選ふべきか，これら匹ついて情報を舟るためであったことを卒直に託明し危）そしてそのため

にけ oias, Minは8 日erais, s・ao Pauloを主わり， Paranは、まで来た，その結果色

々な角度からみて当エ八T宜 Rが泣過な場所ではないかという印象を持ったことを説明した。

(2) 次に大野より執圃の性格，叶完貞派遣の除の各棺条件専について詳しく況明した。これ筐よ

って所長，各研究貨とも当方の来訪の目的，背景主でよく翡騨でぎたらしく会談が極めてスムー

ズ匹なった。

(3) 当方より， 1反にこのような目的で日本から数人の研冗者が送られることになった場合 IAPA只

としてこれを受け入れる意向があるかどうかを頁したところ．よろこんで受け入れる旨の返事が

あり，他の研究者からも歓迎の意が示された。

(4) 研究協力かなされる場合を想定して双方から細かい質疑応答があり雌解を深めた。

15) Dr. Tu 1 i at toが所用のため， IAPARが望む研究者が何かについては同席の他の研究

者の意見忙任せる旨を残して中座した。そのためこの問題については他の研究者から意見を聞い

たが，その結果 IAPAR側から出された派直研究員の専門分野についての希望は次のとおりであ

る。

Flan t 『hys i o 1 o g i s t 

Weed control 

Soil microbiolo区ist

Nematologist 

P 1 ant pa t11 o lo口i8 t (特忙 Bacteriologist, Virologist) 

E汀 tomologist

Seed physiologist 

（控栢忙ついて Breeder, Physiologist, Pathologistのチーム）

―-8 9 -



(3) 研究 に関連した所見

1) 叶完員の主要派遣先

各地を逍査した結呆，［欠（つような涅由から主要な祇遣先としては，

筐ある lAPARがよいとの紹論応達

r幻＇真州 Loni三麟由

I) 研究環境が砥めて良好である。 は，すでに完成して塩叫啄めて立派でちり，祈

しさ．広さ，便利さ， fし rex j bi l i ty ., 亨を総合し，今l叫の調査で見たプフ

謁係試毅研究浅|月 (7)中では位上のものと考えられる。

II) 受入環境が良好である。現 Director の Dr, 只aul Tuliattoを始め主妥な叶冗

者がこぞって日本から 入れを歓迎する意向を示している。きた当

が，比較的若い人で占められてむり， しかも研究所の創設が新 なって登1甘され

た人，及ひこれから登用される人が多く，研究所の中匹因習的なものがな〈，漢めてのびのひ

とした研究意欲が感ぜられる。をた研究員の中筐 Tad.ashi Yoric,ori(Pla且 t

戸筏 tholo巳ist), Dr. 丘〇巴 ?l、し T□ ne(Soil c『lる,;_i s t) , S l, i反eo Shiki 

（研究企画担当）等日系人三世の優秀な研究者がぶり，かなり上位のポスト［ていることも便利

である。

Iii) 研究所の方針としてプロジェクト方式が採用されて芦り， これは日本から研究者か送られた

場合，身分の上下虞係など侭わずらわされることな〈，直接研究に携わる人々と密接な共同研

究が出来る方式とみられるので便利である。

IV) 研究所自体が新設であり，実検器材筈は現在のところ十分でなく．このため外国からの導入

も考慮ざれているようであるが， このことも当方からの器材持込みか十分な効呆をもたらす上

で望定しい点と考えられる。

V) 生活環境が優れている,, Lonclrina市は北Farana地域の中心的都市で，人口約 30万

の中都市であり，落着いた雰囲気の美しい街である。市内はちとより，近郊地域忙も日系人が

極めて多く， 日系人経営の病院，食堂，商唐等も数多い。宿舎代，食費等は豆；。円 oul o, 

豆io cle Janeiro等の大都市筐比してかなり安く．住宅の確保心比較的容易のようであ

る。但し学校はSa。 Pa立loIてあるような日本人学校はないので字令児童を持つ者には不利

である。

な知， この IAPょ軍にも間題点がない訳ではなく，視在進行中の Fふ□氾IAPAしてよる研究組

戦の改変と関連し， 1APARのあ、かれる位置が克だ未定であること， IAFARのある塔所が

r『erra roxa地愕にあり，土品学的してみて肥料試験等のため 1ては士填が良すきるのではな

いかとみられること，同地がすで仄詞拓されつくしたところにあるため，已 las:nop孔 lpus 

lignoselius のような重要害虫の生喉研究の場として不適 1てなっているのではないかと

みられること等は，一応間題点として指摘される。
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2) 他に考えられる

I) CNP 八rroz -- : 已訊弓因APA (Go i a n i a -- G o i a s) .E li'.B fl.A PAの中に設けられ

るイネ研究センクーであり，その所長並びに数人の王安研究者と会っ

技術に強い期待を1『っておt 幻日本からの研完者の受人れ Iて対しても

ら，日本の栢作

を示してい

乞。主た同伍・冗センターだけでなく，それを取りさく Goias州政府， AC 

体合も 1叶様に助待を寄せている。 I口］セ／ターのある Goiania市はGoia s市の首府で，人

口30・~,40カの中都由てあり，生活上快適な環境条件を備えている。

同地は Cerr直』→ 也―rfドの中忙あり， Cerrad.o閲発 した研究を行なう上！ても硬利で

ある。 I司センタ -Iこは砂{(しのとこる外国からの伍冗者のJF!'出がなく．

考を送りこひことは, l屡めて有忌義とみられる。

ら日本の研究

II) 已已；,Lら (I'.iracicaba ---

フラジルに苓ける

もとより，政府，

i3 a o J" au lo) 

も

叫ここを卒業 キ
土

＇
~
~
 

している。したがって．ここ筐日本の研究苔か

旺在していることは．ブラジル国内に甚ける人ii酎渇係の円滑なる形成の上応，目陀見えない好

あるものと馴待される。克た， itfi大学筐は多数の文献が集められているので，

Londrinaなどに された場合， 送付応便宜を与えることが出来る。

3) 研完諜選並ひに専門分野

!) IAPAR 

トウモロコ、ンの品種改良（汀襦） 1名

ダイズ忙団しては．すでに外国から導人，比較瓦験等が活発に行なわれて埠り人りこむ余

地が少ないが， トウモロごン！てついてはこれからであり， しかも，今後トウモロコ・ンの重要

性が増す可詑且が大ぎい。

② トウモロコン，ダイズの多収技術及びその基礎となる生坪生態的研究

（
 

栽培） 2名

乾物生産， Photopc,riodi.sm,発芽生韮．除草技術等が含注れる。

③ 土壌肥沃度の間閣（，己daphしlo区ist) 1名

の解咀，維持，改善筐団する伍究で，輪作間越，有磯質施用間題等も含まれる。

④ 細匿病の分類学的研完（病坤） 1名

ダイズ，インゲン等に多い細菌病

11) CN『ょ"-rrog~— EMBRA『 A

(l) 病害の診断1的研究（病理） 1名

② ひ廊肥技術（

に分類学的研究を行なう。

) 1名

な面であヽくれているので，異常症状を病害，生涅障害の両面から，的確に診断する

- 9 1 --



る必要がある。

③ Elasmopalpus lignosellusの防除技術（害虫） 1名

この害虫は新しい開懇地，周囲に牧草地，草原などrD多い地方の畑匹おいて，被害が大苔

〈プラジルiておける最も重要な1:lll作甚虫とみられるが，生喉的研究は極めて少なく，虚栞の

廂用方法も合連的でない。したがって， 2年ぐらいの研究員派遣忙よって顕著な成夫を挙げ

得るとみられ， Goianiaは Csrr巳do地帯の中にあるので，その研究vc使利である。
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(B) 

(1) パラナ浅学研究所設立に周する

1. 生第 6,2 9 2号（パラナ襲字研究所しつ設立）

ラ゜ヽノ2
 

3、 1 9 7 3年度・ l9 7 4 よび予算案から J)抜ずい

研究部 日野稔彦訳

去第 6,2 9 2号（しei ;fo. 6, 2 9 2)  

日付： 1 9 7 2年 6月 29 l:::l 

内容：パラナ農菜研完所財団(『ur;cいいao
＼ 

工「 sti.tute △g ro三mico do 

王aran/1)の及立，ロンドリーナ市に庁舎と

土地を持つこと，

そ(7)他の手段。

ること，芦よひ

パラナ州義会は次の法を布告し，州位］事はここ忙拭准する。

第 1条 パラナ農業研究所財団（戸undar'aO IA『A只）を法人格として没立し，州塁菜局
i 

(Secretar:i.a de Estado d.Js 閏合 E:ocios da A筵ricultura)に属ぜい),

庁舎と土地をパラナ州ロンドリーナ 1てお遺，喝笑発展のため陀技釘的科学的研究ぷよ

壺成とトレーニングを目的とする。

単一項 この目的をより良〈遂行成就するため匹．農業局げ属する試験場は去的手続を経て財団

に統合されうる。

第 2条 財団の財産は 19 6 9年 12月16日布告の法第 6,0 6 1号 1てよって作られた現在のパラナ農

梨研究所に属するもので構成される。これらはロノドリーナ忙所在する約 25 4. 9 0 haの建築

物・エ作物を含む土地であり，約 1,2 9 0, 4 1 0クルセイロに価する。

第 1 項• 第 2項略

第 3項 財団か解消したときは．その財産はパラナ州に帰する。

第 3条 財産から来る財原の没か仄，財団は次の財源を持つ。

I 建設経費と活動維持のため， 1,3 0 0, 0 0 0クルセイロの Special credit. 

rr 州一般予算におヽける毎年の所定額の

皿 公的私的組織からの借入金・補助金・

IV 寄贈物および遺譜物。

・助成金。

V IAPAR連没の補助金の目的でパラナ州とプラジルコーヒー研究所との間に結んだ協定から
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来る屯｀（尿，宕よひ這応J分呈fでif)研完プログラムを旦加戎しようとする組識と財団との間に結は

から来る財原，基ぷ的てはフランルコーヒー研究所を

W サービスD交約屠行D矛缶長として主ずる収入，ぁヽょひ，財L、ー』か収得する他の収入。

第 4条 可UJD祖改/:よi欠，）と甚りである()

許武安員会 C >) 11J'.) ;)ら 1i be rat i_ v C;) 

文庖坦！韮会

(C CJ nsる1'10 Uは r包迂 CJr) 

(;)Lrぅtしria 已又 ecutiva)

品 5条盲涅監督組誠である は久のよう応嘩成される。

I 

且 闘団Gつ回『長

山~

I'了己呂 idenし0 とする。

ブラジルコーヒー研究所，コーヒー博物館財団，バラナ州農業連合，

真工テ：〈')~屎程tr'.もつパラア州にある

第 2項

第 6条会吋．

ラ。、ノ

3平であり，再選されうる。

ある

らの代表つ

弟 1国 これらの代表は指示かあったのち 3倍のリストの中から州知事筐よって指名される。

5名で溝成され，同数の補欠を装く。農業局に

よって作られた 3倍のリストから州幻串筐よって指名される。委員 5名のうち少なくとも 2人は

会叶士ぎたは会計のできるものでな〈てはならない。

車一頂 委員の任期は 3ギであり，再選されうる()

第 7条

再選されうる。

弟 1項 所長は吟隻字の

と事務局長で構成される。向名とも州知事忙よって指名され，任期は 3年，

第 2項

略

と

第 8粂主た．財団

あるものの中から選はれる。

よって決められる。もし州公務員であるはあいは，後

第 3項 所長が不任支たは中断のばあいは，事務局長が代行する。

(Consぅlt10 Teel□ ico e Cientifico)と技師助手

(Co冗 is三 es '『ら cnices e Asseらsarias)を持つ。構成は別に定める規則

1てよる。

第 9条 技丙職・行政戦の試員は財団1てよって作られた定員表忙従って労働法に従って契約する。財団

規則に従へて tampo 」fntegr 巳工知よひ declica~ao exc.lnsivaを決める。

（日野庄：しempo i且じ O 芦ral前者はフルタイム， Dodi.cacao exclus 後者は財団

以外から給与を得てはならないフルクイム）

第 1項 この条で扱われる者の入・団尻対しては，学位記あるは証甚の提出を請求する。

第 2項 前項の入団じご当へて，小11行政戚員は配置換されうる。報贋は法に定める便宜供与を含めて，

州主たは財団のいずれかから支払われる。
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第 10条 l 9 6 9年 12月16日に布告された去第 6,0 6 1号によって作られたし心P畠しが改憐され

ば，

゜
第 l1条 財団規則は州知事令によって承誓され，改正される。

第 12条 財団は経済的行政(ti!て自治権を有し，朴i悦は長せられることな〈，

（`［）合 croto clo c'ぅci,3 r 日Y."』＼．、」・tivc) iてよ

れる。

第 13条 財団の不動産は法的認可によって嘉渡されうる。

第 14条財団の会計年度は暦年とする。

第 15条 財団は会計年度が終了したら全会計青類をパラナ州会計検査院に提出する。

第 16条 この去の第 3条のIの施行にあたっては， 1, 3 0 0, 0 0 0ク）レゼイロの各届までの spら Ci乳 1

れ

c rod itを開〈ことができる。後略。

第 17条財団は州知出に対して毎年，活動の諄

を提出する。

と iヽ
/。

r
V
¥
 

n
 

g
 

「

J臼已（
 

第 18条 コーヒー栽培合理化実廂グループ (:}rtd)C Ezocuti.va dG ぺ冠 CiC、)na1izac包 [Jt

da Cafsicultura)を逍じてブラ／ルコーヒー研究所とパラナ州政府との間に 19 7 lJ 

年 7月29日 りの資諒は，この法1)第 3条のIVI疋よって財団の受領すると

こるとなる。

第 19条 この去が発効すれは，この去忙反する規定は取消す。

1 9 7 2年 6月29日 クリチーバ，州政庁0こ固いて，

州知事 Paばro Vi r i at o r1 e So uz e 

R:)lien Basaglia 
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パラナ晨学叶究所財団規則

C Re巳imen t :: d_ a 汀c1nda五 o Instituto Agronごmies clo Paranと）

1 9 7 2年 12月 21日発効（日封庄）

第 1章バラナ裳学叶究所財団恥ょひその日 IJ'_J

第 2瓶 よび連営ンスアム

第 1節

第 2節 実施理事会

第 3節

第 4節 補佐系統の料

第 5節 基礎系統の科

第 6節 運宮ヽンスプム

第 3章 人項知よひ莱務制度

第 4章一般暫時規定

第 1草 パラナ虔字研究厨財団。ユよびその目的

第1・条 バラナ農学研完所財団（財団またはエAFARと略す）は 19 7 2年 6月29日に州法第

6, 2 9 2号によって設立され，去人格をもち，宮利を目的としない。 19 7 2年 9月25日

に州令第 2,5 5 5号によって承認された可団法規に従って行動する。

第 2条 財団はその法規弟 l1条Vl項筐従って， 19 7 2年 12月21日に評議委員会で承認された

この規則による祖戚と内部成構をもつ。

第 3条 財団はパラナ小1-1ロンドリーナ市忙庁舎と土地を有し，永久忙存続する。

第 4条 財団の一般目的は点業発展のための技術的科学的研究の推進と専門家の養成とトレーニング

である。後略。

I バラナ州で叶済的に重要な作拗の試験研究と

1I バラナ州で経済的匹重要な作物の改良忙困する農学の分野での試験研究と応用。

lII 栽培改善をもたらす点業生物学り分野での研究．袋よび経済的忙重要な新作吻の導入。

IV 土襄と気候をうまく利用するためして生喉学の分野での試験研究

V 農業へ応用される化学の分野での試験研究ぶ

v1 農業工学の分野での試験研究つ

V1I 試験研究実現のために作吻の増殖を機能化する試験ぼ場の維持

Vfil 上述の増殖生産のため，選択された種・品種・系統の供給3

lX 農業忙貢献するため，公的ーもたは私的に請頴された試験研究の実厖3

X 技術者・農業者の晨業技術水準の向上のため，技術者・実晋者のコースを組歳。
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Xl 研究所に有益［こなるよう，国内叫体あるいは外国の団体と公［］／］に，あるいは非公式的に

(of'~ci 巳 l OU  n三0)交換

第 2章

刈 バラナ州の呉業の間渥を解決するため，州桑員・行政官と協力。

Xlli臼完所てけなっ

XIVぷ且 lj_の協同じ心をねらって，公「］勺：こ，あるいは非公式、日勺応，旦内！且体あるいは外国'つiti!本

と

xv if究所vつ規則しつ屯互咀て， 1訊 ji内科学［］進歩、と目的とする凸I内あるいは応八 lひ言予主芦よしぶ

見音生0受け入れ、()

よび連宮ヽンスプム

第 1節行政戌闊

第 5条 財団の行政成構は次のとおりでもる。

I 

u 
皿 実施理事会

lV 科学技術委員会

V 補佐系統の科

Vl 基礎系統の科

単一項 評議委員会苓よび財産管四委員会の憚成。権限・職権・機記は，それぞれ冒迎監督の磯

関および会計財産管理の磯圏であって，財団；去規の 後略ぅ

（日野注：この両委員会尻ついては法第 6,2 9 2号を見よ。 ） 

第 2節実施理事会

第 6条 財団の実廊刑事会は，財団法規第 20条に従って，評璃委員会詣よ

行機隣であり，所長と事務局長で構成され，両者とも州知事によって任命される。任期は 3

年，再任されうる。

第 7条 所長は財団法規第 21条に従って次の義務を有する。

I 能動的受動的に財団を代表する。

lI 業務藍督と財産管理忙必要な行怠によって財団を百理する。

I[ 贈与物・遺贈物を受理する。

lV 評議委員会の評定匠対する準備姦よひ提出。

a) 毎年 6月30日安でに，業務計画を添えて次年度予算案の提出。

b) 毎年 1月30日までViこ，財産管理委員会の意見袋よひ活動の年次報告茸を添えて，会計

清算鵞と 出

C) 四半期ごと忙，財団の活動に1見する情報を添えて，会計の貸借対照表の提出。

ci) 委員会の評定を要するその他の事項の提出。
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ー

v

>

 

と討tjj もと［こ忍可されえ亙只（二〉 . h政戚(.?))紋只の雇弔

洲財団の活動のため，

vlll 毎年 1月 15日定で

囚半凸ごと紅貸借吋限表の長

第 8条手務局長は財鼠i去第 22条に従っ

I 所長0不任・中断の翫戸所長を代行する。

且 青涅料の Cc CJ C: :'. ""l :_ 8 Y-vつ職務の天行

JII 所長尻よって与えらいた域傍の実行

、よ

有する。

第 9条

後略

2 0条第 2項筐促って についての規定を作り．

第 l0条 ＇叉四四出会は，所長筐よって定められた内

ー

れ

忙よって承認さ

ロジェクト遂行のため

しつ計画(1.J中で，

有する。

よって承忍さ

U 科字技術委員会の評定のうち，公的あるい

団体との間の1茄定，契約，その他の形のl砂力

且 科学技術委員会 iこ聞いて，業裕プロ／ェクトの結呆の公表

IV 全プロ／ェクトの発展Iて閲して，哺崖舌励についても同様に恒久的な情宣の維持3

間わず， l玉］内団体あるいは外匡iこ）

V この規則の第 23条と第 3 7条屈従って．技術補助科芸よひ各基礎枡の Coordinator

D 

W 各科の内部職務の規足の認可

VJI こつ規則の現実化(I_)たも，

第 1 1条 史応判事会の内部祖域として．補佐室 (AssossJria)と企面調整管理組峨

C -'Orgao ci:J Pl2naj 孔 rr• en to , Coor cl i na~a o e Co :1 tr o l e)を職務化す

る。

第 12条補佐室は，財団の必安性忙従って，特別な向題を所長と協力して究明する。

単一項 補佐役（複数）は. 1: 町門の分野と IAFARの実傍の範囲に翡いて，職務的能力と紐

験を有する必要がある()

第 13条企幽湿 所長から委任された財団の全活動の遂行筐あたっての企画・凋整

・管理の職務を実行する。

第 1項

第？項企画調

集・

Gener'll coord.i:13,tor は財団の事務局長とする。

構成員は，プロジェクトの研完・企画・調繁・管理，苓よび編

・人事政策・会計プログラムに精通した者であって，このほかに，財団の実
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務：ご経験を有する者の中か れる。

第 3項 範囲 Iて古いて， ために必要な業務グJレー

プ（複数）を作ることがで苔る。

第 3節

第 14条 、一目学技術委員会は1甘［月 (I)技術的オ斗子[J'.I万向づけと監督する岨改である。

第 15条 財団法規忙促って，村字投術委員会は次のと贔り構成される。

I 所長，自動的 iてこの妥員会の長とする。

Il 事務局長，恒久的にこの委員会の碁務長とする。

皿各科の Coordinator

第 16条 科学技術委員会は仄 る。

ー し を定我し，叉務の単年度・ 計画全

作製するの応協力する。

II 活動に関して技術的科学的判断を述へ，その活動の年報作製に協力する。

fil I AFARで作るプログラムと菓務のプロジェクトの計画の作製のため 1て，技術的科子内標

準を明らかにする。

N J AP.ARで作るプログラムとプロジェクトの計画を分析審ゑして認可し，それぞれの

Ooordi11atorを指名する。

V プロジェクトの最終報告を分析審議し．公表の形式fてついて意見を述べる()

VI 所長忙よって出された技術的科学的問題に関して，技術職員の業務遂行の評価の標準を含

めて，意見を述ぺ，相談に解答する。

V1I 会議，科学的会合，セミナー，シンポジュームヘ.の財団の参加1て閲して決定し，代表を岳

名する。

¥Ill 協定と会計の提案を調へる。

第 17条科学技術委員会は，最低月 1回開かねはならない。

単一項 略

第 18条 科学技術委員会は．必要と判断したときは職務の規定の範囲で，［甘団内の委員外の者ま

たは外部の者をこの委員会に招くことがで含る。

第 19条 科学技術委員会は，必要なとぎIては活動容易化の目的で，恒久的・非恒久的な技術委員

会（復数）をもつことができる。

単一項 技術委員会の祖．』良・確限・帰屑はそれぞれの設立のときに科学技術委員会によって

定められる。

第 4節補佐系統の科

第 20条補佐系統の科は，技術補助科と管J唱科の 2科である。
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第 21条 ＄戸夕処「呈匹i元 て登

の安求筐応じて，財団の［崖々 ); ダイフ

第 22条夜平哺閂科は

文書センク

2 試験＂＇ヤンペー

3 テ'"、ク処叫セゞ /

第 23条 佼ji詞補勘科のぐ） cc 了ェ '.1 」~ 「竺 tc

I 利を管吐し，活励の益督i・=し［要な行島芦エぴ図与す

JI 科の域務祝定を，しり，

川 財団の他J)科や叶士文

科や直恥〖り目

lV 

r

ユ
マ'{

、’’

f~ 

,‘
 ）

 rし ェマ室と

・プロジェクト班・研究

する義袴を有する。

される。

な行為を行なう。

い，内吋虹）元合化のもとに科の活如を方向づげし，

るぐ）

第 1項 0し,or,d_"L,

J .... 「}

ふいて高等ik集の経験を明らかに有するプロフェッ

ショナルてあらねはたらな i八（ヽ

第 2国 C uor'J・ こr:s. しこ!TC') のフロフェッンョナルの中から所長忙よって指名され

る。

第 3項 0 o o r d i -,-1 o. t o rの任期は財団法規第 23条第 2国応従って 3年であり，再任され

た―'つも。

第 24条 文書セ;/クーは次の店勤を発展さ

--一，、',,

1 

2

3

4

 

業務、しり出哀化と管連

，地図

の祖改化と賛紐

る義務を有する。

と

羊一項 文占こ;/ター(7)責任者は1文］占缶士（已 ibエic,tecどLYi O)主たは文書士

(Doハ,1moy1tali,st臼.)でなけれは左らない。 の経験がある者を優

第 25条 ぷ験センターは次の活動を唯持し，料展させ る。

（日野注：式験センターは 19 7 4年 7月現在，式咳センクー（り entro □xpor謳 ental)

と研究室補助セ／ター (Ce n t r c d G La b 0 ra t o r i o rJ Ba s i. c a s)の 2つに分け

て運営している0 )

1. I 八 }JAR によって企圃•ざれた試験の遂行

2
 

ため筐要求されるイン：フラストラクチュアの祖咸化と管理。

3 試検伍究を近じて，主た，各弔位応よって遂げされる研究プロジェクト筐ぶいて，

-1  0 1-



4i 

（中略） IAPARの各科と各髯訊に協力する()

に尉連する菜務

5. IA予＾臼の試験と普及1て励力して 5

と

単一項試験センタ

第 26条 テータ処涅センタ

1. 研究

2 試験技術，数理統計法，数値計算，

((> ad as trこ）の祖戚化

る呉学士でなけれ：［ならない。

し，発要させる羨務がある。

の研究 と応用。

3. 統計，分析， ら，試羨結果の翻訳と

4. デークの統計，プログラム化，

し，方向つげし，補助すること。

羊一項 デーク処理センタ

において， ー[AF誌 と各祖改に対し，

試談硫計主たは戸ークのプログラム化と処韮にあ‘

いて専門家として のプロフェジョナルでなけれはならない。

第 27条 管理科はエ AFARの人事，事務，会吋，主計，用度，財産，ー設サービスを胃理する義

務がある。

第 28条 は 1 つの Cocrdin 狐 t~or:点と次

1. 人事

2. 事務

3. 会計主計

4 用度財産

される。

5 玉サービス (SEirvi~os Ger,:,irJ) 

第 29条管理科 の Coordinatorは次の義 る。

I 管理科を管理し， と閤与する 手段を構ずる。

lI 管理科の職務規定を作り，所長の認可を受ける。

][ IAPA.Rの他の科や網汲と完全な協力かで苔るよう内部総合化の判断で管涅科の活動を方

向づけする。

単一項 Coordinatorは去則第 22条忙より財団のード務局長である。

第 30条 を構成する各単位には 1人の責任者をあ、＜。責任者はその分野筐苓いて有能な専

門家でなければならない。

単一項管理科の職務規定を作ると記後略。

第 5節基礎系統の科

第 31条 エAぞARの基礎系統の科は次の 5科である。

1. 作物技術科 (Setor de 『itot合 C』 ica l 
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2 作呪旧賃隻科 (3'c、し)l' d_己 ごし p臼 raHit、Jl::,gia)

3_ 土哄.t虔菜上学科（ぷもご Jr- cl o 己ol. o s o Enge nh aria Rural) 

4 生愁科（区 otこr de 且'.(;(〕 lo,~i.a) 

只

3 tor c1e ごしJci o-よ戸」-.:o E omこa e ,'£xtens五0 ) 

手一真 IA『直1の発展上必妾であれは． を拡大してらよいし，新しい科を作って

もよい、、たたし，常に辺乗ljの細分化は尼ける方向であること，姦よひ，所長から提案

し， その目的忙対し規則を改正するときに限る。

第 32条 作物技術和［［心）ぃ動を行なう義務かある。

I エ人『A冒）攻襄v)履行

且 エAPハ尺しつプロジェクトして参加し，久D分野の舌如］をすること。

咀H 生

学

子

草

物

物
作

棺

咄

雑
4

5

 

•• 1

2

3

 

・育直

6. 人

7. . その他同性のもの

iJI 作物伎術科の専門の分野での

第 33条 作物保護科は次の活助を行なう る。

I IA『ARの改策の咽行

且 IAP豆五のプロジェクト 1て参加し，久の分野の活動をすること。

1 

2 

3. 

4 -'i: の他同稗(/)もの

且 作物保護科（う専門の分野での の発展

第 34条土痕． は久の｛舌動を行なう義務がある。

I IA.2Alいの政染の履行

Il IA『ARのプロ／ェクトして参加し，次の分野の活動をすること。

1. 土壌肥沃度 (f'oi l f e rt i 1ェty)

2. 土復学

3. 上襄1呆全

4
 

（ごhoto inter pretatj_on J 
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5. 虔業企画

6 没業工学

7. その他同紐のもの

l[ 

第 35条

I 1八子AR

且 IAPARのプロジェクト：て参加し§ 次の分野の活間をすること。

の分野でc7)/i丁辟げ誓：グ噂合爵c

次0活助を行なう霞俗がある（う

・

心

1

2

 分

3 その他同種のもの

H( 生穏司科の専門の分野での試咲研究の発展

第 36条

J 1 A"FARの政策の履行

且 エAFARのプロジェクト匹参加し，次(/)分野の活直りをすることぐ)

を行なう義務がちる。

1. 

2. 

3, 

4. 廣業普及

5. その他同種のもの

ill 社会経済普及科の叩りの分野での式強研究の発展

第 37条 各陶翌系統の科しては各々 Coordi.r真， torを姦く。後略。

第 1項 Coordinatorはそれぞれの分野において経験のある，農学士あるいは大学卒

の専門家でなければならない。

第 2項 Ooordtnatorはそれぞれの科,;r;,中

所長が指名する()

第 3頃 Ocordjn守， tり rの任期は財団法規第 23条第 2項忙従って 3年である。再任さ

れうる。

第 38条 墓礎系統の科の各 Ooordinatつrは次の

3倍のリストから

する。

I 科を管呵し，所管する活動の監督と財産の管理に必要な行為を行なう。

且 科の職務規定を作り，実施回事会に提出する。

llI IA『八Rの他 と完全 して， 化のため応．科の活動を方向づけ

し，目的の達成に努力する。

W 科学技術委員会に顧間の資格で出席する。

・-l O 4・ — 



第 6節
、中,,ぶ,,
遵呂ジステム

第 39条 IA:P人［ミの比Ji月の連営システムは下 ャこ
今·~ 〇

3,) 工八戸ARv全舌品の応合［均企両

b) 鰐合的企店］の

n巳

c) 全：舌砂を返行する筐当

、¥
l
t

他の啜虜との間，

た，その結果の評価

をCoordinr,teし，菜務の重複と繰返しを

避ける。

e) 

第 4 0粂

第 41条

プログラムぷよびフ

目ri条の a) ¥＇、-D 
¥i, 

h

o

 ー

な

ぷよ

9 、・r
Lぶ< c,' 

て0内

ジステ

ェクトの目的の具体化忙必要な

）は；特

の閑係 Coorはi-

じて科学技術委員会姦よひ

によって保証される()

プログラムとプロジェクト

第 1頂

第 2項

プログラムと

八
4工

ロジェクトは 1和古た

ある。

勺つチームで，または，研究者や専門家

固人で行なうことができる。

プログラムとプロ，9ゞ ェクトは詳しい計血を添えて科学技術麦員会筐提出する。委員

会はエ△PARの単年夏・ iてよる優先性を考慮して分析し承認する。

第 3項 全部のフログラムとプロゾェクトに各々 1人の Coordinatorをおく。

C ocr、：lirJator 

I
l
I
l
l
i
l
v
 

しい計直」を作り，

る。

出する。

る科し，りチーム構成を提出する。

チームの占加を指導し， ずる。

＞
 

業務の遂行応閲して．含皮れる科と共応，また．実施理事会・科学技術委員会と共応

貢任を負う。

詳細な業務実厄報告占を科学技術委員会忙提出する。

第 3章 人事あヽ よ

第 42条 （定員）は報咽ぁ、よひ他の便宜の決定と一緒筐，丘乎議委員会［こよって承

認されねばならない。

第 43条 定員の戚

tempo 

（日野注）

ょ n じ egral と d.eclica~ao

in↑ :ugral: f:1.ll e
 

4
し

1て従って所長によってされねばならない。勤務の制度は

exclは s:ivaとである。

。
Li.meの勁務

rd 
ca 
＼ 

報況を得てはならない，

d
 

］＿し； 8.iv2.: Cし,11 じimeであって， しかもほかから

日 みの直り務。

第 1項 この条で扱われる職且の入団に際しては，学位記をたは証書を提出して競争試験を

--1 0 5 ----



受けねはならない＂

第 2項 前項 い州苓よひ国家公務員に対して財団への協力

第 44条 財団の定員の心か応次の各乞笑幻しうるn

a) 所長の補佐役

b) 顧司

C) 小作人

しうる。

第 45条補佐役は， 忙かかわらず．所長筐よっ されうる。ただし，

を要する。

単一項 この規則の第 1 2 采あ〗ょひその単一項の規定を嗚重し，哺佐役（複数）は，

る時間によって，あるいは， よって，フルタイム定たはパートグイム

(t emぃn i r: しegraJ・はこ戸 arci1ヽ1) されうる。

第 46条顧閂（復数） あって， されたプログラムとプロジェクトを方向づげし，

または参加するため忙契約される。

単一項 顧聞の契約は前条あ心

る。

と同じ形式に基づいて行なわれ

第 47条 小作人は用度を規定する現行の法律で， IAPARによって契約される。

第 4章一般暫時規定

第 48条 所長は財団の職員名海（定員），域員の給与の央定額，補佐役と顧間の報酬を，この規

の日から 90日以内忙評議委員会に提出して承忍を得ねはならない。

第 49条 所長は 19 7 3年の菜務の予傭計画とその予算案を，この規則承認の日から 90日以内

に，評議委員会筐提出して承認を受けねばならない。財団法規第 21条第 4項の aの現定応

かかわらず， 19 7 4 と予算案を 19 7 3年 6月 30日主でに提出しなけれ

ばならない。

第 50条科学技術委員会は，財団に少なくとも 3科の Coord」巳 cttorが決定されたとぎに発

足する。ただし，上記 3科化は管涅科は含主れない。

付図： IAPARの職務組戚

（ ）して加えた説明は日野が加えた心のである。
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1 9 7 3 およ

Eご）gra >; nil:i 了｀~ 虹ょ了け合丁 racaJ11鬱

1973 巳 Pro;:oflt旦じ

ャ｛

l 9 7 4 下＇ふ

から抜すい

1. これらの文晶は心ぼ次のよう［こなっている。

1. 緒言

2. 業肪プログラム 2の l 建設活＿均

2の 2 研究活叩

3. 予 算

啄めて詳しく書いてあり， f直の使用訓間は月別：てなってい

2. l 9 7 4年 7月に現地で建設の進行伏況を見て，予直棗と比咬し／こところ，紅J1年遅れ（今から祖

た遅れれば 1年以上の人格れとなる。 ）で今年及が終るよう 1て思われる勺

3. 1 9 7 3年度， 1 9 7 4年度予算案や業偕吋向は，上記の連由から成する 1rc:::値しないり 6月末で出

来る 19 7 5年度の予算案の呆務計面の入手

4. ただし，研究の優先度尻ついては大昏な違いはないようであるので，別紙のと芦り訳した。

5. した表は規模を知るの尻必髪であるので訳した。

研究の憂先度の慨略

フェ

予
4 

7 

I -

6

8

5

 

1 I -

6 I 2 

-- I 2 [ 2 

1 
！ 
! -—: ・・・-

・・--・-・・」-・--」・--←

2
 

その他

落花生，ラミっご；l

落花生，ヒマ
ー、フ：：：一

ヒマ

ヒマ

ヒマ，ラミー，

落花生

’ 
ヒマ

塔花生

全作物

注 1. 指数は同一作物内での｛憂先度を示す。異作吻間では比較は正確でないっ

2. 指数は低優先度を 1とし， を 10とする。
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ー ， 平度 案（口尺＄）

恥［
----------------------『―--

入--------~-+--····· 
j 旺費

支 出

人件費

り吐碕費

央金以人

州からの寄隋

臼，t:::i」又．人

小門かっ(/)尋畠

0

5

0

8

0

0

 

0

6

7

9

 

0
 

0
 

6

8

6

2

0

4

 

，
 

，
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7

1

 

，
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0
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3
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2
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1
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3
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0

7

 

0
 

0
 

3
 

0

1

1

 

9

,

＇ 

0

0

5

 

5

2

9

 

1

4

 

2
 

LI 
1-r目

AJ 
ノ~」

賃 ／古＼： 

4, 8 3 0 0 7 0 I 罪 費

翠朕手当

7 0 0,0 0 0 

公共事菜費( ） 

岐械.1咆設

5,5 3 0 0 7 0 合 吋 5,5 3 0,0 7 0 

l 9 7 4年 及 予 (0  H $)  

収 入 支 出

経費

人1牛待一固定支出

現金収入

州からの寄賠 6,0 5 7, 2 6 4 

会社からの収入 1 0 0,0 0 0 ｛只立 笠

雑 ,冥w 

家族手当

州からの寄贈 3 5 5, 0 0 0 

公共事菜丑

恨械食廂改

合 計 6,5 12,264 合 吋

- 1 0 9-

3,663,000 

366,000 

1 0 7, 0 0 0 

7 0 0,0 0 0 

1 2 0,0 0 0 

3 5, 0 0 0 

I, 0 6 6,2 6 4 

3 5 0, 0 0 0 

5 0,0 0 0 

5 5,0 0 0 

6,5 1 2,2 6 4 
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呪責'セ/クー

G') 

ペロ 9

起五．する日巳':Jとしち，決議屈只 D--00 5/7•iiこよって

D; ある。

:(L; こ。

シ／シ／、スコ。 レン＇プィ・ CE;)エス。 1)::J • グランテ， lヽやス、ル州

叶茫汀 (I!HJ t i. t ,., ッU Ci O I'し,3squis乱 A口r、JpeC店 aria do 

グルーソ(')主査を勤めこ。

屑：字賽士クローウ、(;;く エ／リケ・ゾュレル。 iJオ中グランテ・ド・スル）廿カショエイ

ラ vこぷ部を立，＇〈リオ・グジ ✓""_T. c・スル胄::計完所cこ

戌菜仕尺j.

〈ゴイアス

--f・"・. ゴ／ザ刀亡ブエノ。品憧改良 ゴイアス州ゴイアニアに本部を直

fルプヴィル.y・マトス・いペス。パラー州ペレン忙本部を直く恥□恥¥1噂

北孤汎攻哀

→之菜夜叫］テルリイ・マンャド・う・ゾウザ。栢臼喜戸］苔、（改良ぶよび農染経済）。サン食ハウロ 1カ

ンピーナス戌学1斤元「Jい13ふュょ

レスもンイス。リオ。グランテ. !、・ス）砂1、Iペロクス応ぶ部を直リオ・グラン

デ・ド・ス

没業技叩， マルヴィ jヽ。デラノ・ダプ 1ス。 リオ・グランデ・ド・スル州ペロクス筐本部

を虜く］；，］~ 己尺ょ:cP 1この

只し,___ 0 0 5 / 7 4 

bバ.1入 FA(プラ ）鯰炭アルミ仁9 尋プルメンゾャインは， 1 9 7 4年 6月 28 

日 0 7 5筐よって認可された脱則第 3.3. 2虞恥よひ 19 7 4年 5月 31日の決哀第 05 7号

第 3珀芦よび弟 3.1国しこよ を行使し，以下を央定する。

1. al菜技詞ジョセ・フフ／ジスコ。ヴァレンティ・モラエメ，クローヴィス・エンリケ・シェレル，

J'vイス・ゴンザ万・プェノ，アルプヴィル・丁・マトス・ロペス，デルリイ・マシャド・デ・ソウザ，

Jレイス・ピーレス・レイス，マルヴィン・テラノ・ダヴィスを，筆頭者を主査とし，国立柄センクー

し
又

了
i
r
心

2. I可小委員会の活励

ためのと員に仔語し，

の提出訓浪を 60日間と定める。

フう、／リア， 1 9 7 4年 7月 22日

（署名） アルミロ・プルメ／ジャイン

―-1 1 1 
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国立稲センタ 作業班

決議第 RD-0 0 5 / 7 4 

旦欠

図表目次

さし絵目次

七ンターの必要性

経済的意義

センクーの目的

国立稲センターの立池

面の専門研究者

閣連活動

国立稲センター内 111:栽培し得る作物

国立稲センクーの帳構

必要とされ

結論

付表 1. 国立屈センクーの立地検叶のため尻，郡（ムニンピオ）別に凋査されたテーク表0 (省略）

付表 2. 国立栢センター設立のための調査詣間内に諮間した主要専門家および研究者o C省略）

付表3. 国立囁センターに対して勧告された機構図。 （省略）

付表 4. 稲の研究分野で :B"JMBRAPAおよび喝係機i見内に勤務する専門家人名リスト。（省略）

付表 5. 参喫文献

図表目久

第 1表 1 9 7 2年の主要米作国

第 2表地域別［ソ牛産分布

第 3表 地理的地方別の永年作物，一時作物，稲作の分布。 (1 9 7 0 生〗

第 4表主要稲作州匹姦ける稲作面積。 (hR >

第 5表主要岳作州て心叶るも入牛産暑 (t)

第 6表主要稲作州の i,み平均収畠 (Kr;/ha >

-1  1 2 -



呈7表 1964--1973年のブラジルのも ,q._輪出量

8芍 汀菜班八八＇ー］しだ

与・ー ト

噂でこ令 デ1、

り’、rし

¥‘ a
 

a} 
v.さ｛ -~ こッタ--' )ゞ

立図目訳s

1。

地図 2

叫~作

¥
i
 

i望長ぎぶるへ竺州
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国立哨センタ 立拾平計己

セ/ヌーの必四性

人類の主妾食杜のなかで， トウモロコシ＇，
。
るーーJt 

亡シ 象 i廿界「）貸耕月LL月1

｛て相当する 1億 3.0 0 0万ヘクメール!])国粕:c寂培さり Cいら。

プラジルは，大睦中国，イ／卜，インドネゾ「，日.;,,, バングラデジュ象 クイに ゥー

， ぷ

年凸I

であ如 19 7 2年1てプラジルでは 48 2万 i1.'.から 78 2万トン；')ら 7ピ土寺？：して食り (,Ji;1 !/~) , 

3 0億クルセイコ以上に相当するn プラジルでは，米は，北耀 5゚ から南汀 3 3゚ 定で，全仔Oflり(C-戚培

されている。

したがって，すべて とも凩の生年｛，:貞賦して宴り（第 2表），此1打心と虹由贔が／ラジル

の米の生産量の 60 o/oをしめている。

1 9 7 0年 8 0 3万へ)ヌールでちっ；こか，一灯贔夏f亡か 2.6 0 5 /Jへククールをし

めてい）とことが注目される。後者のうち，面か 4 9 8カヘクター入をしい

地の 14. 6 %に相当する（第 3表）。

1 9. 1 %, 耕

庄目されるあと一つ：乃闊題は，哨かプラジルのいくつも .J)州でモな とたっていることである。

耕作面積と主産額筐夷していえば，ゴイアス，マッ jヽ ・グニッノ，マジニャウン， 口／：ゞご了，ロライ

マの各外1で第 1位， ミナス・ジェライス，バラー，臼アウィー，アマパー，連邦IXげ;;:,,いて鸞 2位， リ

オ・デ・ジャネイロで第 3笠. 1)オ・グランテ・ド・スル，サン・バウロ，サンタ・カークリ-・ーナ， アク

レで第 4位，ペラナとアマゾナスで第 5位こ）作物となっている()

これらの諸州にプラジルの米生産が集中し，もみ収讀と iごぢいて， 9 5バーセント以

上をしめている。ゴイアス，マット・グロッゾ，マプニャウンの 3州の人で，村甘乍百州の-:!L 4パーセ

ント，米生産量の 35_ 0バーセントをしめている（第 4知よひ第 5表）。

全国的規模では，同じ分類基隼によれば，米は， トウモココゾとマン／ョカ（キャッサバ）臼つ

要な作物である。

芍た，プラジルの溶在的な米の

の諸条件筐より，前述のように，

地は，潜在的には米作地になり得る。

と述ぺて宕くごとが必安である。気條， j)• ふ水利．他勢

得る。こ心ぺぬ，毎年研地に編入苔れる

ているプラジル中央部の危展は，偶耕地を拡人して

おり，ゴイアス州だけでも，毎年約 50万ヘクタールが覧的甘也戸変えられ，

から 1,0 0 0万ヘクタールと推定されている。ゴイアス州南部のリオ・ヴェルデJ詞

は， 8 0 0万

は，近い

将来 30 0万ヘクタールの土地か椙作（てあてられると椎定されている。 々ッ｝・グロッ：J)州にい」しては，

耕作され始めている履業可能用地の他， 1億 7,0 0 0万ヘクター Jいりバンタナール（湿原）が末作のた

めの階在｝甘地であると見られているので，見通しは一］直大きい。そ（つ他，マプニャウン， ピアウイー，

―-114----



ハ 7 ー・・, ミナス・ジェクイス， ハラナ;こ芦いても，そして， リオ、グランテ合ド・スルにあ、いてさえ

8 米『虞を噌加でぎるからてあるn

主，乞，生産性の上昇らわが国1て苫ける

ことも考慮しなければ左ら左いl

応とって真の重安性乞もつもう一つの要因で

以上であり，ヘククール当り 5,000

から 6,o o o K9で心ることら怜て『［ないリオ・グラ:/テ・ド・スルをド余く他の諸州では，

杓 1,2 0 0 ll.9/h臼乞玉祖膚してきており, 1 9 7 2年のプラジル全国の平、1':cJは， 1, 4 8 0 K9/ha --Cあっ

；こ。（第 6六）

リオ・グランテ・ド・ハルバでいられ

れている し之万喜こ起囚する。他万，

国

られ

よりも安定し．主要栢作国で用いら

は，現行の耕作法を変革す

るような只両合つくリ［しずことによって，変え心ことかてぎよう。より適切な耕桂や効果的な加肥によ

って，ヘククール：ら之り 3,o o o Kc; 以上しつも人 してなんという注目すべぎ報吉がある。こ

れら Dテータは~，足絞誌束だけてなく§ 旦羨ある立民か定看して喜危プラジル中央部の各地で行なわれ

ている生光の諾主でもあらリオ・グラ／デ象ド警スルとサンタ。カクリーナ筐姦いて， -; 「;
'-J 

他の諸）州では,fiM)生育期間の降水員｛［［以否かかかっている陸栢がTに放培されていなしかし．プラ

；ル中央団では湿地情が何百万ヘクタールもあるので尼!Jく雇履の可泥は非常に大きい。

メンアスは， 「プラジJレの1羅慨口」月ビ湿直帝 （ヴァルゼア） '/.Ji替在力」 (Potencialidaciefl

,ie vdrzらii.El irrig己voiB 110 Br巳 sil) Vこ芦いて， リオ・グランテ・ド・スル州内に

2 0 0 Jjヘククールのヴァルゼアがあり，うちわずか 20°loのみが栢作1て利用され， バラブ~ 州には約

4 0カヘクタールかあり，サン・バウロ州には，坑生写真四よ，って， 40刀ヘククールのヴァルゼアが

あり，コイアス外I:こは 90万ヘククール， ミナス・ジェライス州に 60万ヘクタール，マラニャウン州

には約 20 0万ヘククー Jいがあると息われる。北東部｛ては，別冗 30 0万ヘククールが利用可能であり，

主たマット・グロッソ）付乃みでパンクナル（湿原）珀方を中心として 1,7 0 0万ヘクタール近くがある。

プラジルの稲作にとって［）これらすべての滑在力は，虚

限に

竹ヘ

と1叫叫て攻）付当局 1てよ

加ずるように奨位1Jされ．

ともなうリスクや収穫の変動を最小

で力を発揮しよう。こうして，生産者は，福

と質を向上させること 1てなろう。

逹栢は， と の中間作物として，閲拓されたばかりのセラード草原地域で爆発的な

植付げ乞見ている0

伝統的 では， 耐早性がより大討な大豆iてとって替わられつつある。

Rフラ／ル統計年鑑」 (19 7 3年）：てよれば， 1 9 7 0軍応全国の米の生産は，第一次部門生産の

9, 5 %応杓当する l6億 9,0 8 9万 9,0 0 0クル七イロに達した。 とすれば，米は，

1 9 6 9年から 19 7 2年の期間心只茉生産額の 14. 7 o/o i'しめ，亙貼間に同組を生産したトウモロコ

ンと coみ凸敬する をもってい乏3
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プラジルの米の諭出清は， 7Jとメtii如〗

1 9 7 3年の 10年期では，わずか（て 19 6 5年と 19 6 6旱

／
 ノ・4

 
6
 
八
3

ノを上回っ芦

0. 0 7 %筐あたり．

化は，それを大幅［て下［叫わり, 1 9 7 ::l 

、D 0. 5憂以下l)3 Jj 3. 4 0 0)、シ

前節のデータによれは，ブラジル り?が〈， <
i
 

カ大堕では弟 3筐である。

吐会面忙おいては, 1 9 7 0、平['Cブラジ加の人口 D 4 4 叫つ主り•¾, 1 0 (、) 旦誓占

係のある堤村に住んでい尤3 こ〇うち， 1, 8 0 0 ふ、よぴ一時砂ごぶり生産ナ尺従出し-{いだ。

用地の約 14. 6 %が 19 7 0 年忙最も方（動力を必旺とする作物，•う一つぞちる.いてもてら凸ていだ

ば，プラジルで米の生産忙従事している人［］は, 5 0 0り人以上〔ーふる，l俣直;/l入さらャ，

筐米作に閲与している人も加える必妾がある。リオ・グラ;.,-}''.ド・ス

が直接間接に稲作応依存している。

センターの目侶J

も，〗 0 0 

農牧業調査研究のだめの E}.!BRA

a. 全国的規模の実廂磯由（全国セ／，ダー）むょ

以下と合む立国体長：！~＇がよって膨成されてい

凧の悦を1月企也じて

b. 州の調査隈構による実煽をとも左う1五が口］活吻（屈刀苓よび丑価の:Hr間ぬよび基苧仇戌）

全国的規模の実施廣因には．国家利益応釘わる一定数CJ産品について，学際的集中］「究iご、払り，扱釘

開発の作菜D直接的遂行が課される。

技術的，財政的資原が高笈匹集中しているのて，

生喉学的地域の境界を越えるよう方

全国セノターの直接活動は，

術的調整，天然資源の開発と

全国的規模の実施磯周忙よって閃発され

向上，褪村の生産と生活に影薯を

壺応は繋りりや］責万日

を頑几ずべ¥てあ

閲わる産r『｛且うたのの技術1開発，ぃ叶互晶，7因連しだ

左どを目llりとしてい 1:。

度向上:, 天然資麿Jつ禾ljJ月

；などに貢献しなげれは左らだい。

これらの目 されるため忙，国立センクーは，各州の研＇冗磯 i斐］と 月係を1噌抒し，小卜［レベ

ルでしかるべく適応さるぺく，入手した研究成呆を

実施のため，各州からは補助金を受ける。

国立稲センターの場合，逹成しようとする 1」1業は，罰述のとぢりであり，いう tても左〈，罰1年の奔

し，各内門分野筐し、ける／ロジェクト ,l)f年成と

展を訪けている諸閏題の砧究と解決によって，稲作の発性を目さしている。

国立梱センクーの立地

気候，土壌，地勢，耕作制度， など、7)差異IC:」：ぅて規をされ i迄］して

異を考慮して，国立稲センターの立旭を捐当する（］業班は，プノ~ ジルな 6 地域仄分けだ（~ 咽又l1)。上

記の諸要因忙対応し，プラジルしつ地形区分｛こはよっていないこの分類は，久のよう［こどめられだ。
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；；；：；＂［虚戚 リオ冬グランテ名ド s スル外と対ンタ令万タリーナ州を含 L:'c

也只 マット.; グロソゾい什，二；イ了ス)".ヽ§ ミ 貸ジェライス）iLサ1/象パウロ州， ーおよびバラ

ナがりな

喜且l虚域 パフー，i,[,j, マラニャウ／州，ピァウィ 知よびアマバー連邦禎乞

出Ivj也厄＇戎 ヒアラ,,.!、11, リオさグラ/)...'ド吝・ノルプli, パンイ ペルプンプーコ州，アラゴ

アス）'!・i, セルジペ州恥上ひ＇，ふ q 了，｝、りを

リオ・；・ゞ 唸ジャネイ←→ い叶ぷよびエスヒリトロサント州

アマゾナス州，アクレぃi1甚ょひロントニアとロライマ両連邦領乞

これらの麟域区分と 1970, 1971⑮よび、t9 7 2半の王産出と作付n叫責定号應すると，第I地

汲がネり作1『国齋)1 0. 7 2喝とらみ衣牛危の 24. 2 9 %をし•も，第II匹城か作付向噴(I) 6 6. 9 6 % , 

牛泣ぐ)5 2. 2 8昴，第ili匁以か 14. 4 0 喝と 11.70%~としいていることかわかる。そID

合計して，兄の作付面噴0 7. 9 2扮，牛咤の 6.7 3 %以上をしめたい。これらのテータから，プラジル

j') 中央晶か現仕の生産の観点びらは，取も〗［安てあることがわかる。さら 1ご， こ:;')地域紅

が近い将来1てブラジルの良菜匹玉入されうることもつけ加えておこう。

昂且地域仄あたるブラジル中央部ては，．，いぅ作付条件は， ぎわめて類似している。この地方J)全域に

わたって，気温，降雨の廿ぬよひ分布， 1月(T)令夏現象の頻夏，土汲，牧草青刈用の内ilcD利用．そして

廂肥法主でか1口］じてある。この広大左別域全戌て栢作の発展を妨げている諸閲迅が頴似して姦り， ミナ

ス蟹、ジェライスで用いられている技術かゴイアスやマット疇グロッソで用いられている技術と同じであ

るということかわかっだ。（第 8表）

これらの情殴に旭づいて，この第IIJ叫戎内iて1同立枷センターか改賃さるべぎである， と倍ずる。同七

ンターで研究筐よって開兌され斉技術と知域は，最も 1正妾的かつ最も谷易にプラジルの主妄栢作地帯で

同化され，利用されることがでぎよう。また， nJ詑性のだめ，国立センクーか，第1

地域のよう筐，梢が完全 れているそ0位の諸地成のため筐，研完を進めることもで昏よ

う。このようにして，陸栢が杖睾されている也域を代表する i也忙，国立センターは．プラジルのその他

も代表するのである。

第JI地域は，全国水準を最も艮く代長するのみ← らず，国内で国土呈的筐恵杢れた位闊をしめている。

このため，国立センクーは．伽の励域との連絡しつ｛吏尻恵寸れ，各州 との間に必要な技術的科

学的交流を行うことができる。

国立セバーの立対1条件は，当該郡（ムニ、ンピオ）がセンターの発展と研究員とその家族の長闊定住．

さだ国内芦よ［〉国外の語戌因と D連絡の使｝ど最小限必要とみられる占条件を情えていることが必安で

ある。こ J)観点から．立均郡］）選定，比較，夫足のだぬ，一連のバラメーターか足もられた（別表 1)。

事r¥iJに選択された都 (J且以112省略）を訪iド］し， 月」叫Cf苫住する圃完者と接触し，集められたテークを

分析した後応．次J)優先順立で，以ド(})乱が選出された。
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ゴイアニア

ウベルランデ -1ア

カンポ・グランデ

ウベラバ

リオ・ヴェルデ

完全に技術的 らいえは，これらの各看ilの間には．大ぎ左差異はないが，インフラストラクチ

ャーに 1見しては．ゴイアニアがかなり有刈であることが王且される。このため，国立栢センターの設置

場所としては，ゴイアニアが他の郡よりも有利忙左る。

サン・ジョゼ・ド・リオ・プント，イトウンビアラ，イトウイウクバ．クイアバーなど訪間された他

の郡は，国立センクーの立地のための条件を有しないと考えられ fら

以下に，選出された各都についての若干じうデークて紹介する。

ゴイアニア

ゴイアニア謡は，第JI地域 し，気候，土頃，地勢，水判などの特質は，プラジル中央部

と衣わめて類似してあ→りその広大な栢作地域を代表する諸条件を有している。コイアニア地方

では，冬に相当する乾期と 10月から 4月までの雨期を特長とする気候を有する。年平均降水景は，

1, 5 O O mmであるが，乾期の水不足か気温以上に栢作期間の延長を制限している。なぜなら, 1 4'C以

下の絶対最低気温が頻発するため， 6, 7, 苓ょひ 8月のみが，危険な月だからである。冬には， 1 0 

から 11時間，笈計の雨貼には 13から 14時間心日射があり．日照は良好である。

肥沃度に園する経羨的知識を基礎とし，プラジル中央部で用いられている土騒分類によれは，コイア

ニア［とは，セラードの度か忙，草原（カンポ）および珊地の土具が見られる。畑地上項は，綿花，大豆，

落花生，その他のより有利な作物の栽培にあてられており，稲作Iては，単姐とセラードがあてられてい

る。さら忙，稲は，牧互栽培を助けることを目的とする開拓作物とされている。このことは他の諸州で

も行われており，ゴイアス州でのみ行われているのではない。

地勢に1見しては，第1I地域内を通じて大体両ー的である。ゴイアニアは，その地域全域で破械化を可

能記する緩かた波状の起伏を呈している。水利忙恵支れている 0)で，河川の沿岸fてヴァルゼア（湿原）

があり， 水田とすることがでぎる。このことから．水栢叫作のための技術開発が可叱となり，［酎立

梢センクーがリオ・グランデ・ド・ス）レやサンタ・カタリーナのような水田地域にも影馨力を広めるこ

と陀たろう。

社会経済的側面を分析ずれ｛王．ゴイアニアは，アスファルト舗装道烙，鉄道など筐より他地域と桔は

れ，第 1級の空港を備えている。已 MBRAPA本部（プラジリア）への近接も考慮に価いするもう 1

つの要因である。

さら忙，ゴイアニアヘの岨信は，テレックス，遠距離自励式電話 (DDD),郵便，贔報およひ民間

小包配送サービスの存在によって容易とだっている。
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ゴイアニアに霜げる には，アレビ 2チャンネ Jレ，方り 10のラジ 局， 日刊紙 2

2紙が含古れる。全玉]O主妾左釘閣や雑誌は，毎日人手で苔る(

その人口 (l 9 7 0年 0』羹団］査で 3 9 万人）（〗てのはかりでな〈，その詰呆として，コイアニアは，

丈蝶嘔と試験彎 と なと｛乙羞して，センターの必妄にこたえるごとかで合

るイン］ラベトラクチャーを有している。

し．多角化した商莱，立派た映四如， およひスポーツクラプ．医師，病院サービスなどのぼ

3つ(IJ大芋（アニャンゲラ，カトリカ，連邦）〇存在は，伍完員とその家族の生活と定

着のた わる。⑲去の紐咲から，これらの しないと，研究員がより大きたセ

ングー筐配凸変え忙なることをいつも望むこと｛てなろう。小さな社会的硬宜のない都市に立地したため

筐，発股しなかった「］『以笑場は稀てはない。そ(!うよう左条件の下で出研究員たちか'f支術的科学的妍究

に必妥左知戦を身忙つ（ナる頃lては，［記討変えになり，ふり出し忙戻るために，位［元員を肯成することが

てきないのである。

国立センターが樹立し左ければ左らな にそって，国内，国外からのミッンョンを

王［えるた も屯た考慮、に加いする。良好な適信の諸条件rl)他に，ゴイアニアは，会議や会

合の閉瑾を叩祀にするホテルやレストランをVi加えている。

ゴイ了ニア応は，国立栢センクーの立地のた文う筐屯いること；つできる 5つ ある。 この

情報は，同 伍究者と各地点への冠胡間の訪笥(![よって得られたものであるため，最終決定は，

より慎凰な研究の後 I•てなされるべきであろう。

しかしながら．これらの虚点のいずれもか国立センダーの本部に利用でぎ，あるいは．

員室；佐よひその他の目的のためiご改塁て合ることは考憲すべ苔である0

これらすべてを考慮して，ゴイアニアが1刃立栢センクーの立地のための最も適切な場所であるという

研究

ことがて含る。

拠点となるべぎ疱設は，以下である。

（晨牧試頸場） 耶の中心（市）から 3キロの地点にあり，約 10 0ヘクタールの面積をもつ。その

地勢から，屹砥栽培が可胄Eてあるか，水裕栽培は不可此てある。 る。

（ファ七ンタ・カピヴァラ） コイアニアから 22キロの地点にあり．約 96 0ヘククールの面噴を

しめる。家畜飼育技術の作菜のために改計されている。国立椙センクーを収容する可有已性はほとんどな

い

゜
る。

（ゴイアス演習虞場） ゴイアニアから 17キコ D地点1こあり，約 85 0ヘクタールの面祇をンめる。

現在の用途は，多様であり，その信虐も，他（て比べ適当でない。薩

搭局に属する。

（イクウスー式淡牧場） ゴイアニアから 90キロの旭点にあり， 6 0 0ヘクタール。陸稲，てのみ返ず

に適する。ゴイアス州嚢

る。ゴイアス に属する。

- 1  1 9-



（ゴイアス連邦大手キャ

もつ唯一しプ）拠点でちるっ-

た：も 1て10ヘク jl-心

j 弓'-- -, 
l り§

グ）翫庄［以し"Cよって［凸臼

されている。

ウペ；レランブィア

ゴイアニアとi,fiじく，クペル予

ゴイアニアから裕J3 5 0キロル厄屑

平均気温 25℃ と降町賛 1.200mm全

！叶じである。「fg勘は. l. 0 月から 3 戸~ を

7, 8月1てl4'C以下忙危なる。

ウベルランディア は， :i0 

良ご‘ [JJ c, ニし

忍 ✓)月Uti』

し
J

る。

，
 

6
 

g
 

ふ
よ

.~: 

Jレ

(1 a芯osc;olc roxo)と 1
;
 

れ，グランデとパルナイーバの両］

水利と同じ〈，ゴイアニア D間芯とl可じてふる。

これらのデータから， ウベル~ フンテ f アは度み，c1〗、 -c.M1へと己うしCir,エ(-{で :cc・I!て次ぐと鈷論で苔る。

）と分類さ

起伏ゃ

なぜなら，米は， この心方の伝竺的作均び--PC 1ぅ土・戸；［りJC,臼るか:□忍ろ。しがしだがら，肥沃土へ

の稲の阻付は，久第に咸少し, f;/鷹花食 トウモロコ-穿―;;:,--ttik可（ごと夕ぅて／ヽわられていることが呪努さ

れる。他方，柘作の拡大は，閲拓されだft,-り［）マラーゞ G7乃音叫―片て色敗でもり，伐採から杖草肯成ま

での移行作物として稲が栽培される0 十只改団剤乃入予が入易げら；；'d戸つ打，砂楕乃朽イ「国州は減少す

る傾向が生じよう。

都の中心1て近接しだ湿原（ヴァルセア）か［いこ 2-:tt, ;,j,、尻冒V崎tピ古印三叫]1;!とすると，ゴイアニア

の有する技術的側面との差異忍らる。

1 2万 5,0 0 0人の人口 (19 7 0年0')1BGE:f:弓:--"•ti: ―ー庁崎計院(7)ij~J 誓巨査）をもち， ウベルラ

ンディア郡は，ゴイアニアがもつよう↑ 叶会峰済応条仰を臼していだい。しかし, -'c:rJ且肛直I〈]位直のた

め， 4つの哨 映心 1• /r/「』唸{『A、蛉且i四恥味をとしこよ-,て，仝！；^ ，グ)他励方との してなって

いる。主た，テレックス，

きた．テレビ 1チャンネル， ラジ

ー砂 tUヽi¥'.;/日］小包酋山危サービス左とかある。

3砥，全国う主喫糾間翡よぴ雑誌が刈！甘てぎる。

市には，底学，

会科学，哲学むょ

これら

ょ

とミナス 3

もかかわらず， ウベル)ン‘す

ゾディア大字と

_rt州がふる。

吐

注しいずべての社会託

していない。物資D(il誓WJ¥11L..-C/ょ令サン＆ぺ白 ， 

フラジリアなどの大名い行尻従嗚してしい、るので，合格団内：てあると

テル 2' 第 1 級のレストラン若干，吐交舌且、l〗':::めの冠立がある

アニア， ヘミロ・オリゾンテ．

如じクラスと考えられるホ

- j ? 0 



が一ビスは，多く夏）場合．より発左した都市にかけつけなけれはならないとはいえ，艮いと

苺えられる。

以上を勘案して，ウペルフンディアの有する条件は，ゴイアニア匹劣ると信じる。このため，優氾員

2(正となる。

ウベルランティンアから 3キロのj[ii,点 として1吏われたことがある の 10ヘク

}ール0土地があり象

カンポ・グランテ

のたsつiて利片Jする れてよい()

社会給斉的諸条件とマット・グロッソ州(rこ芦ける木の直安性のため筐，カンポ・グランデ市は，国立

刊iセンターの設［［望場所として，第 3位のI!貝位に選はれた。しかし，現仔の諸条件の分析の結果， カンポ

愈グランテは，第 3位てあるとはいえ，第 1, 2位の上地よりもはるか忙劣ると芍えざるを得ない。こ

の土地は，第lI心域の両辺釦てあり， 1也，JJ栢作1也帝とも遠くへただっているのて，地雌的な位圏も最も

適切というわけではない＾このため，アスファルト 空路によって，国内他珀域と桔はれて

いるとはいえ， カンポ・グランテヘの父逍は． プイアニアやウベルランティアヘよりも るため，

センメーと各州研究汲国との文流に制約が加えられよう。それら［ー）都市と日じく，カンポ・グランテも

アレックス． 自 サービスを1加えている。プレビ 1チャンネル，ラジオ放

を有する。主た知日ブラ /Jレの主妥祈聞や雑誌を受けている。送局数局，日

カンポ・グランテ都内の教育に［見しては．医字，獣医学，工科，歯柑，法律，生化子，体肯，薬学の

を惜噂しているマット・グロッゾ州立大子，去芍．冠済，哲学，経営などの諸誅程を有するカト

リック認合大学がある。

同郡は, 1 5万人の人□(1 9 7 0年の 1BG  Eの国勢調宜による）をもち．マット・グロッソ州の

発担包2極となっているため，急速忙望展しつつある。良いホナル， レストラン，社交

クラプ，医療病院サービスを有するか， 困し，他の大都市への依存度は， きわめて高い。

カンポ・グランデの降1月は， 5月から 9月までの乾期と， 1 0月から 4月注での酎期忙よって規定さ

れている。

しかし， ここの乾期は，他旭方忙土、けるよりも顕著でなく，わすか左がら降I打がある。気品が稲作の

期間を制限ずる妾囚となっている。カンポ・グランテ地方の気候は，熱希と品帯の移行的なものと考え

られている。 4月から 10月主で筐 lO'C以下の気温が記録されることも稀でなく，霜も降る。

マット・グロッソ州しつ南部記は，叫述の土壌タイプ（セラード．ヵンポ苓よひ畑旭）の重安性と港在

力から見て別に考えられなけれはならない湿地弓（バンタナール）がある。

マット・グロッソ州南部の地勢は，わずか筐起伏しているが，乎坤や水稲向けの土地もあり．完全vc

磯械化が可詑てある。

カンポ・グランデは，郡都から 30キロの均点に 1,6 0 0ヘクタールの試炭場をもつ 1PEAO-

EMBRAFAの本部全有し，これ されてよい妾囚である。しかしながら，国立七ンターの立地

―-1 2 1-



選択のため［ては，前述の 2地点より

ウベラバ

ウベルランティアよりわすか 10 0キロの厄点にある位；ii: のため， ウヘラバ0気候条件はほとんどi叶

じである。実際，降雨 1月の合夏の頻及，日阿， 1 4 C以下の温展夏ハ已録などは， ウペ

ルランディアと同じてある。ここの土壌（セノード，カンポおよび咄地）も古たi叫じであるか，ウベラ

バては，地勢がより起伏に富み，そのため水稲の試険はほとんど1'7えない。湿臥（ヴァル七ア）ば，郡

都から遠いので，試検のため 1ごそこを利用することが困難てある。

ウベラパの米作は，同一の間題と解決をもち，ウベルラノディアと同じ方；去で行われていることかわ

かった。したがって，技術的条件の観点かり，これら二つの郡の間には，大し られ左いn

ただ，ウベラバの頑向は，肉牛飼育，コーヒーと大豆栽培であり，その詰果米作地は減少している。

社会経済的側面については，ウベラバは，他と比較した場合，昌逍と云えよう。了スファルト

鉄道の便はあるが，その空港は大型磯の利用ができない。また，プレックス， 白
]

民閏

小包配達サーピスを有する。情報伝達手段としては，テレビ 1チャネル，ラジオ放送局 3' 日刊祇 2紙，

多くの全国紙がある。

ウベラバ総合大学(『 IUBE)は，工科，歯科， 経営，法律，体育，哲学などの学部を集め

ている。医学部は， ミナス・ジェフイス運邦大学忙属している。

物資供給の面では，ウベラバは，他の選出された郡と同筈筐 薔ない。そのホプルやンストラン

は，ゴイアニア，ウベルランティア，カンポ・グランテなどのものより，質が低く，数も少ない。

ウベラバiては， 1, 0 0 0ヘクタールあ克りの面積をもつ試験牧場があるが，地勢1て起伏が多いので，

水稀の試験はできない。同様に，建物の構造い国立稲セ／ターして利用することは囚詞てあろう。

前述のような理由から，国立栢センターの本部地としてウベラバを選ふことは，岐艮の選択では左く，

このため，順位は 4位忙なる。

リオ・ヴェルデ

リオ・ヴェルデは，ゴイアス州の最も重要な ［てある。その気1罠，土凜， 水利は，アス

ファルト道路でわずか 25 0キロしか離れていないコイアニア筐みられるものとぎわめて類似している。

地元研究者の推測によると， リオ・ヴェルテ旭方内 Ireは，稲作忙利用でぎる土地が約 30 0万ヘククー

ルある。注だ，広大な平地で交通の便の良い所に水揺を栽培する可花性もある。

ゴイアニアと同じく， リオ・ヴェルテ都は，単応第1I地域に対してのみてなく，プラジルの他の米作

地方四対しても，地理的に良い位置仄ある。上記の考慮から，技術的観点からは， リオ・ヴェルテが国

立稲センターの設置地として最良の諸地減と競争でぎることがわからしかし，

不足しているものが多い。

郡都への連格は，コイアニアとウベルランディアヘは，アスファルト道路があるとはいえ， より車要

からは，

な道路から離れているため，困難になっている。主た，鉄道連絡がなく，吃港は小型成しか着逹で苔だ
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じヽ
CJ 

追店手岐としては，丁レック ， 
につ •ff•

只国］ 達サービスがある。 としで-

して， とするランオ，放送屈 1' 週刊紙 1かあるのみであるぅ

ゴイアス 体肖，竺勿デ，敦育，文子，吐六祖菜，看護などの品捏を怯持している。

1 9 7 0年eぅ (1 BG曰）［こよれは，且iiの乾人口は， 5万 6,7 0 0人て， うち 2万 9,000人

は都市庄民である。すぐわかるよう 1て，それは小都市てあり，そのインフラストラクチャーは，店，ホ

プル，ンストプン，＇吐父店如などの［田で，他の郡筐劣る。国立センターに必要な物質供給を行うことが

で苔了，より大きな者;SitIて;:trtを求めるという不硬なこと（てなるう。

し力しなから， リオ・グェルテし［，ゴイアニアと同じ技釘的采件を有しているため，第 5位の優先度

とした。

噂、；び屯戸］ド仕'.•1' 号

訪閲したいずれのJ忍にも，打訳）｛此閉をしている伍冗首は，充分な数たけ見出せなかった。ある叫合に

は，ほとんどいす，主た全〈いないこともあった。いすれ応しても，センターは，必要な専

配置するか，揺用しなけれはならないで，あるう。

鳴附舌閲

［勾立栢センターの改麗点として提案された旭点とは異なる主匹字四諸他域が存在することから，それ

らの諸地域試有の向題の研完のための国連活仰を実施する必妥か呈屏される。実施された調査忙よって，

北東部地以 (2ケ庁で）森よひ南部地咳か，それぞれの特質筐より，個別的な稲作間謡を辮

央するため，国連舌加の支援を必妾としていることがわかった。

北部ltiJ域は，気湿，降雨菫，日 1硝面からみた気侯粂件，アマゾン川の特性，特殊な農法を決定してい

る国］河川の水位の変化，推定 3,0 0 0 ]Jヘクタールの湿原（ヴァルセア）かあるとされ，そのうち 200

カヘクタールは，年間を凸じ研作できるという暦在刀，人間を定清させている作物としての米の重要性，

土襄の特性などのため， この地域を全国の発展過程に詞入ずるため筐，特別な技術の開発が必要とされ

ている。

ベラー州の

（パラー

この州は，

]『 EAN(北部農牧研究所）， FCA田（パラー農学校）， ID.B:SP

)， IRエ研完所， Jari林業農牧業株式会社によって構成されて翡り，

おける国連；古励の立地として適切であるへこの決定忙有利なあと一つの要因とし

て，ベレン市のもつ吐会怜済的イノフラストラクチャーかある。

ブラジルの北東部では，桶作は，マラニャウンとピアウィーの両州，およひ，さらに南では，アラゴ

アス，セルンペおよびバイアの 3州にまたがるサン・フランシスコ）II下流でのみ重要である。

マラニャウンとピアウィーの謳改では， ，他地方と比べて合わめて異なっていな

そこては，主に陸栢が 12月から 5月克てのr,月期仄栽培される。他の月 iては，降巾量か少いため，隆稲

の栽培は，不可詑である。俣水力の低い沙頁土壌が研完によって解決されなければならない閂題とたっ
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ている。また， と ご，この地域の となってい ら廃 j上

され左ければならない。

この地域内ての水口[:l;ぐ刊且］でぎる晟院（ヴァルセア）かii]2 0 O)5 ヘクタール~ もあり，これら 2州の

すべての上」阻ヵ芸紐筐適していることを苔えると? これら 白となる。さら筐，この

地紋は，プラ 部の残りの虚万乞も代反するよう筐息われる。

マラニャウン州は， Dfl: PE  ( ）やマラニャウン羹字佼などの諸旭—皮を有するが，

これらの罰及は， この地域内に恥げる国連古璽りの拠点とたり得る。

サン・フランジスコ jI I下流地域全稲作妍先の強化すべぎ爪要左坦域とする翡由は，その地の酒在力で

ある。その沿岸忙は，水祖成培が可記左的 30 0五ヘクタールかあると推測されている。

サ1/・フランジスコ］月の水をり用すれは，企菜方式げよる祖作が可症となろう。降雨の不足と不規則

している。

この地域

コ）1

後1て，年間を通

マラニャウンとピアウィーの気候と呉なっている。主だ，アラゴアスとセ Jレジペ

(ar巳ilosし）て，年間の大郎分を逍じ晶潤に保たれる。サン・フランシス

させるための工事が実咆されつつあるということも知らされている。 /11]水

なり，この地域の

凋連活動の立地！ては，セルジペ州が迅択された。なぜなら，その全城がサン・フラン＇｀ンスコ） ii下流部

1, てあたり， GUDAPA( 

る。

させよう。

）を有し，日 MBRAPAの施設を有するからであ

リオ・グランテ・ド・スル州とサンタ・カタリナ州の南部語）・[1は，その地理的位五，耕作体系，利用

されている技術，他の桶作諸虹域と異なる牛沢字的語条件の故Vご，個別的研究が不足している。この池

戌では，気候条件のため， 1 0月から 4月まての期閏してのみ米作が可記てあり，その他の月には 0℃以

下の気温も稀ではない。

この地咸の硝作は，完全応水稲であり，そのた とは無闊係である。このような条件の下で，

プラジルの中部，北部およひ北東部などの他地域とは異なる咋性を有するのてある。

上記の］咀由から，これら諸州の研究の必要性に応える閲連舌動の実癒図ついて＂意見を述べる。リ

オ・グランデ・ド・スル州は，このような閑連活動の発展忙最良の条件を有しでハる。なぜなら，同州

ireは，稲の研究をしている IP E A S (南部農牧業研究所）， IRGA(リオ・グラノテ・ド・スル州

稲研究所）， U戸戸＼｝日（リオ・グランデ・ド・スル連邦大土）， TJF p冗 L(ペロタス連邦大学），

U戸S M(サンタ・マリア連邦大学）などがあるからである。これらすべての諸機関は，完全忙統合ざ

れた協力制度に組みこ古れて元、り，所期の目標達成か容易紅そっているのてある。

センター内に設書し噂る作万

国立研究センター内に米と同時1て栽皐し得る作物として， トウモロコ、ンをあげられる。

米と同じ， トウモロコ、ンも全国 れ，国立七ンクーの直接的影褥下忙あるサン・バウロ，マ
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ットもグロッソ，ゴイアス C)考州の景ら玉妥た作物てある。

こうして，米と国しようこ，ゴイアニア反I日立トウモロコゾ・センクー定設置することは，全国の他

旱域との虞係区苓いて，崎＇こ奇刈夜 1立履と与えることいてならう()

あ よって：， トウモ：ロゴゾ応t,f! 甘とi叫峠 ることができ， I司じ七／クーにトウモロコ

ジ令ヒン':ターと誌贔ずることは，店設，

トウモロコンの他尻も，フェイジョン，

勺ぇ備の和用生い］］［にしょう。

マンジョカ，肉牛なども，国立稲センター内

に栽塔左いし飼青で竺るものとして若えらわた。これらの作吻や家畜の場合，全国的｛こみてそれらの重

笈性がより大ぎた他の記域も 9ゆるのて，ゴイアス州内の立地は必ずしも最適とはいえない。肉牛飼百は，

プラジル中央部で直速左兌長を1.て虚り，コイアニアにその研冗センターを直〈ことは，窒わめて適切

てあるう。しかしなから，加設，叶殊左だ嗅窒，猿立の用はなどの必要と名慮すると，同一センクー内

にそれら包：虞堕することの和点は少くなっぅ0

上日已(!)j坦出筐より，国立栢七／ターv--iにl日立 l、ウモロコン・セ／クーのみ乞イ］置することを適切と考

えるものであん。

国立t屑凸 1/ クー，）

国立栢ヒノクーの上音畠逆壼い評哀会 (Conselhu Ar"suc:oJr) 1, 吋艮 (Diretor)l

名，副所長 CDi re tor Aじビご） Ci巳de)2名からなり， セノターかその目的を這成することを可能

にし，諸央星と品責任を集約tl'}に担当するものとする。

評亥会は，役員全員応対する袖佐殴1見てあり，ー」〗'BR APAが採）廿した手硫や範囲内で研冗方針や

計画の作以，｛支術の普及のだめ筐協力する。この評傘会は，以下のもの 1、てよって構成される。

ーエ菜代表

一銀行農村金殻担当知剛＼表

ー農菜金鴫芦ょぴ技術苦及破区Hい表

ープラシル古均菜才支師二代表

-EVBBA『 A企両部代表

ー＂且:M 且尺△〗)

-n: >:: B日 A『

ーセンターの国長およひ叫国長

ーセンターの面完員グJレープ代表

であり，センクーの技術的およ

ぬよび副所長筐よって哺什される()

う。その活如は，評哀会

-1  2 5-



副所長の 1人は，七ンクー

研究分野

品種改良

物毎の多角的分析方i云紅よるグループ，生産組織の調賂，

どがおかれる。

あと 1人の副所長は，サービス

事務サービスなど

ずだ

と生産

c
 

ぷ
ノ

多角的分析方去によるグループは，作物毎の主任研究只 1名によって，

この主任研究員は，グループの 1員てあり，呈111斤長忙直接従属する。

作物毎の多角的分析グループの諸活動は，国立センクー

稲の研究員グループの構成［ては，次の研究分野とそれぞれ

攻

字伝

専

卓
閥-

/

 

羹王技師

(fisiologia; 閏吻生峠学

農業技師

土壌肥沃性およひ肥料

土壌肥沃度

晨業技師

2

3

 

数¥
1

3

3

1

1

1

 

,‘
 ｝ 

栽培技術 栽培技術(fit,立;tcc;,ica) 2 

農業技叩

植物学および雑草コントロール

農槃技師

備漑および排水

隈械化

虫 害

病害

同 左

て負う 0 その指哺下筐，作

ゥし1

同 左 1 

農業技師 2 

佑I 左 1 

且9哀li 末: 丑 師 1 

士 保全 1 

昆 虫 芋 1 

農業技団 2 

植物病理芦 1 

祖物病瑾学 1 

ヴィールス学 1 

農業技師 2 

-1  2 6-

晶亨， よび

監督翡よひ翡撃されるn

となる。

あると

専門水準

博 土

疹 上

字士

博 士

具 学 士

土

修 士

農学士

修 士

学上

桝i多 士

修 士

農学士

修 士

晨学士

農字士

博 士

農学士

博 士

修 士

修 七

晟 学 士



統計塩ょ

至

t
，

丁

希

-
1

日

号

口

去

丸

充

ず

奇

博士

， ぷ 士

ー ，亡-「

a, 

して，文」丈D頂日：こ，毅バ"(●）

匹［周ずる生

言責）すご¥て(つ品樺改良の作叉を隻中し

ての他に1%1する研完などが東中されてい

）
 

rしる は，叫ぺ度vJ側：:/ti VC芦げる土喰と直物の 化字， そ

り旭届f化に隣1系ずるi・且噂かり］［冗さ打るり太，且物字と雄卓コントロールの項目しては，

咲字ぷよび広義0雑箪コ :/iロールが伍完される。

との国保か伍冗さバる。 渕戒iいよ，

芦ょ

試打的企両，切冗員の打u叫作成に灼ずる

の州［完左ごを行うぐ）虫害は，昆虫そ

は，

分頌，生

とその槙物に及渡す

について研冗する。統計甚よ

かれらの研冗の応用の託済在

コントロールなどが集中

され如病言忙）叫こは，，才、の病害しつや」〗亡， I・ピ吻学， コ／トローJし~ む目 I、1」とする叶先か含まれる。これら

c1) 柑巨応舷立しているのでは左〈，それぞれの主I壬伍冗貞の仕疇の下に単ーグJレープを峙

なげれはならたい。さらし=・ 同ーセ／~ ター内［あと一つの作りか栽培さ九る

／も非岳iこ噂所な協力の中で舌抑しなけれはならない。

そのグルー

同立ぃiセ／ターの{出兌只たちは，三国規恨の研先の調恰，少iiレベルで米の叶究（てあた-ているグルー

7へのオ旬卑や助言を虹当すること it[なるう。これらを考慮して，国立センターの研冗貝グループは，最

によって溝放されなけれは左らないと信じる。研完員0人員数は，

修正できる（う

柏

いていることかわかる，、このたの，

るか，厚門伍冗只を

第 10表：国立栢之／タ

占鵡分野

改艮

植吻It噂字

土襄の肥夭性

栽培技師

であり，

する研完口()I)スト（付表 4)から，山立セ／クーの必妥性に応するたけの能力を欠

は，その空隙（第 10衣）をうめるため，訓練乞主催す

必歿がある。

の，ー』練主たは笑句の必妾i生

博士 蔭士

ー1

1

 

ー ー ー

植物学知よび堆草コ/トロー）レ

灌戦誹水

戌械化

1

1

1

 
＊
 

1

2

 

，
 

-‘ r
 

h
l
 

一ヰ』
1――

 
•
一

~' 
r↓
ヘ

ば一

宦
r

上元、青
決沃
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統計むょ 2 
**咲

C,- 1 -~ 度学士

1 - _M曼子・士（ ため）

沃岳 1 一直吻的罰因て知け~る農学疹士

1ーヴィー］レス学で降士をとっ

* ** 1 --統計で博士号をも

1 -経済で翡十号をも

必要とされろ実験室

叶完活勁がてぎるかぎり良い成果をあげるだめ 1ては，専門的かつ艮い を必要とず

る。前述の研究構想re対応して，国立屈 --i-'./クー！ては，次の実馬庭室が設置されなけれはならない。

水，付物体の分析のためのもの 1

ー植物生連学研究のためのもの 1

のためのもの 1

栽旱技術のためのもの 1

一穀物の化学的，物吐的分析芯よび改良作業補助のためのもの 1

この実験室は，種十｛呆存のため足温定湿のチャンバー（コントロール可）をもたなけれはならない。

一昆虫および虫害研冗のための昆虫字実験室 1

ー米の病実の判定袋よひ研究のための栄芥病理学 Cf iし01バ tsl o苔ia)実険至 1

禾作尻応用てぎる農業機械Cうフロトタイプ創出と研究のための辰械実験室 1

および排水作業のためのもの 1

処涅心よび分析，心よび経済学研究のためのもの 1

ー改艮，土喋，昆虫学，栄餐病珪芋，形嘘学の諸分野に芦ける研究のための湿室 1

これらの更咲室は，互換的fC:利用でぎるよう Vて設偉されなけれはだらない。国立セノターが一つ以上

の作物を扱う場合，史駿宰もすべてを汲えるよう l1Ci且備されなけれはならない。

桔綸

収貨された技術的，社会経済的データの検吋の桔果，作業班は，ゴイアス州のゴイアニア郡を国立稲

センター及置の最適地として選択しだ。

伯の代喜侭も存在したが，何らかの翡由によって，難点をもっているc

結局，ゴイアニアが，その位置とその諸条件のだめ，セノクーの設置個所として最艮てあると思われ

る，、

ブラジリア， 1 9 7 4年 9月17日

ジョゼ・フランシスコ・ヴァレンテ・モラエス
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アルナヴィル・テ，マトス・ロペス

クローヴィス・ニンリケ・ジェレ Jレ

デルリイ・マジャド，デ・ソウザ

ルイス・ゴンザカぶブェノ

1レイス・ピレス疇レイス

マルヴィン・テラノ・ダヴィス

付表 1. 国立揺セノターり立塩険;ポうた内 1ご，、郡（ムニ、ンピオ）月1に調査された

デーク （
 

、i

ノ

1ヽ・『表 2 国立揺セノター設立のだめの胄査期間日1て，溶司した主要専門家知よひ妍

完者。 （省略）
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「

一場一

囀一
一隣一
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一

ーー」．l

ii 

-〗戻―-．-iiー一所＿―副一
f~ 

=究磯<口坪関JとI.X.のロ連） I調f [I ― 

術普及調整― ［̀ 

術科学』［ロ

び交流

稲作 IJーダー

品種改良

植物生理

土慎，煩物栄養

祖物学，雑草防除

虫 害

病 害

灌漑排水

磯械化

統計及び経済

支

I --------

i土壌令水

I '--1 +直物主辻且

I 
I 

I ― 

~I 

―lニニ~•I 11暮 既 排 水

付表 3. 国立瑶研究センターの喝嘩図

-: 統吋及び経済 I
I 

I -ヽ一

I 
--, 「青報文献
ト—..」

「. .. •. 
昌宝

I 
← ヰ•~I -----・-、 I -

1・ 図渇＾

-I設 -------hl

i写真I
］公文古戊骨 I
l印 刷I

. .' 

ー↓ ェ
f 

i-----lヽ
三一→ーロ:~J~~二□~ 

1清掃衛／」：：：

品～4
 

4
 

稽の研空分野で凹汀B''1A『Aむ［［いも打系規1叶内｛，ご罰咋，tる］門家

人名 I)スト。 （省酪〗
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第 1表 1 9 7 2年乙米(')主菱 国

1-／玉名．虐 1(1: 3 0 7 6 0“／ 
.,I 
＇ ン ド ,3 6, 5 0 0 

イ ン ．．
 ・ト ネ シ＇ ァ 7, 9 8 3 

日 本 2, 6 4 8 

バングラデッジュ

夕 イ 6, 5 0 0 

プ ラノ ジ ノ1,,

9. 5 0 0 

4, 8 2 1 

ヒ? Jレ マ 4, 3 5 0 

5 9, 0 0 0 

1 9, 4 4 7 

1 5, 4 3 0 

1 4, 2 5 0 

1 1, 8 0 0 

7. 8 2 4 

7, 5 0 0 

1, 6 1 6 

2、43 6 

5, 8 4 7 

1, 5 0 0 

1, 8 l 5 

L 4 8 0 

1, 4 7 5 

T
{
 

尺閂A
 

五 ~, A 0牛報より

ふ
叶古 2

 
表 地城別生 産 分 布

氾 域 溝 以 州

屏,, 部
リオグランデドスル，パフナ

サンタ・カタリーナ

南 束 aロ".,'IP く' 

サンバウロ， リオテジャ不イロ
2,1 7 9, 9 4 7 

ミナスジェライス，エスピリットサント

::jじ 東 部
バイア，セル；；~ ッペ，アラゴス，

1, 1 4 1, 7 9 6 1 4.5 9 

ペルナンブコ，バライバ

リオグランデドノルプ，セアラー

ピアウイ，マラニアン

」~ヒ ぷロクI) 
パラー．アマゾナス， ロライマ

1 1 9,2 4 4 1 5 2 

アクレ，ロンドニア．アマパー

中 店 部
マットグロッソ，ゴイアス

1, 8 7 8, 7 7 4 2 4.0 1 

プ ラ ジ Jレ 7,8 2 4,2 3 1 1000 

已AGR一晟袴省より
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竿 3表地理的地方尻iJご） ，一！専乍臼，

一時栽培池
地 域

北 部

」ヒ 東 部

南 東 部 7,4 6 3, 1 9 6 224 

南 部 1, 5 7 4,2 2 0 9,502,236 979141 1 0 3 

中 固 部 1 4 4,4 0 6 2.2 5 8,4 9 3 1,4 2 1, 6 4 8 6 2 9 

プラジル 8,034,821 26,046,6221 4,979,165 191 

lBGE 「ブラジル統計年鑑」 19 7 3年， 工丘 GA 」l9 7 3年より

第 4表 主要稲作州！’かげる罪作面積 (ha)

！ 州 名 1 9 7 0 1 9 7 1 1 9 7 2 率

I)オグランデドスル 430,822 4 1 2,3 2 2 433.684 8 7 

コ・ イ ア ス 1.098,839 973,722 9 6 2.11 4 2 0.1 

ミ ナ ス ・ ゼライス 876,949 808,384 7 8 8,6 5 2 1 7. 0 

サ ン~ ノ‘ ゥ 口 7 0 3.4 6 9 5 8 4,2 3 0 553.921 12 6 

マ ラ 二 オ ン 553.889 6 2 6.1 2 8 6 4 3,4 2 6 1 2 5 

マットグロッソ 3 12.30 9 3 1 8, 7 5 0 3 9 1, 7 7 7 7.1 

ノ＜ ラ ナ 4 6 2, 1 9 2 4 6 0, 9 11 4 5 3.4 7 1 94 

サンタ カタリーナ 8 6,128 97,222 1 0 1,3 9 6 1. 9 

リオデジャネイロ 7 5, 0 8 3 6 9,2 1 3 7 6.5 5 4 1. 5 

ピ ア ウ イ 75,803 9 6, 6 6 3 98,402 1.8 

才 ウ 卜 ロ ス 294,682 3 1 6,4 5 3 317,411 7、4

プ ラ ジ Jレ 4,9 7 9, 1 6 5 4, 7 6 3, 9 9 6 4,8 2 1,3 0 8 100 0 

凹AGR Iー農務省より
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第 5表

小ij 名 1 9 7 2 紛

1,613.370 

、一
， 

イ＇ ア 1,182, 5 5 0 

ミナス

サ ン

マ ラ

マ ット

サンク

主要栢作州応芦けるもみ土産冠 (t)

I 
I 1970 I 1971 I 
! -----!- ! 

リオグランデドス）レ i 1,643,197 i 1,519,507 I 
I 

I 
ス I1, 2 l 7, 5 9 l '9  7, 3. 4 4 6 I 

I I 
: ! 

ス i I 

I 
1,1 6 5,9 9 7 7 5 2,3 1 8 ; 

1 I 
,, I 1. o 5 3.a o 8 6 4 1, 1 4 o I 

I I 
Y I 6 7 5. 5 5 3 7 9 1, 6 4 2 i 

I 
ゾ i (i 1 (i, 9 9 1 5 1 2, 0 4 l I 

i I I 
ナ i s 9 0.2 3 1 I s g 9,4 4 s 
l I 

I ！ I 2 1 4.1 5 1 2 0 7,8 1 5 1 

I 

リオデシャ不イコ

ピ ア

ゼライ

二

グロッ

ラ

ウ

オ

カメリーナ

ウ イ

そ の 他

フ令 ラ ジ Jレ

112,588 

5 2.0 0 5 

3 11,4 6 5 

7,553.08 3 

6 0, ,t 7 0 

11 2,0 0 9 

423,337 

6,5 9 3,1 7 0 

1,052,329 

901,385 

821,916 

6 9 4,4 2 4 

6 7 3,8 9 9 

2 1 7.1 6 1 

1 4 0, 7 3 9 

9 8,6 8 4 

4 2 4, 7 7 4 

7,824,231 

2 1.4 

1 5.3 

1 3.4 

11.7 

1 0.5 

8.3 

8.5 

2.9 

1.4 

1.2 

5.4 

100,0 

3AGRエー設栢省より

第 6 表 主妾稲作州のもみ平均収撼 (K9/ba)

ミナス サ`

ゴイアス ノぐ

ゼライス バウロ オ グロ

1 9 6 1 ~2  3 0 3 2 1 5 6 7 1 4 9 6 5 1 6 1527 1388 

1971~2 3703 1 1 l 5 11 3 5 1 3 6 2 1272 1689 

吋 前 期
2 0.1 5 2884 2413 -1 0.16 1 6.7 0 2 1 6 9 5.2 1 

噌加率 綺

ET EA, E AG RI一煽務省より
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第 7表 196-4-1973 ラジル J 給出贔

数 価
年

量 格

＼
ノt

 

,i¥ 

1 9 6 4 

1 9 6 5 

1 9 6 6 

1 9 6 7 

1 9 6 8 

1 9 6 9 

1 9 7 0 

1 9 7 1 

1 9 7 2 

1 9 7 3 

J. 2. 4 2 5 

2 3 6. 6 6 5 

2 8 9. 2 5 2 

3 1. 8 8 2 

1 5 8, 1 7 5 

7 0, 1 7 8 

9 ,J,, 9 6 8 

1 4 8, 8 3 0 

1, 8 9 8 

3 3, 4 3 2 
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一

8 5 1 

2 3, 7 6 5 

3 3, 3 2 0 

4, 8 1 7 

2 1, 2 1 3 

7, 6 2 1 

6, 8 0 0 

1 1, 4 6 9 

1 5 2 

4, 2 3 3 

0. 0 6 

1. 4 9 

L 9 1 

0. 2 9 

l. 1 3 

0. 3 4 

0. 2 5 

0. 3 9 

0. 0 0 4 

0. 0 7 

1963/71-FAら 1972/73-CAじEXより

第 8表 作業班が分類した地域別もみ生産量 (t)

地 域 1 9 

地 成 1 I I 1., 5 

II JI 4, 6 4 

II 且 7 2 

II IV,V,Vl 4 2 

EAGRIー腿務省より
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第 9表 した地域別の作付面積 Cha) 

地 域 1 9 7 0 1 9 7 1 1 9 7 2 平均比率続）

九J叶已千 誡 I 5 1 6, 9 5 0 5 0 9, 5 4 4 5 3 5. 1 0. 7 2 

l[ 3、46 2, 7 5 8 3, 1 4 5, 9 9 7 3. 1 4 9. 9 3 5 6 6. 9 2 

” 皿 6 2 9, 6 9 2 7 2 2. 7 9 1 7 4 1. 8 2 8 1 4 4 0 

” IV V¥'l 3 6 9, 7 5 5 3 8 5, 6 6 6 3 9 3, 9 9 5 7. 9 2 

プラジル全国 4. 9 7 9, 1 6 5 4, 7 6 3, 9 9 8 4, 8 2 1, 3 0 8 1 0 0. 0 0 

EAGRIー農務省より

第 10表国立稲センターのだめ

古{

農学士

1 

栽 培

植物学および雑草防除 1 

灌 漑 排 水 1 1 

＊ 
隈 械 化 1 2 

虫 甚 1 1 

病 -＇手,-,-ゞ 1 
＊＊ 
2 1 

統計および経済 ダ＊＊

沃• 1晨学士

1農学士 （土壌保全を専攻した者）

＊＊ 1修士 （植物病理 II ） 

1修士 （棺物ウィルス II ） 

*** 1博士 （統計学 ” ） 

1博士 （経済学 TI ） 
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第VI地域

fマソナス

---
ァ；らし~---. ,.--へ、

、‘‘ゞ---・＇ 

地図 1 稲作地域区分
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国立稲センター

関連活動

ロマイマ
、、六

I 
¥ ~ 、‘、アマノ＼
: , -:',、

',_, た/、し、ヽ・--、〉 、パ ，/ リオクラノ

ロ 1;:,・・) 。ロ
， ， . ， 
ヽ ' /ゞイア

＇， マJ トグロ ソ ：コイアス：
' '  ’’  、ヽ,, ---

_, _______ _ 

,' , ‘`‘‘ 

(◎；＼ 
', (  '__  __,、、一---- , -、

マ ミナスゼライス：

・---、ヽ＇｀―ー、，‘｀‘, ':  
’‘‘  ，＇サン I ウヽロ｝ 、,',-'----. , _____ ,., 

，、
, ¥ 
ハラナ ',, 

アマゾナス

エスピリ J トサント

リオデジャネイロ

サンタカタリーナ

リオグランデドスル

地図 3 国立稲センターと関連活動の立地
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写真説明

①大豆畑

（マットグロッゾ州ドロラードス）

②大豆ビソーザ

（マットグロッソ州ドラードス）

⑧大豆ピソーザ

（マットグロッソ州ドラードス）

④大豆畑

（パラナ州ポンクグロツサ）

R大豆連作畑の雑草，除草剤， トリフラリンに強

い広葉雑草の発生が多く，著しい雑草害を生ず

る。

（バラナ州ポンタグロッサ）

⑥普通畑の優占雑草

右：イネ科雑草メヒシバ

左：イネ科雑草 Brachiaria planta-

ginae 

R直播水田の雑草水稲 IR 6 6 5 

（ゴイアス州ヘイトライ）

⑧直播水田 IAC435 

（ゴイアス州ヘイトライ）

⑨直播水田 IR 6 6 5 

（ゴイアス州ヘイトライ）

⑲直播水稲

（リオグランデドスル州カマクアン）

⑪ 2週間降雨のない陸稲 IA01246 

（マットグロッソ州マラカジュ）

⑫ Elasmopalpus Iignosellas の被

害をうけた陸稲畑

（マットグロッソ州マラカジュ）

⑬とうもろこし改良品種，矮性 Pi ran五o,

ESALQ 

Patern1ani教授

⑭最も普及しているとうもろこし 1代雑種

農務省 hybrid 141107, 坂根氏JAMIO 

（マットグロッソ州テレニョス）

⑮とうもろこしの収穫法（手どり）

（パラナ州）

⑯サンゴクルド (PAPAP計画）のコチア組合

試験地

右側アラーデ

⑰グラーデ

⑱人力用播種器 ドイツ系農家にて

（リオグランデドスル州カマクアン）
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⑲ 

⑧
 

⑨
 

⑪ ⑫ 
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⑲ 
⑮ 

⑰ ⑮ 
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